



























































ロード・エルメロイII世の冒険




４ 「錬金術師の遺産(上)」






















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　エジプトの首都カイロから列車に乗って、三十分ほどが経過していた。

　昨今のエジプトの情勢を反映してか、ホームで小銃を持った鉄道警察官が見回りをしているのは剣吞だったが、車内はわいわいと賑やかなもので、自分たちのいる車両でも楽しげな地元の歌が流れてくるぐらいだ。どうもサッカークラブか何かのファンらしく、ラジオからの実況で大いに盛り上がっている。

　なお、一等車ファーストクラス扱いではあるのだが、名前通りの豪奢な雰囲気はまったくなかった。

　とはいえ、エアコンが付いているというのは偉大で、いまだ魔術による寒暖への対応ができない師匠には、他の選択肢などなかったのである。

「都市部を出ると、いかにも下エジプトって感じよね」

　隣に座っていた凛が、車窓から身を乗り出して、目を輝かせる。

　剝き出しになった赤茶けた大地を、夏の太陽が照らしつけている。あまりにも広く、こちらを圧倒するような地平に、ゴロリとした岩がいくつも転がっていた。ほとんどは人間の頭程度の大きさだが、時々車ほどの巨大な岩も交じっており、その近くには緑の植物が顔を覗かせているのだった。

　一見は単調に思えるが、その内側に不思議なリズムを孕んだ世界である。

「なんだか、拙が知っている砂漠とは、違うように思います」

「……礫れき砂さ漠ばくだな」

　と、アイマスクをずらしながら、師匠が言った。

　四人座席の正面で、眠ろうとしていたのを諦めたらしい。少し申し訳ない気もしたが、あくびを嚙み殺す師匠はなんだか寝ぼけた大型犬みたいで、可愛らしかった。

「砂漠と一口に言っても、相当大雑把な分類で三種類から七種類、細かく条件を見ていけば数十種類ほどが存在する。礫砂漠の場合、私たちが漫然と思い浮かべる砂すな砂さ漠ばくよりは、むしろ荒野に近い。雨季との兼ね合いによっては一面に花や植物が生い茂ったりもするぐらいだ」

「そうなんですね」

「もちろん、イメージ通りの砂すな砂さ漠ばくだってあるのがエジプトだがね。砂漠ひとつでも、この国は多様な顔を持ち合わせている。さっきミス遠坂が下エジプトと言ったが、ナイル河の上流を基点とした上エジプトと、下流を基点とした下エジプトでも違うし、火山活動で生まれた黒砂漠や、石灰岩による白砂漠なんてのもある。これらの多様性が、古代におけるエジプト文化を形成したと言えるだろう」

　師匠の講義を受けながら、自分も窓の外を流れる砂漠に、思いを馳せた。

　さまざまな気候や環境の影響を受けながら、人は歴史をつくっていく。エジプトが多様な砂漠を持つならば、その影響によって、どのような思想が培われてきたのだろう。あるいは、どのような神が生まれてきたのだろう。

（……たとえば）

　今の自分は、そのひとつを知っている。

　砂柩戦神セト。

　兄弟神を殺し、十四に分割してナイル河に流したという軍神。古代エジプトにおいて、ある時代は悪の象徴として恐れられ、ある時代は救国の導き手として崇められたモノ。

　そんな神の破片を喰らった赤毛の若者を知っている。

　ふと、振り返った。

　列車の音に交じって、別の響きが聞こえたからだ。

　師匠の隣で、手帳を開いたエルゴが、熱心に筆を走らせているのだった。

「何を描いてるんですか」

「えっと、旅のあれこれを。ラナがこういうの書き留めておいて、って言うから」

　若者の持った手帳を見やると、素朴な筆致ながら、美しい海岸と波に戯れる子どもたちが描かれていた。

　ちらと視線を落とした師匠が、唇をほころばせる。

「これは、海賊島の子どもたちかね」

「はい」

　やや照れ臭そうに、エルゴがうなずく。

　赤毛の若者と出会った、最初の島の人々だった。

「見ますか」

　渡された手帳に、自分は「わ」と声をあげそうになってしまった。

　薄茶色のページに、鉛筆の絵がいくつも描きこまれている。

　おおよそは単体のスケッチで、海賊島の活発そうな子どもたちや武器を持った青年たちが、気が向いた端からという感じで、ページのあちこちを埋めていた。

　とりわけ目を引いたのは、近代的な港で腰に手を当てて、黒髪を潮風になびかせた女性だった。

「シンガポールのときの凛さんですね」

「え。わたし、なんだか偉そうじゃない？」

「実に、君にぴったりだと思うが」

　師匠の言葉に、凛がちょっぴり不服そうに唇を尖らせる。

　ページをめくっていくと、今度はシンガポールを発ってからの景色になった。

　空港の飛行機や、秋葉原の街並みと一緒に、日本の祭りの風景が描かれていた。モノクロなのに、細かな花火の色合いまでも浮き上がってくるのが不思議だった。きっと、同じ旅を共有した間柄だからだろう。

　さらに、夜空の見える屋上の景色。

「これは東京の」

「未那さんと、あの事務所の屋上です」

　エルゴの手になる少女は、とても愛らしい。

　白いワンピースを翻した後ろ姿は、そのまま星空へと駆け上がってしまいそうだ。とかく陰惨なことの多かった日本の事件で、彼女とその父親との出会いは、かけがえのない思い出だった。

　正座した両儀幹也、若瓏ルォロンが差し出した炒飯や、それを食べている夜劫アキラの横顔、夜劫雪信と朱音の親子も描かれていて、その度に微笑してしまったり、淡く胸が疼いたりしてしまう。

　そして、描きかけなのが、さっきの礫砂漠だった。

　まだ、あたりをつけただけなのに、大地を渡っていく風までも感じ取れるようであった。

「いいなあ」

　と、つい口をついて出ていた。

「まるで、この手帳に時間が閉じ込められてるみたいです」

　長い旅をしてきたように思った。

　まだ一ヶ月にもならないのに、その時間の濃さが自分の中で際立っていた。多分、一生忘れることはないだろう。

「今度、姉さんがモデルやってくれますか」

「それは……構わないですけど、姉さんはやめてもらえませんか」

「ダメです。だって、姉さんは姉さんですから」

　と、エルゴが断言する。

　東京に行ってからの若者は、なんだか主張が強くなったような気がする。

　自分としては、嬉しいようなくすぐったいようなだ。ちょっぴり置いてけぼりにされてしまったような寂しい心地もあって、気持ちの置き場に困ってしまう。

「…………」

　そんな自分たちを、アイマスクをずらしたままの師匠が、不思議そうに見つめていた。

「どうしました？」

「いや……まるで普通の旅行みたいだな、と思っただけだ」

「普通の？」

　口に出して、自分は数回瞬きした。

　なんて、遠い。

　でも、ひょっとして、勝手に遠いと思っているだけなんだろうか。

　なぜだか、日本で出会った両儀幹也を思い出した。あれほどの『特別』に囲まれながら、微動だにしない『普通』。本当は誰だって、あのようにいられるのではないだろうか。

「師匠、拙は……」

　言いかけた時だった。

「あっ……」

　車両の進行方向で、声が上がった。

　さっきの凛のように、車窓から身を乗り出していた男の子が頭を押さえていたのだ。

　どうやら、帽子が飛んだらしい。

　自分の視界の端に、くすんだ白色が流れ、あっという間に見えなくなった。

　顔を見合わせてから、エルゴが席を立った。

　泣きそうな顔をしていた男の子の前にしゃがんで、

「こちらですか」

　伸ばした長い手に、先ほどの帽子が手品みたいに載っていた。

「たまたま手が届いたから」

　と、エルゴが笑った。

　信じられないという感じで、隣の母親が目を見開いたが、噓ではない。彼の見えざる手が、二十メートル先でも届くというだけで。

　パッと顔を輝かせた男の子が、嬉しそうに頭に帽子を載せる。

「あシりュがクとラうン！」

　アラビア語の感謝に、エルゴがくすぐったそうに、破顔した。

　それから少しして、こちらの席に男の子の母親がやってきて、紙に包んだケーキを差し出してくれた。

　手作りなのか、あまり均一ではない生地の上に、ちょこんとアーモンドが載っている。

「バスブーサ。アラビア圏の伝統的な菓子だ。受け取っておくといい」

「分かりました」

　素直にそうしてから、エルゴは膝の上にケーキを置いて、大きな目でしばらく見つめていた。

　なんだか、誰も知らない宝物をそこに抱え込んでいるようだった。

　おそるおそる一口頰張って、びっくりした顔になり、こちらを向いた。

「姉さんやみんなもどうぞ」

「……あ、はい」

　分けてもらって、口に含んだ。

「……甘い」

　しっとりした生地が口の中で溶けて、びっくりするほどの甘さに目を剝いた。多分シロップに漬けていたのだと思うけれど、香ばしいアーモンドのせいか、意外とくどくはない。自分の故郷の砂糖菓子ファッジも甘いのだが、これはまた別口の甘さだ。

　砂漠の多い土地で生まれた菓子というのが、なんだか納得できる気もした。

　車両の先からは、またエジプトの歌。

　窓の外に、赤茶けた礫砂漠。

　年代物のエアコンではどうしようもない熱気が、蒸し蒸しと車内を満たしつつある。

　汗を拭きつつ、凛が振り返った。

「なんだか、懐かしそうですね。先生」

「昔もこの列車に乗ったことがあってね。あの時は色々あって、地元民に紛れる必要もあったから、二等車を使ったんだが」

　菓子を少しずつ口にしながら、師匠が言う。

　多分、ロード・エルメロイになる前のことだろう。第四次聖杯戦争の直後、師匠は世界各地を放浪したことがあると話していた。

　なんとなくつられて、自分も尋ねる。

「じゃあ、今回の街に行ったことも？」

「何しろ、あいつの名前がついている街だからな」

　その柔らかな表情に、一瞬息を止めてしまった。高鳴ってしまった心臓を押さえて、ちょっとだけ深呼吸する。

　時々、この人はこういうことをやる。

　不意打ちにも程があると思う。

　わざとやってるのなら、悪質だって訴えたいぐらいだ。

　視線を逸らし、さっきのお菓子をもう一口。

　脳が痺れそうなシロップの甘さを嚙み締めながら、

「……アレクサンドリア」

　と、自分は目的地の名前を、抱きしめるように囁いていた。
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　エジプト鉄道のマスル駅から少し歩くと、驚くほど蒼い海が広がった。

　イタリアやギリシャを擁する地中海が、当然エジプトの北側とも面しているという事実を知識としては分かっていたが、自分の中できちんと吞み込んではいなかったらしい。

（ここが、アレクサンドリア……）

　太陽の光が明るくて、空が澄み渡っている。

　海の青さも、それを映してのものだろう。

「じゃあ、わたしとエルゴは、先にホテルのチェックインを済ませておきます」

　片手でボストンバッグを背中に回して、凛が宣言する。

「一緒じゃないんですか」

「団体行動はいいけれど、万が一のとき、まとめて拿だ捕ほされちゃたまらないでしょ？　もともとアトラス院はエルゴを狙ってたんだから、目の前に貴重な宝石をぶらさげていく必要はないわよ。いずれ合流する必要はあるだろうけれど、安全が確認できてからよね」

「……あ」

　それはそうだった。

　現在ライネスやルヴィアと協力体制にあるということで、なんとなく安心してしまっていたが、海賊島で最初にエルゴを狙って仕掛けてきたのは、かのアトラス院の錬金術師なのだった。

　なのに、はるばる日本からエジプトまでやってきたのには理ワ由ケがある。

　ファラオ殺人事件。

　極めてふざけたネーミングの事件によって、ライネスから助力を乞われたからだ。

　それ以上の細かい内情は、ひとまず合流してからということで、いまだ明らかにされていない。いずれにせよ、エルゴの治療のためにも顔を合わせる必要はあったのだが……観光気分でいられないことだけは確かだった。

　つまるところ、ここは敵の本拠地とも言えるのだ。

　途端、ふわふわしていた気分に、ぎゅっと詰まった核が生まれた。

「先生も姉さんも気をつけて」

「はい。師匠は、拙が守りますから」

　力を込めてうなずくと、師匠が小さくため息をついた。

「……言いたいことはあるが、頼るしかないな」

「イッヒヒヒヒ！　今更あんたが鍛えたところでたかが知れてるからな！」

　右肩の固フ定ッ具クから響いたアッドの声に、うぐ、と呻きが漏れる。いささかならず師匠には可哀想だが、悲しいぐらいの事実ではある。

　凛たちが立ち去ってから、師匠がダレスバッグを手に、踵きびすを返した。

「じゃあ、こちらは指示された目的地に向かおう。アトラス院が迎えを出しているとのことだからな」

「はい」

　揃って、通りを歩き出す。

　意外なぐらい、綺麗で整った道だった。

　砂漠の街なのに海が見えるのが不思議だったが、首都のカイロからずっと砂っぽかった空気さえ、ここではひどくすっきりとしている。

　それこそカイロでは、もっと分かりやすく熱気が横おう溢いつしていた。

　ゴミだらけの道路で、信号もあったりなかったり時には壊れていたりもして、あちこちで車が渋滞しまくっていた。ひっきりなしに大音量のクラクションが鳴らされ、そんな中をバナナやナツメヤシを載せた手押し車の物売りや、ロバ車までもが悠然と渡っていた。よくよく見ると、渋滞した車の窓から紙幣が突き出され、物売りはそうした車を相手に商売していたりもするようだった。

　もちろん首都という特殊性はあろうが、あの混沌とした狂熱ぶりこそがエジプトなのかと、自分は早合点していたのである。

　それが、この街ではひどく薄い。

（なんだろう……）

　アレクサンドリアが地中海の観光地だから、ということだろうか。

　もちろん、それもあるだろう。

　だけど、単純には説明しきれない不思議な風通しの良さも、自分は感じていた。

　通りを行く人々の表情が、どこかしら穏やかなように思える。看板や標識をとってもアラビア語だけでなく、英語の並列表記が多く、閉鎖的な雰囲気が薄い。カイロもアレクサンドリアもエジプト屈指の大都市なのは間違いないはずなのに、その性質がひどく違ってしまっている。

　風の街。

　そんな名前が、ふと浮かんだ。

　さりげなく風を受け止め、さりげなく新たな風を送り出す。風が流れ続ける土地に淀みはない。そんな流儀を、自分は感じていた。

「どうしたかね？」

　不意に、師匠が尋ねた。

「いえ、なんだか、この街はさっきのカイロとは全然違うなって」

「歴史的なものかもしれないな」

　と、返された。

「歴史的、ですか？」

「ここはかつて、世界の結び目なんて呼ばれていた都市なんだ」

　こほん、と師匠が咳払いする。

「列車でも似たことを言ったがね。もともとアレクサンドリアは外部の王であるアレクサンドロス三世──イスカンダルが建築を命令し、自らの名前を刻んだ都市だ。征服途中にイスカンダルが作り上げ、その部下であるプトレマイオスがファラオとなって、エジプトの首都として確立した。当時は同じ名前の都市を他にもつくっていたようだが、結果として残ったのがここだった」

　師匠の眼差しは、ひどく遠くを見つめていた。

　きっと二千年以上も昔。

　幾多の征服を繰り返した大王とその軍勢は、同じようにこの街の風景を見つめたのだろう。大いなる砂漠を闊歩して、地中海の光景に胸を震わせて、そして再び、遥かなる世界の果てを目指してどこまでも進撃を続けたのだろう。

　自分も、似た話をされたことがあった。

　フェイカーと呼ばれた女から、歴史に残るイスカンダルの行軍がいかに誇らしく、いかに哀しい終わりを迎えたか、ただならぬ熱情とともに聞かされたのだ。

　いまや、その記憶も遠い。

「だが、単になりゆきで残ったわけじゃない。数奇な運命をたどった都市だからな。たとえば、最後のファラオであるクレオパトラが生まれ、育ち、死を迎えた場所でもある。彼女を追い詰めたローマの軍艦は、この海を埋め尽くしていたことだろう」

　さすがに、自分もクレオパトラの名は知っている。世界史において、美女という話題に触れるとき、彼女の知名度を超える者はまずいまい。

　ちょうど、海岸沿いに出た。

　陽光を反射して、キラキラと波が輝いている。その間を何艇ものヨットがクルージングして、夏のリゾート地を謳歌していた。

　この美しい海に、ローマの軍船が何十と連なっていたのだろうか。最期を悟ったクレオパトラはその眺めに、何を想ったのだろうか。

　つい空想に浸ってしまった自分に対して、師匠は軽く目を細めただけだった。

　海岸沿いの通りには、いくつも屋台が並んでいた。

　多くは軒さえ持たず、食品を無造作に並べているだけの、極めて簡素な屋台である。卓と椅子だけを砂浜に並べたカフェもあるようだった。

　妙に食欲をそそる匂いが、それらの屋台から漂っていたのだ。

「まだやってたのか」

　と、師匠が唇をほころばせた。

　そんな屋台の一軒に立ち寄り、何かを挟んだ平たいパンをふたつ持って帰り、片方をこちらに差し出した。

「どうぞ、レディ」

「あ、ありがとうございます」

　列車でケーキをもらったのに、もう軽い空腹を覚えていたのがバレてしまったようで、気恥ずかしかった。

　最近、少しだけ食事量が増えてしまっている。

　平たいパンの間から、細かく刻んだパスタとひよこ豆、それにご飯が覗いていた。なんだかでたらめに思えるけれど、それらの炭水化物の上から湯気を立てるトマトソースがかけられており、ゴクリと唾を飲み込んでしまうぐらい、いい香りがしている。

　思い切って頰張ると、口いっぱいに刺激的な味わいが広がった。

「……わ、なんだか、ジャンクな味ですね」

「コシャリといって、要は豆とパスタのトマトソースご飯だ。なにしろ安くて腹に溜まるから、昔来たときにはよく食べたよ。一ポンド換金するだけで一日分の食事になったんだ。ここは歩き食い向けに、平焼きパンエイシで挟んでくれてるから、なお楽でいい」

　本人も片手で食べつつ、懐かしそうに言った。当時の師匠も、このコシャリを片手に、アレクサンドリアのあちこちを歩いていたのだろう。

　二度、三度と、今度は控えめに齧ると、味が変わった。

　どうやら、トマトソースの染みかたで変化していく仕組みらしい。

　揚げた玉ねぎのザクザクした食感に、米とトマトソースの旨味が加わって、食べすすむほどにどんどん味がこなれていく。この店独自の工夫という気もするが、なんとも屋台らしい、楽しい食べ物だった。

「すごく、面白いです……！」

「レシピは単純だが、同じコシャリはふたつとないぐらい、個性に溢れる料理でもある。もっとも、アレクサンドリアとは打って変わって、歴史は浅いんだがね。第一次世界大戦で、エジプトに駐留していたイタリア人が、混ぜご飯にマカロニを入れたのが発祥だとか」

「もとはインド料理の炊き込みご飯、キシリからという説もありますよ。イブン・バットゥータの『大旅行記』にも記述のある料理ですね」

　横合いから、声が聞こえた。

「────！」

　咄嗟に、自分は師匠の前に出ていた。

　海岸に、ひとりの男が佇んでいた。

　年齢は、四十前ぐらいだろうか。

　ブラウンの長い髪で目元がすっかり隠れていて、瘦せた体にグレーのスーツを纏っている。よく観察すれば、かなり上質の生地で、おそらくオーダーメイドだろうことも肩口に吸い付くようなフォルムから推測できたが、本人の雰囲気のせいであまり高級そうには思われない。

　一言にすれば、どうにも冴えない相手である。

　だが、明らかに、一般人ではなかった。

　本当にかすかではあるが、その男の周囲から魔力の波長が感じられたのだ。

（──アトラス院？）

　当然そう考える。

　しかし、これまでに出会ったアトラス院の人間とも異なる雰囲気だった。そもそもアトラス院では魔力の類たぐいをほとんど使用しないはずだ。

　むしろ、この印象はもっと身近な……

「や、どうも。久しぶりですね。ロード・エルメロイⅡ世」

　と、男が曖昧に笑う。

　対する師匠の反応は、激烈だった。

「そんな……あなたが……」

　と、小さく呻いた。

「師匠のお知り合いなんですか」

「知り合いどころじゃない。……ああ、まさか、ここで偶然出会ったというわけじゃないでしょう？」

　長髪の男は、困ったように頰を搔いた。

「ええと、君はアトラス院の人間が来ると思ってたのかな。まあ、今回の僕は実際アトラス院の方から来たわけですけど」

　気弱そうに、ゴニョゴニョと声のトーンが落ちる。

　数秒ほど、沈黙があった。

　それから、師匠の方がゆっくりと頭を下げた。

「こちらこそご無沙汰しています。カルマグリフ・メルアステア・ドリューク──いえ、ロード・メルアステア」
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「……メルアステア？」

　その名前は聞いたことがあった。

　確か、時計塔の十二科のひとつ。考古学科の別名がそんな名前だったはずだ。多くの場合、時計塔の学科は始祖の名前がついており、これらの家系に連なる者たちが時計塔の重鎮を担っていくのだという。

「ロード・メルアステアって、じゃあ、その」

「もちろん、君の想像通りだ。カルマグリフ氏は考古学科の学科長にして、十二君主のひとり、ロード・メルアステアその人だよ」

　思わず、まじまじと見つめてしまった。

　十二君主のひとり。それはつまり、師匠がロード・エルメロイⅡ世と呼ばれるのと同じ──時計塔に十二人しかいない、魔術師の王ということ。

　こちらの表情を読み取ったのか、情けなさそうにカルマグリフが笑った。

「ややや、威厳がなくて申し訳ない」

「い、いえ、そんな……」

　返しつつも、自分の声は掠れてしまった。

　実際、今まで会ってきた君主ロードとはずいぶん趣が違ったからだ。師匠はともかく、他の君主ロードはさまざまな方向性で、なるほど魔術師を導く者だという存在感を放っていた。

　カルマグリフからは、そうしたものがまるで感じられない。

　魔術師という印象すら薄く、平凡なビジネスマンと言われた方がよほど信じられた。

　まして、どうしてエジプトで、時計塔の君主ロードと偶然出くわすなんて事態がありうるのか。

　同じことを、師匠が尋ねた。

「時計塔ならばいざ知らず、どうして君主ロードがここに？」

「はは、君に言われるとは」

　苦笑したカルマグリフが、こほんと咳払いする。

「とはいえ、あなたがたの状況についてはある程度知っています。さっき、アトラス院の話もしましたよね？」

　男の声音は穏やかなものだったが、自分の心臓は強く鳴った。

　多分、師匠もそうだろう。

（……知ってるって、どこまで？）

　考えずにいられない。

　たとえば、神を喰らったエルゴと一緒にいると露見したなら、時計塔でもかなりの問題となるはずだ。ひとつ間違えれば、かように貴重な資源リソースは時計塔の共有財産とするべきだ、なんて言い出しかねない。自分の知っている時計塔とはそんな場所だった。

「ファラオの殺人事件、とライネス嬢は言っていましたが」

　と、カルマグリフの言葉は続いた。

「ライネスさんが？」

　思いがけない名前に、眉を寄せる。

「はい。細かい事情について口止めしていたのも僕です。申し訳ないんですが、いささか機密度の高いプロジェクトなものでして。ええといや、機密度の高いプロジェクトだから、もっとややこしくなってしまったところもあるんですが……」

「…………」

　つい、師匠と顔を見合わせてしまう。

　なんだか、おかしな風に話がこじれてきた。

　もともとの自分たちは、エルゴが喰らった神を還す方法を見つけるため、アトラス院と情報共有しようとしていた。ライネスに助力を乞われたのだって、あくまでその流れでトラブルが発生したのだろうと考えていた。

　そこに、ロード・メルアステアのプロジェクトと来た。

　これでは、いきなり前提が覆ってしまう。

（……一体、どういうこと？）

　潮騒が遠い。

　観光客のざわめきも。

　アレクサンドリアの風光明媚な眺望も、今ばかりは意識から消えていった。

　ロード・メルアステア──初めて出会う君主ロードの足元から、何もかもが崩れ去っていくような気がしてならなかった。

「申し訳ないんですが、どうかご内密にお願いしますね」

　と、前置きしてから、カルマグリフはこう言った。

「今、時計塔とアトラス院では、合同発掘団を組んでいるんですよ」
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　波の音が意識に戻ってきたのは、十数分ほど後だった。

　カルマグリフに案内されて、自分たちは街の海岸沿いを歩いている。アレクサンドリアの海岸は、大きな弧を描くような形状である。海岸沿いを歩く自分たちは、自然と都市の東湾をぐるりと巡る格好になっていた。

　途中から、徐々に人通りが減っていった。

　ロンドンやシンガポールでも同様の出来事があったのを、思い出していた。

　おおむね魔術協会が存在する土地では、魔術師との不用意な接触を避けるために、さまざまな措置が設けられている。多分、似たような何かがこの場にも施されているのだろう。

　アトラス院もまた、そうした魔術協会のひとつだから。

　時計塔。

　アトラス院。

　そして、彷徨海。

　この三つの組織の総称が魔術協会である。もともとは兄弟みたいな関係だが、歴史を経るに従って交流は失われていき、今となってはほぼ完全に断絶してしまっていると聞く。自分もアトラス院の人間と出会ったのは、二、三の偶発的な事件でのみである。

　そんな時計塔とアトラス院の合同発掘団とは、どういうことなのか。

「…………」

　考えすぎて、頭がどうにかなってしまいそうだ。

　ひどく気弱そうなカルマグリフと、師匠の関係も分からない。時計塔の人間模様からすると、ほとんどの場合、立場が弱いのは師匠の側なので、なんだか混乱してしまった。

　ただ、半ば自動的に足だけを動かし、ふたりについていく。

　不意に、それが止まった。

　古い城塞が、目の前に聳そびえていた。

「ここって」

「世界の七不思議。その名前ぐらいは知ってるかな」

　見上げた師匠が、低く囁く。

「えっと……全部は覚えてませんが」

　ギザのピラミッドや、バビロンの空中庭園、オリンピアのゼウス像。あとロードス島の巨像なんかも有名だったはずだ。世界史の基本問題みたいなものなのに、うろ覚えなのは大変申し訳ない。

　そんな自分の返答にうなずいて、師匠はこう言った。

「そのひとつがここ、ファロスの大灯台だ」

「灯台？」

　まったく、そうは見えない。

　極めて堅固なつくりだが、どこにも灯台らしい要素はなかったのだ。

　どちらかといえば、海岸沿いへ根を張るように、執拗に伸ばした城壁の剣吞さの方が際立っている。自分にはまともな軍事知識などないが、こんな要塞を攻めろと言われたら、どこから侵入したものか分からず、途方に暮れてしまいそうだ。

「以前から半壊していたんですが、十四世紀の地震で完全に崩れてしまったんですよ。その後、残った土台を利用して、当時の統治者スルタンが要塞として作り直したんです。彼の名をとって、カーイト・ベイの要塞と呼ばれてますね」

　と、カルマグリフが説明する。

　なるほど、考古学科メルアステアの君主ロードだ。

　相性がいいのか悪いのか分からないが、師匠とは奇妙な嚙み合い方をしていた。

「灯台が、要塞になったんですか……」

「はは、まあファロスの灯台自体がイスカンダルの設計になるもので、当時から軍事利用も考えられていたと言いますけどね。その高さは百二十メートルに至り、五十六キロ先からも光が見えたとか、灯台に設けられた鏡を使うことで、敵の船が岸に着くまでに燃やすことができたとか、七不思議らしい伝承には事欠きません」

　そう言われると、途端にふさわしい変化にも思えてくるから、不思議だ。

　少なくとも、イスカンダルならばそんな兵器をつくりあげてもおかしくないと、古代から考えられてきたのは間違いなかった。

　どう思っているのか、こめかみをつついてから、師匠が言う。

「確か、ここの内部は今海軍博物館になっていたはずですが、観光客どころか職員さえ見当たらないのも、あなたの仕業ですか」

「人払いをしてもらってます。魔術と法律の両面的な意味合いで。さあ、どうぞ」

　答えたカルマグリフが、まっすぐに正門を抜ける。

　石造りの、天井の高くて狭い廊下をくぐっていく。

　足音が高く響き、要塞に打ち寄せる波の音と交じっていった。

　その途中で、師匠がこう訊いたのだ。

「尋ねておきたかったんですが、ライネスたちはどうなっていますか？」

　ごくり、と唾を飲んだ。

　カルマグリフは、すぐに返した。

「もちろん、無事ですよ。ええと、念のためですが、もちろん僕が危害を加えたりはしていません。……というか、どちらかといえば、僕が危害を加えられそうなのでずっと怖かったというか、エルメロイⅡ世もなかなか大変なのでは」

「ご想像にお任せしましょう」

　言葉面より、沈痛な面持ちについ睨んでしまう。

「師匠」

「む」

　わざとらしく唇を歪めた師匠に、しかしこればかりは無視できないので、きちんと意思表示をしておく。

　もっとも、そうしたやりとりは、要塞の廊下を抜けて裏手に出るまでであった。

　裏手の浜辺で、自分たちは目を見張ることになったのだ。

　砦の陰に隠れて、海面に奇妙な物体が浮かんでいた。

　水上に現れているのは三割程度なのだが、巨大な甲虫のような形状であった。水中に潜っている分を含めると、幅が五メートル、全長八メートルほどにもなるだろうか。

「……これ、は？」

「アトラス院の潜航艇です」

「……せんこう、てい？」

　申し訳ない。

　反応もできずに、自分は硬直してしまった。

　大真面目に、そんなことを言われるとは思っていなかったのだ。

「いやあ、この大きさだと隠すのが難しかったので、要塞を借り受けたんです。ここなら万が一見つかってもあれこれ言い訳できそうですし」

　スケールが大きいのか小さいのか。

　魔術というよりも、人類とは別の道を選んだ異形の科学。同じ魔術協会でありながら、時計塔とはまるで重ならない叡智の結晶が、ここにあった。

　甲殻を洗う波を見つめ、眉間に深い皺をつくりつつ、師匠が尋ねる。

「確か、兵器を持ち出してはならない、とかアトラス院の掟にありませんでしたか」

「彼らの基準からすると、これは兵器にならないらしくて。便利な共有の道具ツール程度だそうです。まあ、そもそも外の文明レベルに適合してるものなら、『兵器』とは見なされないみたいなんですけどね」

「……なるほど」

　さしもの師匠も、あまり納得してなさそうな口振りではあった。

　しみじみ思うが、時計塔とも違った意味で、アトラス院は常識がズレているように思う。一体、どのような思想の果てに、こんな道具ツールを用意することになるのか。

「……潜航艇ってことは、まさか海中に行くんですか？」

「ええ」

　自分の質問を、あっさりとカルマグリフが肯定した。

　まじまじと、海と潜航艇を交互に注目してしまう。

　そして、

「……海底遺跡」

　と、師匠が呟いたのだ。

「発掘団と言いましたね。ということは、あなた方はアレクサンドリアの海底遺跡に挑んでいる」

「ロード・エルメロイⅡ世相手には、あからさますぎましたかね」

　微苦笑したカルマグリフに、師匠が続ける。

「九十年代にアレクサンドリアの海底でクレオパトラの宮殿が発見されて以来、一般の考古学においても、海底遺跡は極めて注目度の高いホットトピックです。過去より遥かに海抜が上がったアレクサンドリアでは、多くの遺跡が海底に沈んでいる。現代科学が及ばぬ領域も、また」

「ええ。僕たちの領域にも、アレクサンドリアの海底遺跡は接触してくる。今回の合同発掘団とはそういう話ですよ」

　自分は、しばらく茫然としていた。

　砂漠の国にやってきたつもりだったのだ。

　なのに、海底に潜ることが最初のミッションになるとは。

　いずれにせよ、この状況で、否やと言えるはずもなかった。

（凛さんとエルゴは）

　とりあえずメールだけはしたが、まだ返事は来ていない。

　巨大な甲虫──アトラスの潜航艇の上部が開いた。

「どうぞどうぞ」

「……入ります、師匠」

　先行したカルマグリフに続いて、自分がその開口部の暗闇へと身を躍らせた。

　だいぶ逡しゅん巡じゅんしてから、師匠も同様に入ってきた。

　ハッチが閉まると、やがて甲虫の内部は奇怪な光に満たされた。

　自分は見ることもなかったが……はたして数分後、甲虫状の潜航艇は暗い海の底へと急速に沈んでいったのであった。
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　奇妙なことに、潜航艇の内側からは、はっきりと海底が見えた。

　行き交う魚や、海底の様子もくっきり映っている。本来ならば、太陽の光はここまでの明度で照らし出さないはずだ。

「周囲の状況は、アトラス院のセンサーが補完しているそうですよ」

　カルマグリフが説明する。

　どうやら彼が操作している、というわけでもないらしい。

　潜航艇はオートマチックに海底を移動し、自分たちにその全貌を晒している。現代科学による潜航艇ですら、これほど鮮やかにリアルタイムで全方面観察する技術はまだ持っていないのではあるまいか。

　海中の景色を見ながら、カルマグリフが続ける。

「そういえば、イスカンダルの伝説には海底旅行を行った、というものもありましたね。なんでも地上の征服に満足したイスカンダルが、硝子ガラス職人に巨大な硝子の樽をつくらせて、鎖をつけて海中に下ろした。その中には煌々と光るランプも備えていたから、周囲の魚の様子だって観察できたとか」

「その伝説は底本によって違うパターンがあります。アンリ・ミシュランによる『アレクサンドロス物語』だと硝子の樽でしたが、エドワード・アームストロング版では硝子の容器としか書かれていません。また、地上の征服に満足したどころか、少年時代のイスカンダルが先生たちの目を盗んで、海中旅行を始めたという段取りです」

　師匠の返しに、カルマグリフから軽く驚く気配が生じた。

「へえ、そこまで違うとは知りませんでした。だったら、イスカンダルがグリフォンに乗って空中飛行する伝説も、だいぶ内容が違ったりします？」

「資料が散逸してるので、私もごく一部しか……。先ほどの『アレクサンドロス物語』も現在代表的なのは十二音綴アレクサンドランのバージョンですが、基になった十音綴は私もきちんと読めていないので」

「ああ、分かります。十二音綴アレクサンドランの形式自体が、アレクサンドロス・ロマンスを語るために洗練されたものですから、それ以前の文献は入手しづらいですよねえ」

「…………」

　自分にはまるで分からない、どうやら相当マニアックな話題で、カルマグリフと師匠が延々盛り上がっている。

　ごく狭い空間での論議に圧倒されてしまって、

「……なんでもあるんですね、イスカンダルの伝承って」

　正直な感想を口にすると、師匠が苦笑した。

「なんでもあり、というのは正しい評価だな。アレクサンドロス・ロマンスなんて言われるが、彼の生涯と業績は後世のさまざまな人間を魅了して、彼らの想像力を惹じゃ起っきした。いささか意地の悪い言い方をすれば、後世の人間の娯楽のための素材になってきた。あらゆる階層の人間の夢と幻想を紐付けられて、何十回も何百回も語り直されてきた。もはや実際のイスカンダルとはほど遠いカタチになるまでね」

　師匠の言葉は、誇らしさと哀しさが半分ずつ詰まっているようだった。

　自分にも、少しだけ分かる。

　語られるほどに、あらゆるモノは実際から遠ざかっていく。

　その変容ごと愛せる人もいれば、どうしても許せない人だっているだろう。

　だけど、今ここには、本当にアトラスの潜航艇がある。

　もとは単なる空想だとしても、こうしてつながってくるのが、自分には奇妙な縁を感じられて、美しいことに思えたのだ。

　ひょっとすると、と思う。

　ひょっとすると、空想の中には真実があったのかもしれない。

　物語った人間でさえ信じられないかもしれないけれど、実際のイスカンダルは、空想のアレクサンドロス・ロマンスにすら負けない大英雄だったんじゃないかと。

　やがて、海に、本当の底が見えてきた。

　地面が迫ってきても、潜航艇の速度は落ちなかった。

「カルマグリフさん？」

「まあ見ていてくださいよ」

　のんびりとした目隠れ君主ロードの言葉に、息を止める。

「あっ……え？」

　激突するかと思われたのに、そのまま潜航艇が地面をくぐりぬけたのだ。

「幻術？　それとも、科学的なホログラフィか？」

　師匠でも判じかねたのは、それがアトラス院絡みだったからだろう。高度な科学は魔術と見分けがつかないというが、自分たちの前で繰り広げられているのは、まさにそういう類の出来事だった。

　新たに広がった海底には、巨大な遺跡が根を張っていた。

「海中遺跡……！」

　師匠が言っていた通りの代物だった。

　それも、想像より遥かに大きい。

　ぱっと見た限りでも、ちょっとした街に匹敵する規模ではないか。

　鋭く切り立った尖塔があり、全周数百メートルにはなろうかという長い城壁があり、海中だというのに外堀のごとき構築物があった。

　そんな遺跡の中央に、潜航艇は潜り込んでいく。

　一際大きな円蓋ドームであった。

　その円周近くに吸い込まれると、不意に浮遊感が伴った。

　かすかな震動とともに、潜航艇が停止する。

　数秒の間をおいて、ハッチが開いた。

　一瞬、海水が流れ込んでくるのではと怯えたが、そんな様子はなかった。

「すみませんが、先に出てもらえます？」

　遠慮がちなカルマグリフの言葉で、自分はハッチへと近づいた。

「……ここって」

　おそるおそるハッチの上に、顔を出す。

　どうやら、呼吸もできるらしい。

　安心して新鮮な空気を取り入れて、とある事実に気づく。

（……魔力の濃度が高い？）

　現代でも場所によって魔力の濃淡はあるが、これほど濃いのは珍しい。霊地と呼ばれるような土地ですら、この半分に至れば上々だろう。慣れない者ならば、乗り物酔いに似た症状を起こすかもしれない。

　周囲の海中の様子も、くっきりと見えている。

　まるで星空のように海底を映し出す広場には、淡い光が満ちている。見えない力場か何かに支えられているように、向こう側に満ちた海水は一滴たりとも漏れてこなかった。

　さっき師匠たちが話していた、イスカンダルの作らせた硝子の樽を思い出す。

　まるでこの場は、その樽が何千倍もの大きさになったかのようだ。

　潜航艇は、その広場の入り口に停止している。

　驚きを堪こらえながら出てきた師匠を、確実に護衛できる態勢を維持しつつ、自分はゆっくりと歩を進めていった。

　大理石とよく似た床だが、足の裏に返ってくる感覚は違うものだと訴えている。

　広場の前に、神殿のような建物が聳そびえていた。

　こちらの身長の十倍以上はあろうかという、遠近感のおかしくなりそうな巨大な門が立ちはだかっている。

　その門前に、人影があった。

「…………！」

　眼を剝いた。

　鮮やかな金髪は、海底でさえ美しい。

　蒼い宝石のような瞳には、いつもの悪いた戯ずらっぽい光が宿っている。

　たった一ヶ月も離れていないのに、また背が伸びたのではないだろうか。

「ようこそ、ふたりとも。思ったより待たせてくれたな？」

　にんまりと笑った少女が、両手を広げたのだ。

「──ライネス！」

　言ったのと同時に、駆けていた。

　二十メートルの距離は、たった数歩。

　飛び込むようにして、自分は彼女を抱きしめていた。

　腕の中の彼女が、とても温かかった。金髪の間から、いい香りがした。ほんの少し砂っぽくても、ずっと嗅ぎたかった匂い。とても華奢で、儚くて、力を入れると壊れてしまいそうな彼女の肢体。何もかもが懐かしくて、ホッとして、少しだけ背が高くなっていることが悔しくて……

「……ちょっと、グレイ？」

　くすぐったいような声が、腕の中から聞こえて、我に返った。

「え……？　あ、あ、あああ！」

　ほとんど叫び出しそうになりつつ、自分は手を上げた。

　なんということをしてしまったのか。

　だけど、茫然とした自分の目と鼻の先で、ライネスは愉しげに笑っていた。
















「いやいや、久しぶりの再会だからね。ハグで迎えてくれるのは大変嬉しい。君がしてくれなかったら、一時間ぐらいは拗ねていたよ」

「……そ、それなら、良かった、です、けど」

　彼女の笑顔をまともに見られない。かあっと熱くなった頰を意識しながら、自分はひたすら俯いている。穴があったら入りたいとはこのことだ。

　ライネス・エルメロイ・アーチゾルテ。

　今更言うまでもなく、ただの若手魔術師だった師匠を時計塔の君主ロードに封じた、エルメロイの姫だった。

「だから、そう自己嫌悪しないでほしいな」

「……は、はい」

　彼女のとりなしにうなずく。

　それから、眉間のあたりを押さえた師匠がライネスに言った。

「で、これは一体どういう状況なのかな」

　見上げた延長線上に、先ほどの神殿めいた建物が建っている。

「ああ、発掘の途中でね」

「発掘？　合同発掘団と聞いてはいたが、そういう作業をしているようには見えないぞ」

　おおよそ発掘と言われて想像する作業は、名前通り土から何かを掘り起こす作業だろう。

　自分もエジプトのドキュメンタリーなんかで、墓地から王の副葬品などを掘り起こしているのを見たことはあった。時に重機を用い、時に原始的な人力を用い、埋まっていた遺跡が明るみに出ていく過程は、映画のように惹きつけられるものだった。

　しかし、ここの広場も神殿もひどく静せい謐ひつだ。

　そもそも、海底にありながら濡れることすらない建造物が、まともな過去の遺跡とは思えない。

「一体、ここは何なんだ？」

「そのまま、エジプトの遺跡です。ただし、アトラス院が介入したものですが」

　聞き覚えのある声が、建物の陰からしたのだ。

　長身の人影だった。

　モデルだってやれそうな体形で、蒼い髪が揺れている。

　おおよそ二十代半ば、一振りの剣にも似て研ぎ澄まされた印象は、以前に会ったときと寸分違わない。実際、彼女が骨の剣を構えたとき、その高速思考もあいまって自分たちは奥の手を使うことさえ封じられたのだった。

「二週間ぶりですね」

　と、彼女は無表情に会釈した。

「ロード・メルアステアも、地上までありがとうございました」

　後から潜航艇を出て、ちょうどこちらに追いついたばかりのカルマグリフに、彼女は声をかけた。

「ははは、僕なら確実にエルメロイⅡ世の顔が分かりますからね。アトラス院の追跡子トレーサーも、僕だと外すのはちょっと無理目だし」

（追跡子トレーサー……？）

　その単語が気になったが、今は彼女のことが先だった。

「……ラティオさん」

　と、自分はその名を呼んだ。

　今となっては、ひどく特別な名に思えた。

　彼女がエルゴの身柄を奪おうとしたところから、この夏の冒険は始まったのだ。

　かつて、若者に神を喰らわせたのは、神代の三人の魔術師だという。

　山嶺法廷の仙人ムシキ。

　若瓏ルォロンに竜を喰らわせた、彷徨海のジズ。

　そして、最後がアトラス院の六源、クルドリス家の錬金術師。

　この錬金術師の末裔こそが、蒼い髪の彼女──ラティオ・クルドリス・ハイラムなのであった。

「警戒は正しいと、ラティオは評価する」

　師匠の前で身を強ばらせていた自分へ、彼女は告げた。

「あなたがたとラティオは、命を懸けて戦った関係なのだから。だが、ここでは新しい関係を結ぶべきだ、とラティオは主張する」

　己のことも、盤上の駒のひとつのように俯瞰する口ぶりであった。

　本当に必要であれば、チェスの駒を取り除くみたいに、己の命も差し出しかねない無機質な凄みが、彼女にはあった。計算とシミュレーションが先にあり、現実がそれを追随していくのを見極めていくだけ、とでも言うような態度。

　アトラス院の人間は、皆こんな風なんだろうか。

　そんなことを考えていると、

「おおっと、ライネス嬢。そちらが噂に聞いた義あ兄に君ぎみですか？」

　彼女の背後から、ふたりの男が歩み寄ってきたのだ。

　どちらもラティオと同じ、アトラス院らしき制服を身につけている。

　ふくよかな男と、対照的に瘦せた男だった。

　どちらも若い。

　おそらく、二十代半ばといったところか。

　今話しかけてきたのはふくよかな側で、鼻の下によく手入れされた、艶のある髭をたくわえている。腰回りは師匠の三倍ぐらいありそうだ。それこそ、内側に自分がまるごと入れそうな気がするのに、すっと腰をかがめた仕草は優美そのものであった。

　同時に、珍しくライネスの側が、迷惑そうに眉を寄せたのだ。

「ミスター・サグダイム」

「なんと他人行儀な！　あなたの麗しい唇から零こぼれた言の葉で、この胸が潰れてしまいそうです。重々お願いいたしましたが、どうぞジョゼッペと、ファーストネームでお呼びいただきますよう。もちろん、恋人アモーレや美しい人ベッロと呼んでいただいてもかまいませんよ」

　いかにも芝居がかった──恐るべきことに、実は心底の本気なのではないかとも思わせるエモーショナルさで、ジョゼッペが片膝をつく。

　まるで、姫の寵愛を失った騎士さながらだ。

　もちろん、ライネスの容姿は物語の姫にだって劣らないけれど、そんな態度を目の前で見せつけられると、あまりに困惑してしまう。

　こちらに向き直り、ジョゼッペが改めて挨拶した。

「私めはジョゼッペ・イシュタリオ・サグダイムと申します。どうぞ、義あ兄に君ぎみとは今後、この地中海よりも深いご交こう誼ぎをお願いしたい」

「や、その……」

　この流れは想像しなかったのか、さしもの師匠も言葉を淀ませる。

「それぐらいにしておけ、ジョゼッペ」

　瘦せた側が、ジョゼッペを諫めてくれた。

　こちらも、一風変わった見た目ではあった。ジョゼッペとは対照的な瘦せ型なのに加えて、とりわけ目を奪うのは髪の塗り分けである。

　赤、黄、青、緑、紫と五色に塗り分けられていたのだ。

「俺は、クォート・イシュタリオ・アズバンという」

　瘦せた五色頭が、短く自己紹介した。

　様子を見ていたカルマグリフが、すぐ隣にやってきて、説明を加える。

「クォートくんは、僕と一緒に個展を開いたりしてる、グラフィティアートを中心とした現代芸術家でもあってね」

「カルマグリフさんと、グラフィティアート……？」

「こういうことですよ」

　近くの壁に、クォートが手を伸ばした。

　すう、と何度か遺跡の壁を撫でた。

　それだけで、色鮮やかな絵画が現出したのだ。

　原色で塗り分けられた、極めて抽象的なものだったが、それは夕陽の沈んでいくアレクサンドリアの光景だった。簡素な塗り分けだったからこそ、その色彩には胸に訴えかけてくるものがあった。

　もう一度撫でると、噓だったように、絵は消えていた。

「貴重な遺跡を汚しっぱなしとはいかないので」

　少し間をおいて、師匠がこう言ったのだ。

「ひょっとして、アトラスの六源の家伝特質ですか」

　家伝特質。

　前に、ラティオと戦ったとき、その名前があがったのだ。

　ラティオ──クルドリス家のそれは骨を扱うものだったはずだ。骨によって多数の使い魔をつくりだし、骨によって自分のアッドと競り合うほどの武器をも創造する。

　ならば、イシュタリオのそれは。

「……なるほど。ロード・エルメロイⅡ世、噂に違わぬ人だ。しかし、その勢いで口を動かしていたなら、さぞ時計塔では生きづらかったのでは？」

　クォートの質問に、う、と師匠が喉を詰まらせる。

　思い切り図星である。

「それは」

「幸い、これは隠さなくてもいい性質のものですが。イシュタリオ家では、皮膚に対して特別な形質を伝えています。今のはそれを応用して、俺の皮膚をある種の塗料に変えたということです。彩度、粘度、透明度、耐久性とすべて思いのままですから、絵師にとってはこの上ない祝福でしょう？」

　皮膚を、変える。

　クルドリスは、己の骨を変貌させていた。

　そうすると、アトラスの六源が持つ家伝特質とは、肉体の何かをつくりかえたものなんだろうか。

（……ひょっとして）

　あの五色の頭もそういうことなんだろうか。

　髪や爪も皮膚の一部だとか聞いたことがある。このクォートという青年は、自らの家伝特質によって髪の色を変えているのかもしれない。

「お嬢様も初めまして」

　と、ジョゼッペがこちらの手を取った。

　口づけされそうになって、あわてて引っ込めたところに、さりげなく師匠が間に入ってくれた。

「ところで、私どもはあまり説明を受けていないのですが、まずこの場所についてお教えいただけますか」

「おや」

　と、ジョゼッペが声をあげた。

「それは想像してなかった……というと、アトラス院の名折れに聞こえてしまいますが。でしたら私めが説明しても構いませんかね、ラティオ」

「……どうぞ」

　と、ラティオが促す。

　こほんと咳払いをしてから、ジョゼッペは手を広げ、遺跡を指し示した。

「世に幾多の叡智あれど、それを書き尽くす書物なし！」

　あたかもオペラ歌手のように、整ったバリトンの声が響く。

「世に幾多の書物あれど、そのすべてを読み尽くす者はなし！　されど叡智の中の叡智、書物の中の書物を求めるものはアレクサンドリアに来たれ！　かの地中海の真珠が蔵したるは、偉大なる歴山アレクサンドロス大王の遺産！　砂漠も波は濤とうも飛び越えた大征服は潰ついえども、世界を確かにこの手にした勇壮果敢な帝王の、決して終わらぬ夢の果て！」

　まるで、壮大な劇の一場面を観るかのようだった。

　ジョゼッペと名乗る語り部の傍らに、海が生まれ、砂漠が生まれ、かのイスカンダルが馳せたところまではっきりと浮かんだ。ほんのかすかな身振り手振りと話芸だけで、これほどに訴えかけることが可能なのだと、自分は初めて知った。

「栄えある学堂ムセイオンに結集せし綺羅星のごとき学士さえ、その輝きに魅入られた、森羅万象一切合切余さず蒐しゅう集しゅうしたる知恵の園！　あらゆる研究を記述せしめ、あらゆる詩文を採集したる、無限に広がる知識の貯蔵庫！　忘れたもうな、世の人々よ！　九人の女ム神サに捧げられた名を！　その名をアレクサンドリア大図書館！」

　ダン、と踏みならす足音とともに、ジョゼッペが高らかに言い切った。

　アレクサンドリア大図書館。

　自分でも、聞いたことのある名前であった。

「……確か、古代において、世界中の書物を集めた大図書館の名前、ですよね」

　当時は気づかなかった。

　そこについたアレクサンドリアというのが、かの征服王と関係する名前だったなんて。

　息を止めた師匠が、すぐに言う。

「その名の図書館は、とっくに壊滅したはずだ。現代になってから、名前を借りて新しく建てられてもいるが、こちらはまったくの別物だ」

「まあ、仰る通りです」

　カルマグリフが、曖昧に笑う。

「ですが、アトラス院にはまったく異なる伝承もあったそうでして」

　視線を向けると、今度はラティオが口を開いた。

「アレクサンドリア大図書館には、ふたつの館があった。ひとつは今ジョゼッペが告げた、世界史においても最も重大な位置を占めた館。プトレマイオス二世の代から始められた、古今東西の知識が集められた大図書館だ。──そして、もうひとつは禁断の知恵。すなわち広く知られてはならない神秘が詰められた、海底の館」

「……海底の館」

　その言葉に、自分はよく似た施設を想起した。

　時計塔も、主だった古い施設は地下に作られているからだ。

　とりわけ、本体以上の本体とも言える霊墓アルビオンに至っては、現代でさえ完全に踏破されたことがない。

　アトラス院にも似たような風習があったとしたら。

「……つまり、ここは」

「もうひとつのアレクサンドリア大図書館の入り口、といったところです」

　と、ラティオが言った。

　彼女の後ろに聳えた巨大な門に、自分は身を震わせた。

　……いや。

「……ひょっとして」

　と、零れた声が掠れた。

　思い違いに、気づいたのである。

　ひょっとすると、海中から見えた施設が、すべてアレクサンドリア大図書館だというのだろうか。図書館どころか、ひとつの街としか思えなかったあの施設群のすべてが？

　おそらく同じ結論に達して、師匠も低く呻いた。

「なんだ、それは」

　と、呟いた。

「ギザのピラミッドどころの話じゃないぞ。いくらファラオが強大な権力を持っていたにせよ、あるいはイスカンダルの征服による遺産を行使したにせよ、当時の国家がつくれる代物じゃないだろう！」

「当時のファラオと、アトラス院は協力し合っていたからだ」

　ラティオが言って、今度はちらっと目隠れの男を見返した。

「ええっと、面倒な説明は、全部こっちに投げるってことですねそれ？」

　ロード・メルアステア──カルマグリフが、やれやれと肩をすくめる。

　アトラス院の労力削減に付き合わされる時計塔の君主ロードとなれば、いい恥晒しだとか指弾を受けそうだが、本人が気にしているそぶりはなかった。

「まあ時計塔もそうでしょう？　時代ごとに濃淡はあれ、国家とそれなりの付き合いを持っている。当時のアトラス院は、今よりもそれが緊密だったということです。基本的に秘密主義・保守主義のアトラス院は、時計塔に比べて国家権力と交渉を持っていた時期は少ないみたいですが、かの時代は特別だったようですね」

「……というよりも、そのファラオが特別だった」

　ラティオの補足に、師匠の眉がピクリと動いた。

　師匠の方から、こう尋ねたのである。

「それは……ファラオ・プトレマイオスですか」

　プトレマイオス。

　その名前は、地上のアレクサンドリアを歩いていた時にも出ていた。

　アレクサンドリアの建設を命じたのがイスカンダルならば、実際に建設したのがその臣下であるプトレマイオスだったはずだ。

　愕然としっぱなしの自分に、師匠が付け加える。

「ディアドコイ戦争のことは覚えているか」

「……イスカンダルの死後に、起きた戦争ですよね」

　少しだけ、口にするのが辛かった。

　遥かなる東征の最中に倒れたイスカンダルは、死の直前、「最も強き者が帝国を受け継ぐべし」という信じられない言葉を残したのであった。

　この結果、彼のつくりあげた帝国は大いに乱れた。

　命を尽くして共に戦ったはずの仲間が裏切り、同じ王を掲げたはずの戦友が殺し合った。

「イスカンダルの側近であるプトレマイオスは、その際に、自分が総督として君臨していたエジプトのファラオになったんだ」

　と、師匠は言った。

「泥沼の殺し合いになったディアドコイ戦争では、比較的穏健な方でね。後継者ディアドコイ──この場合単数だから後継者ディアドコスか──を名乗ったほとんどの者が無残な最期に終わった中、彼は天寿を全うしている。戦争よりも政治に長けていたというべきか。少なくとも己の統治するエジプトが全面戦争に突入することを、ファラオ・プトレマイオスは徹底して避けた」

　師匠の説明は、歴史の一場面を語るというようではなかった。

　むしろ、身命を共にした戦友の悲運を語るような苦渋に満ちていた。

「かの人物ならば、アトラス院と独自に協力体制にあってもおかしくない。イスカンダルの軍勢には魔術師もいたのだから、魔術の重要性は身にしみて知っていただろう」

「…………！」

　そうだ。

　確かに、かの王の傍らに魔術師はいたのだ。

　イスカンダルに忠誠を誓っていた魔術師フェイカーを、自分たちは知っている。現代では推し量ることも難しい、神代の魔術師の凄まじさも知っている。ならば、イスカンダルの征服とは、もはや自分たちには想像もつかない波瀾万丈の旅路だったのではないか。

　ゾクゾクと、腹部の中心から発した震えが、足元まで伝わっていくのを感じた。

　これまで知っていると思っていたことが、真実のごく一部でしかなかったのだと、そう伝えられた衝撃が、自分の身体を震わせていた。

　数秒の間をおいてから、改めて師匠が口を開いた。

「じゃあ、ファラオの殺人事件というのは」

「ところで」

　と、ライネスが口を出した。

「いつまで立ち話するつもりなんだい？　兄上はともかく、私の可愛い友人が、風邪をひきそうなんだが、気を遣ってもらえないかな？」

「おっと、だったらアモーレ、是非この私めに──」

　ジョゼッペが言いかけたのに割り込んで、

「では、皆さんの寝所までご案内しましょう」

　と、ラティオが踵を返した。








４









　神殿めいた遺跡──アレクサンドリア大図書館の入り口から右にそれて、しばらく廊下をまっすぐに進んだ。

　歩いているのは自分とライネスと師匠、それに少し先を行くラティオの四人である。

　奇妙な廊下で、おおよそは大理石と思われるのに、音が響かない。

　あるべき反響が、石の中に吸い込まれていくようだった。

　どうやら気温も調整されているようで、地上はちょっと動くだけで汗みずくになるような夏なのだが、この海底はほどよい暖かさに落ち着いている。

「…………」

　ずっと昔も、今の自分たちと同じように、古代の人々が歩いていたのだろうか。秘ひ匿とくされた図書館ということは、さしたる人数はいなかったように思う。だったら、選ばれた人のためだけに、これほど広大な施設をつくったのだろうか。

　たとえば、師匠が触れていたギザのピラミッドのように。

　廊下の先は、ちょっとした吹き抜けの広場になっていた。

　天井をくり抜かれた上部を見上げれば、星空のように海中の様子が映っている。

　地上部分は、弧を描いた何層かの階段になっていて、どうやら広場の中心で誰かが話しているのを聞くことを想定しているらしかった。

「……まるで、古代の教室だな」

　自分も、同じことを思い出していた。

　大学の教室みたいだ。時計塔の教室もこれと似た風情で、よく師匠が黒板に向かってチョークを振るっているところを見つめていたものだった。

　ラティオが口を開く。

「もともと大図書館に併設した講義場、もしくは休憩所として使われていたらしい。機能の二割ほどは、ラティオたちを認識した時点で復帰したものと推測されている」

「いやあ疲れた！」

　ライネスが足を投げ出して座り、ちょいちょいとこちらを手招きする。

　遠慮しいしい隣に座ると、ライネスがぐいと腰を引き寄せた。

「そ、その、ライネスさん！」

「うんうん、やっと充電できる！　さっきは、せっかくハグしてもらえたのにグレイを堪能できなかったからね！」

「人の内弟子を充電池扱いしないでほしいんだが」

「おっと、嫉妬かな？　この三週間、兄上の所用でグレイをずーっと独占していたんだから、私にもこれぐらいの役得があってもいいと思うんだが」

「そういう意味じゃなくて──」

　言いかけたところで師匠がやめて、視線を切る。

　それから、アトラス院の錬金術師──ラティオを見つめた。

「これは一体どういうことなんだね」

　と、質問する。

　まっすぐにラティオを見つめたまま、師匠は言葉を続ける。

「君と私たちは、エルゴの問題について協議するはずだったが、どうしてそれがアレクサンドリア大図書館の発掘なんてことになっている。しかも時計塔とアトラス院の合同発掘調査だと？」

「それは、説明する必要があると、ラティオも考える」

　悪びれる様子もなく、アトラス院の錬金術師は言った。

「エルメロイⅡ世が指摘したように、もともとはクルドリスの研究について、ラティオは調べ直すはずだった」

「調べ直す、かね？」

「肯定する。ラティオが先祖から受け継いだ研究は、完全なものではなかったためだ」

「……完全じゃ、ない？」

　これは、自分が口を挟んでしまった。

　エルゴの身柄を奪うべく襲い掛かってきたのだから、ラティオは十分な情報をすでに保持しているものと思っていたのだ。

「クルドリスの研究について、ラティオが継承していたのは、三組織によって神を喰らわされたエルゴが、このタイミングで目を覚ますという事実。また、神を喰らわされたエルゴによって利用可能となる、いくつかの演算式についてだ」

　と、ラティオが説明した。

「しかし、肝心の部分について──つまりエルゴに神を喰らわせた当時の錬金術師が何を研究していたかは、アトラス院の掟に則り、秘匿事項に設定されている。アトラス院の戒律では、自己の研究成果は自己にのみ公開することとなっているから」

　自己の研究成果は、自己にのみ公開する。

　ラティオが述べたばかりの言葉が、何かひっかかった。

「……それって、何かおかしくないですか」

　と、尋ねてしまっていた。

「何がおかしい？」

「だって、せっかく集まっているのに、研究成果を共有しないのって効率が良くないように思います」

　そして、アトラス院というのは、もっと効率を大事にする組織のように思えるのだ。

「…………」

　ラティオは、少し間をおいてから、口を開いた。

「分かりにくい概念かもしれないが、答えよう。それはアトラス院において、個人としての研究と、組織としての研究が区別されているからだ」

「個人と組織の研究が、違う？」

「そうだ」

　と、蒼い髪の錬金術師はうなずく。

「アトラス院の錬金術師は常に、個人としての研究タスクと、組織としての研究タスクを持ち合わせている。そして、組織としての研究成果を、個人としての研究に活かすのは自由となっている」

「……えっと、それは」

　一瞬、意味が分からなくて混乱する。

　そんな自分に、ライネスが言葉を添えた。

「ああ、今のを大雑把に言うと、個人としての財布と、組織としての財布を別にしてるってことだよ。組織の財布は共有物だが、個人としての財布の中身は他人に打ち明けてはならない、というと、そんなにおかしくないだろ？　私だってエルメロイの財産と、個人としての私有財産は分けているからね。いやまあ、意図的にごっちゃにする場合も結構あるけど」

「……あ、それなら、分かります」

　この場合、研究とはある種の資産でもあるということなのだろう。

　なんとなく、まだピタリと来ないところもあるが、とりあえず話を進められる程度には違和感を解消できた。

　そんな様子を見計らってか、アトラス院の錬金術師は言葉を続ける。

「ラティオとしては、かつての錬金術師が何を研究しようとしていたかは、エルゴを捕らえてから推測しようと考えていた。手元に資料があれば、比較的簡単に進められるだろうと考えられたからだ。しかし、あなた方との接触で、エルゴの確保を諦めざるを得なくなったので、別の方針を打ち立てた」

　とん、と軽く床を踏みならす。

「直接、当時の研究を覗き見ようと考えたのだ。アトラス院において、個人の研究は完全に秘匿されるが、それぞれの研究が衝突することを避けるため、疑似霊子演算装置トライヘルメスに登録される。これと同様に、エルゴについての研究は、当時のファラオとの契約に則り、このアレクサンドリア大図書館にコピーが存在することが確認された」

「あ、それで……」

　ようやく話が戻ってきた。

　師匠も、口元を押さえ、小さく呟く。

「……確かに、君とライネスからの情報にも、エルゴの神のルーツが、イスカンダルの旅路と絡んでいるというのがあったな。だったら、イスカンダルの臣下だったファラオ・プトレマイオスと、アトラス院の錬金術師がつながっているというのは、地理的にも十分考えられる話だったか」

　結局そのルーツを持つ神とは、砂柩戦神たるセトだったわけだが、あの情報自体がすでに別の意味も内包していたわけだ。ここに来て急にイスカンダルが浮上してきたように思えたが、想像以上に必然の流れであったらしい。

　なんとなく、ため息をついてしまった。

　あまりにも長い、古代から綿々と受け継がれてきた歴史の一部に、今自分が立っていることを実感してしまったからだ。

　エルゴの秘密が本当にこのアレクサンドリア大図書館にあるというのならば、一体その計画はどれほどの年月積み重ねられてきたのだろう。山嶺法廷のムシキや、彷徨海のジズと出会って、理屈では分かっていたはずの事柄が、圧倒的な質量を伴って現れたような気分であった。

「じゃあ、ほかのアトラス院の錬金術師はどういうことだね」

「このアレクサンドリア大図書館の発掘は、さっきのジョゼッペやクォートたちの手で別に進んでいたんだ」

　と、ラティオが答えた。

「先ほども言ったが、アトラス院において、個人の研究成果は自己にしか公開しない。本部の疑似霊子演算装置トライヘルメスに登録はするが、これはあくまで登録のみで、トライヘルメスは人類が閲覧できるように作られてはいない。この結果として、稀ではあるが研究成果が廃棄されずに、外部に残ったまま遺失物ロストナンバーになってしまうケースがある」

「遺失物ロストナンバー……」

　当然の帰結ではある。

　死んだ場合に備えていたとしても、不慮の事態というのはいくらもありうる。その場合、これまでの研究成果がすべて塵と消えるわけではない。

「このアレクサンドリア大図書館も、そうしたケースだ。もちろん、これほどの施設となれば個人ではなく、当時のアトラス院のまとまったグループによる行為だが、アトラス院においても完全に忘却されていた」

「まあ、歴史にはままあることだな。時計塔にだってあるだろう。アトラス院にあってもおかしくあるまい」

「理解が早くて助かる」

　そう言ったラティオが、話を続ける。

「もともとエルゴについての研究が、アレクサンドリア大図書館に存在すると目星がつけられたのも、ここの発掘がすでに進んでいたためだ。幸い発掘自体は個人の研究とは関係がないため共有することができた。だから、改めて私もここの発掘に加わることにしたわけだ。ジョゼッペたちも思いがけない専門家を雇っていたんだが」

「専門家？」

「すでに会っただろう？　あなたの知り合いだ」

「ロード・メルアステアか……！」

　師匠が合点する。

　時計塔において、考古学科メルアステアを率いる君主ロードであれば、専門家の名に恥じぬことは間違いなかった。同時に、アトラス院の構成員ですら見抜けぬ秘密を暴くとなれば、これほどの人材が必要だろう。

「仮にも君主ロードである私が知らなかったわけだから、アトラス院側はともかく、メルアステア側としては極秘で進めていたんだな。アトラス院との共同作業だなんて、時計塔の他派閥に知られず神秘を蓄えるためには、絶好の機会だろう」

「ははは、ラティオに連れられて私がやってきたとき、ロード・メルアステアはいい顔したぞ！　一体どこで嗅ぎつけたんですか、なんて叫んだものさ。いやあ、他人の絶望や悲嘆は美容にいい！」

　ライネスが、実に人の悪い顔をする。

　こんなときの彼女は擁護しようもなく悪質だが、同時に、たとえようもなく美しいと思う。もう数年もすれば、魔性に魅入られた男たちが列をつくるのではないだろうか。願わくは、まだ見知らぬ人々の不幸の少なからんことを。

「なるほどな。おおよそは吞み込めた」

　そう言って、師匠が改めてラティオの方を向いた。

「だから……やっと肝心の話を聞ける。ファラオの殺人事件とは、どういうことだ？」

　沈黙が、落ちた。

　古代の教室で、それは万年氷のごとく凝結した。

「発掘調査にラティオが加わった後、問題が生じた」

　と、彼女は告げた。

「どんな問題が？」

「この大図書館における、セキュリティキーが盗まれた」

「何……！」

　師匠の表情が変わる。

　自分も、冷たい緊張がぞくりと背筋を伝わるのを感じた。

「アレクサンドリア大図書館の調査の前提は、このセキュリティキーとの接続を保持していることだった。セキュリティキーのみですべてを閲覧できるわけではないが、接続が失われてしまった今となっては、調査自体が難しくなっている」

「待て。さっき、ロード・メルアステアが追跡子トレーサーをつけさせられたとか言っていたな。あれは──」

「ロード・メルアステアも盗難の容疑者ということだ。無論ラティオも例外ではない。その上で、ラティオたちとの接続は途絶えてしまったが、セキュリティキーはまだこの大図書館内に現存している。でなければ、すべての機能が途絶え、今ここを照らしている光も消えているはずだから」

　しらじらと降り落ちる光に、ラティオが手をかざした。

「加えて、セキュリティキーとの接続断絶により、第二層に発掘調査団のメンバーふたりが取り残された。ラティオの父とロード・メルアステアの助手だ」

「それって……！」

　つい、自分も声をあげてしまった。

　だって、誰の手も届かないところで閉じ込められているのなら、遅からず死に至るということではないか。

　ラティオは、眉ひとつ動かさずに続けた。

「なので、セキュリティキーの捜索と別に、大図書館の二層に侵入する作業を始めている。こちらは明日には完了する見込みだ」

「侵入できるんですか？」

「第二層はそこまで厳しくない。元来、この図書館に入っている者ならば、二層まではほぼ無条件で立ち入りできるようになっていたから」

　なんとなく、ほっと息をついてしまった。

　会ったこともない相手だが、だからといってこんな海底で閉じ込められたまま死ぬところなんて想像したくもない。

「だが、アレクサンドリア大図書館の中枢である第三層、さらに最深部である第四層はその比ではない。こちらは当時でも厳重に隔離されてきた禁域となる。現在のアトラス院の装備で、第四層に至ることは極めて困難」

「……なるほど」

　改めて、師匠がうなずいた。

「だったら……セキュリティキーの盗難に合わせて、誰かが殺されたということか？」

「…………」

　ラティオが、ライネスの方を見やった。

「ずいぶん困った言い方をしてくれたな。エルメロイの姫」

「日頃、最も情動を搔き立てる言葉を思案してるものでね。まあ職業病みたいなものさ。何より、噓はついてないだろう？」

　他人の難事で愉悦を覚える性癖は、相手がアトラス院の錬金術師であっても変わらぬらしい。

　そんなライネスに一瞬だけ眉をひそめてから、

「これより先は、他言無用にしてほしい」

　と、ラティオが師匠に前置きした。

「それは、他のアトラス院の方に対しても、ということかな」

「そうだ」

「了解した。というよりも、他の方にまで、エルゴの事情を洗いざらい話すわけにいかない以上、その条件は吞まざるを得ない」

「なら」

　ラティオは、目配せしたようだった。

　だが、誰に？

　自分にすら、ここに他の人物がいるとは思われない。

　以前のラティオは、骨の巨人タンゲレという使い魔を行使していたが……実際、それと似たモノが、教室の吹き抜けから滑空してきたのである。

　絡から繰くり仕掛けの鳥のようだった。

　ラティオの肩に着地したそれは、金属の翼と軀く体たいを持った鳥であったのだ。

「……やれやれ」

　と、声が生まれた。

　絡繰の鳥が話していることに、やっと自分は気づいた。

「どうやら、吾あも話していいナ」

「あなたは？」

「ああ、念のために言っておくが、遠隔操作とかじゃない。こいつが今の吾あの身体だヨ。なんせ、保存していたはずの身体サァエフからセキュリティキーを抜かれてるんで、この代用品しか使えなかった。まったく間抜けな話だナ、おい」

「……サァエフとは、古代エジプトにおけるミイラの呼び名でしたね。確か、崇高なるものとか、そのような意味合いだったはず」

　師匠が言う。

　機械の鳥を見つめたまま、問う。

「だったら、あなたは誰ですか」

「だから、吾あだよ。セキュリティキーに生前の心臓を設定しておいて盗まれた、なかなか間抜けな管理者だとも。このクルドリス家の末裔が別ルートで起動しなければ、延々と寝ていることになっちまってたナア」

　大いに嘆いた鳥に、師匠の横顔が緊張を漲みなぎらせた。

　これまで、さまざまな強敵や試練を前に、師匠は心身を苛さいなまれてきた。精神の均衡を保つのが難しいほどの状況で、ひたすらに歯を食いしばってきた。

　しかし、このような色合いが滲んだところは、初めて見た。

「ならば、あなたは……」

「おうとも。お前たちの話はクルドリスの末裔から聞いているサ。イスカンダルの小僧めに騙されたヤツが、二千年も後にいるとは意外それとも痛快かナ？」

　ゆらり、と鳥が首を揺らす。

「吾あの名は、プトレマイオス一世」

　告げる。

　これまでに、何度も聞かされた名前。

　イスカンダルに命じられ、アレクサンドリアをつくりあげたというファラオ。

「そして、盗まれたのは、このファラオ・プトレマイオス一世の心臓サ」

　翼を折って己の胸に触れ、絡繰仕掛けの鳥は話したのであった。
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　ホテルの部屋は、高級ではないにせよ、十分に広かった。

　水回りなどをチェックした後、エルゴはソファに座って、本を読んでいる。

　日本語の童話だった。

　両儀未那から預かった一冊である。

　ちゃんと返しにくるように、と彼女から言われていた。

「…………」

　誰かが待っていてくれることが、エルゴには嬉しかった。

　海賊島のラナも、観み布ふ子ね市の未那も、若者と約束をしてくれた。

　たとえ、ふたりがその約束を忘れてしまっても、かつて約束したという事実だけは残る。記憶を失ったエルゴからすれば、そんな些細なことがかけがえのない宝物であった。

　ちら、と隣を見ると、凛が机の上の宝石と睨み合っていた。

　机の上に、魔法円の描かれた毛もう氈せんを敷いて、そこにいくつも宝石を置いているのだ。

　エルメロイⅡ世に、今回の必要経費として提供させた宝石である。もちろんⅡ世は膨大な借金に追い回されている身なのだが、君主ロードのひとりとして、そこらの魔術師より大きな資産を動かせるのも紛れもない事実なのだった。

「んっふふふ、さすがは君主ロード御用達の宝石商。いいの持ってきたわよね」

　何度となく、凛の指がその宝石を撫でている。

　愛おしむような仕草だが、どうやら魔力を注いでいるらしかった。微細な魔力が、静電気のように彼女と宝石の間を繫いでいる。

「Satz告げる」

　と、凛の唇がこぼした。

「Ich bin die Welleあなたは波」

「Ich bin der Klangわたしは音」

「Du bist das Lichtあなたは光」

「Ihr seid das vergossene Blut der Erdeあなたは大地の流した血.」

　呪文である。

　彼女と宝石の双方に働きかける、魔術式。

「Konvergierende Wellen波をひとつに.Konvergierende Klänge音をひとつに.Konvergentes Licht光をひとつに.Blut verschmilzt血をひとつに.──Die Herzschläge verschmelzen鼓動をひとつに.」

　凛の内側から波のごとく溢れた何かが宝石に滲み、ゆっくりと浸透し、また別の『力』となって融合していく。

　そうした変化を感じながら、エルゴが訊いた。

「魔術用の宝石って、そんな風に作るんですね」

「本当なら、何ヶ月も何年も時間をかけて魔力を注いだり、馴染ませたりしないとダメなんだけどね。今回集めてもらったのは単に宝石の質だけじゃなくて、長年あちこちの人の手を渡り歩いてきたモノばかり。そうなると、宝石自体に魔術的な要素が加わるから、バンバン過程が省けるわ。もちろん宝石が強すぎる分厄介なこともあるんだけど、ホント腹が立つぐらい省略できちゃうわね」

　憤慨を逃がすように、凛が肩をすくめる。

「腹が立つんですか」

「そりゃあ立つわよ。まったくもって資本主義って魔術そのものだもの。ルヴィアの宝石魔術なんか、半ばそっちがメインだし」

　以前にも聞いた名前とともに、凛がぎゅっと拳を握り込む。

　見えない相手と、シャドーボクシングでもしているようだ。

　そこから、もう数個の宝石に魔術を施して、

「よし。目玉にはならないにしても、日本で大放出した分ぐらいは補充できたわ」

　にまにまとした笑みを押し隠しつつ、懐へ仕舞い込む。

　それから、

「ふたりとも戻ってくるの遅いわねえ」

　と、凛は呟いた。

「こういう状況じゃなかったら、エジプト観光楽しんでるんだけど」

「通り抜けただけでも、カイロは面白かったですよ」

「グレイがたくさんの子どもに捕まって、大変だったもんね」

　くすくすと凛が笑う。

　喜捨バクシーシと呼ばれるイスラム圏の慣習で、荷物を持ってあげたり、ターバンを巻いてあげたりといった感じの押し付けで、チップをもらっていくのである。

　旅慣れたⅡ世や凛はスマートにいなしていくのだが、グレイはあちこちで引っかかり、危うく列車に遅れかかったのだ。

　なお、エルゴは意外とそういうあしらいがうまく、フリーズしたグレイをエスコートするだけの余裕を見せていた。

　そんな赤毛の若者が、視線を上げた。

「凛、さっきから携帯がチカチカ光ってない？」

「え」

　凛の持っていた携帯端末のランプが、指摘されたように明滅していたのだ。

「……メール、来てる」

　呆然と、凛が呟いた。

「い、今メールに気づいたのよ！　だって、全然鳴らなかったんだもの！」

　凛の言葉に、改めて携帯に触れたエルゴが眉を曇らせる。

「これ、サイレントモードになってるよ。確か、空港で電源切る前に操作してたんじゃなかったっけ」

「……え、何それ」

　しかし、動揺も数秒だった。

　到着したメールを読み上げて、彼女は別の衝撃に目を剝いたからだった。

「アトラス院の迎えとして、ロード・メルアステアがやってきました──って、どういうことよこれ！」

「メルアステア？　ロードってことは、先生と同じ時計塔の人？」

「ええ。時計塔の重鎮よ。先生とは違ってホンモノというか筋金入りの君主ロード。考古学科メルアステアは万年貧乏の学科だけれど、中立主義のトップをずっとやれるぐらいに、権威は筋金入りだもの」

　以前教えられた時計塔の派閥について、エルゴは思い出した。

　貴族主義。

　民主主義。

　中立主義。

　おおよそ、この三つに時計塔の派閥は大別されるのだという。

　つまり、実質はともかく、立場としてロード・メルアステアは時計塔の君主ロードの中ですら特別な存在ということになる。

「……でも、時計塔とアトラス院って、別に仲がいいわけじゃないんだよね？」

「ほぼ没交渉ね。単に接触回数を言うなら、しょっちゅう喧嘩してる分だけ聖堂教会の方がマシってぐらい。秘密主義っていうよりは、孤立主義というべきかしらねあれは。ある意味錬金術師っぽいと言えばそうだけど」

「孤立主義の、錬金術師たち……」

　若者にとって、時計塔もアトラス院も、想像さえつかない秘密組織だ。

　それこそ本の中の魔術学校とさして変わらない。

　だけれど、凛やⅡ世の口から聞くと、その内容に命が吹き込まれるようだった。

　単なる蘊うん蓄ちくの羅列が、人によっては生きた知識となる。それは話す側と聞く側の双方の問題だろう。

「先生や僕たちがここに呼ばれたタイミングで、アトラス院と時計塔の別の君主ロードが一緒にいるってのは……」

「まあ、どう考えても偶然じゃないわよね。他国の諜報機関の重鎮同士が仲良くホームパーティやってるようなものよ。……とはいえ、とりあえずは見ケンかしら」

　と、彼女は言った。

「相手が考古学派メルアステアなら好戦的ってわけじゃないわ。一応貴族主義の先生とは所属する派閥が違うけれど、それでも正面から喧嘩しようってことに、すぐにはならない。だったら、まずは情報を増やすのが吉よ。今のわたしたちに一番足りないものだもの。向こうにはライネスたちもいるはずだから、そうそうヤバいことにはならないでしょ」

「そっか。確かに」

　素直に、若者がうなずく。

　そこで、不意に振り返った。

「……凛」

　抑えた声だった。

　その口調だけで、凛の五体にも緊張が漲った。

「何？」

　エルゴの背中から、半透明の何かが浮かび上がった。

　幻手である。

　半透明の手の平を、部屋の扉の方に向けている。

　その肌で、何かを感じているらしかった。

「部屋の外から、何かが張られてる……」

　と、エルゴがギリギリまで潜めた声で囁く。

「何か？」

　凛が尋ねる。

　若者の綺麗な眉が寄った。

「細くて長い……糸……？」

「エルゴ、そのまま観測してて」

　そう言って、凛は音もなく部屋の扉の隣に寄り添った。

　片手に宝石を挟み、もう片方の手を扉のノブにそろそろと伸ばす。

　息を整え、一気に扉を開く。

「────ッ！」

　開いた瞬間、凛が硬直したのだ。

　その刹那に、決着はついた。

　突然、見守っていたエルゴの幻手が、あらぬ方向に曲がった。

　幻手が縛り上げられていた。ばかりか、若者の体のことごとくが一切の動きを封じられ、かろうじて動く喉で、彼は叫んだ。

「凛！」

「エルゴ、幻手の霊体化を──！」

「できない！」

　戦せん慄りつすべきことに、謎の攻撃はエルゴの内的機能さえ束縛していた。

　コンマ一秒ごとに、その侵食が進んでいることにも、若者は気づいていた。侵食がある程度進めば、己の手で凛を傷つけかねないことも。

　こみあげる恐怖のままに、若者は続けた。

「凛！　逃げて！」
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　扉の開いた位置に、淡く煙のようなものが立ち込めていた。

　ある種の霊視が利かないものには視えない煙だった。

　魔術の結界である。

　凛が咄嗟につくりあげたものだった。

　その煙がゆっくりと薄れ、人影は部屋へと入ってきた。

「解呪デプログラミングに時間がかかりすぎました。おかげで逃げられましたね」

　と、まっすぐ視線を向ける。

　潮風にカーテンが揺れて、主の片割れを失った部屋を嘆くようだった。

　アレクサンドリアの美しい海を覗かせて、窓が開けっぱなしになっていたのである。

「仲間であろうと、必要ならば即座に見捨てる。ええ、その切り替えの速さは褒めるべきでしょう。先ほどの結界の強度といい、さすがは音に聞くエルメロイ教室の俊英ですね」

　そう言って、彼女は残された赤毛の若者へと振り返った。

「…………」

　エルゴも、相手を見やった。

　ただし、眼球と喉以外は、幻手を含めて指一本動かないままだ。

　まさか、神を喰らった若者が、こんなにたやすく攻略されようとは。

　メドゥーサに睨まれ、恐怖のあまりに石化した古代の戦士たちのように、エルゴは呪縛されてしまっている。

「おや、日本語の本ですね」

　足元に転がった絵本を、相手が拾った。

　その相手の服装に、エルゴは見覚えがあった。

　未来的なフォルムは、アトラス院の錬金術師──ラティオと同じもの。

　つばなしの帽子をかぶっており、その背後で、長い三つ編みが腰まで垂れていた。

　その髪の色もラティオに似ていた。

　瞳と同じ紫色。

　あるいは、縁者なのだろうか。

　引き攣つった喉を、懸命にエルゴが動かす。

「あなたは、誰？」

「名を聞いているのであれば、シオン・エルトナム・ソカリスです」

　無表情に、彼女はそう言った。

　しかし、その姿は、在り方とアンバランスだった。

　視線が低い。

　身長はおおよそ百四十センチほどか。

　肢体も面持ちもそれに合わせて、まだ未成熟なカタチ。

　ああ、遠坂凛とエルゴの双方が、揃って反応を遅らせた理由がこれだ。

　信じがたいことに、神を喰らった若者を封じたのは、十歳に満たぬのではという少女なのだった。

「それ以上の無理はなさらないことをお勧めします。体に無理をかけるだけですから」

　むしろ、痛みのないことの方が、エルゴには恐ろしかった。

　今までの敵とは異なる──どこまでも無機質で、人らしい揺らぎを感じられない、まるでヒトガタの金属か何かと向かい合っているようだった。

「貴方の脳神経に直接介入して、動きを封じているんです。この性能によって、私は霊子ハッカーなんて呼ばれてます。霊子によるエーテライトの特性上、その奇妙な手も例外ではありません。漏出している魔力量だけでも信じがたい規模ですが、この状況下ではまったくの無意味ですから、速やかに抵抗を諦めてください」

「…………ッ」

　エルゴが呻く。

　幼い少女の言ったことは、すべて本当だったからだ。

「敗北を恥じることはありません。エルトナム家に伝わるエーテライトは、こと対人戦闘に対しては一級の武装と言えますので」

「あなたは、一体どうして僕らを」

「…………」

　今度は、シオンが黙る番だった。

「本来必要は薄かったですが、最低限の情報を与えておいた方が、スムーズに進みそうですね。私がアトラス院の人間であることはすでに分かっているようですし」

　そう言って、彼女は続けた。

「エルトナム家はアトラスの六源のひとつ。今回、私がついている任務はアトラス院の内部監査、ということになるでしょう」

「内部監査？」

「ええ」

　と、シオンは肯定した。

　怜れい悧りな瞳が、まっすぐに若者を映していた。

「アトラス院の裏切り者が、貴方あなたがた──ロード・エルメロイⅡ世と接触していると判断したのです」
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　絡繰仕掛けの鳥を前に、自分たちは言葉を失っていた。

　一体、どのように受け止めればよかったのだろう。

　その鳥が、かつてこの地中海にアレクサンドリアをつくりあげたファラオ・プトレマイオスだなんて。

　対して、機械の鳥はあっけらかんとした口調で言ったものであった。

「どうした？　吾あの顔に何かついてるか」

「いえ、その……」

　続く台詞せりふが、どうしても喉から出てこない。

　尋ねるべきことは山とあるのに、こうも大量の情報を叩き込まれ、立て続けに想像を超えられてしまうと、優先順位を決められない。結果として、自分の喉は凍りつき、唇を無様にぱくぱくと開閉させるだけの生き物になってしまっている。

「うん。初めて会ったときは、私も啞然としたよ」

　と、ライネスが我が意を得たりとばかりにうなずく。

「だが、どうやら本当らしくてね。厳密に言えば、当時のアトラス院によって、人格部分をコピーされていたプトレマイオスの再現体といったところか。まあ現代科学でも、もう百年もすればＡＩあたりで個人の人格の模倣は十分できるんじゃないかな？」

「だがライネス、人格の模倣と、魂の模倣は別問題だろう」

　師匠が言う。

　魔術師が魂と呼ぶとき、それは特別な意味を持つ、らしい。

　なぜなら、彼らにとっての魂とは形けい而じ上じょうの存在ではなく、実際に存在する──と、まことしやかに言われているからだ。

　師匠の講義によれば、人間の要素は、肉体と精神と魂の三要素に分類される。

　魔術師ならざる自分にとっては、あまり実感を持てない分類だ。

　それでも、かつて、同様に考えた者たちの事件に遭遇したことはあった。いいや、自分の肉体もまた、この概念と極めて近しい術式で……

「アトラス院の試算じゃあ、まず九十九パーセント以上の確率で、生前の本人と同様の発言をするだろうとのことだったがネ。まあファラオとして、半端な魂の話はやめておこう。そいつは吾あが責任を持って話せるようなことじゃあない」

　鳥が、楽しげに金属の翼を揺らした。

「とりあえずは、プトレマイオスを名乗って、プトレマイオスの記憶を持っている鳥ってことでいいサ。どうせ、ホンモノでも偽物でも違いはないだろ？」

「…………」

　数秒、師匠は沈黙していた。

　ただならぬ衝撃を、身の内に沈めようともがいているようにも見えた。

　やがて、ゆっくりと口を開いた。

「あなたの存在を、他のアトラス院の人間には話してない、と言いましたね？」

　と、師匠が問う。

「どうしてですか」

「吾あはバックアップのようなものだからサ」

　そう言って、鳥が胸を張った。

「もともと、セキュリティキーを埋め込まれた、吾あの本当の体はアレクサンドリア大図書館の第四層──最深部に存在していたんだ。発掘調査団はそいつに接続して、大図書館の調査を進めていたわけだが、何者かに盗まれてしまった。本当なら、この時点で、アレクサンドリア大図書館は外部と完全隔離されるはずだったが、そこのクルドリスの末裔が、吾あを起動したせいで、現状を保っているわけだナ」

「心臓を盗んだ犯人にとっても、あなたというバックアップは予想外だった。だから、秘密にしてると？」

「そういうことだ」

　と、横合いでラティオがうなずいた。

「発掘調査団に犯人が紛れている可能性がある以上、もう一度プトレマイオスを失う可能性がある。その危険は冒せない」

　彼女の口調には一切の淀みがない。

　発掘調査団には、彼女の身内もいるはずなのだが、それすら容疑者から排除する意図が感じられなかった。

「もうひとつ、質問させていただきたい」

　師匠が、人差し指を上げる。

　その視線は、機械仕掛けの鳥へと向いていた。

「本来のあなたの体は、最深部にあると言いましたね。それは、おかしくないですか。発掘調査団も、まだ最深部に到達していないんでしょう。なのに、最深部にあるプトレマイオスの体から心臓が盗まれたというのは……」

「ああ、おかしいナ」

　と、鳥も認める。

「断絶直前、本体からセキュリティキーが抜き取られたという通信があったから、そう判断しているだけだ。実際に最深部で起きた出来事は、バックアップである吾あには分からないし、当時の発掘調査団だってまだ第二層から第三層への調査に取り掛かったところだった。最深部の吾あの間までは、まだ距離がある」

「だったら、発掘調査団とまったく別の人間や組織が、同時に侵入している可能性は？」

「もちろん、その可能性もある。アレクサンドリア大図書館には各所に裏口も設けられていたからナ。アレクサンドリア大図書館は吾あとアトラス院が交わした機密の塊でもあるから、本体はともかく、バックアップである吾あは極めて限定的にしか構造を把握していない。……だが、ほとんどの地上の裏口は沈んでしまってるはずサ」

「……海底に」

　納得のあまり、つい自分も口を挟んでしまった。

　アトラスの潜航艇を使って、自分たちはここまで潜ってきた。もちろん魔術でも似たようなことはできるだろうが、極めて困難なはずだ。

　つまり、これは。

「……密室」

　呻くように、師匠の声がこぼれた。

「ファラオの密室殺人事件、というわけか」

　くっくっく、と声がした。

　ライネスだった。

　いかにも楽しそうに、わざとらしく、肩まで震わせて師匠を挑発している。きっと、本当は小躍りしたいぐらい、ウズウズしてしまっているのだろう。

「なあ兄上、私が言った通りだったろう？　これはファラオの殺人事件だって」

「……ああ、確かにそうなる。かつてのファラオたちはミイラに未来を見た。彼らはいずれ自分たちが復活して、その時には自分の体が不可欠だと認識していたからだ。そこから心臓を奪うことは、第二の生を奪うことと同様だろう」

「おお、勉強しているんだナ。まあ、吾あの時代にはだいぶ薄れていた概念なんだがね」

　感心したように、鳥が羽ばたく。

　盗まれたのは本人の心臓だろうに、その仕草は他人事めいていた。

「どうだい、兄上」

　いっそ悪魔的な、ライネスの囁き。

「こういう事件は得意だろう？　可愛い義妹のために一肌脱いでくれないか」

「ふざけるな。そんな特性を認めた覚えは一度だってない」

　正面から、師匠が否定する。

　とはいえ微妙に歯切れが悪いのは、これまでの事件のせいで、ある種の既成事実となってしまっているからだろう。

「…………」

　自分も、ひどく混乱してしまっていた。

　あまりにも、今回の事件は入り組んでいる。

（……だって、そうだ）

　海底のアレクサンドリア大図書館。

　時計塔とアトラス院の合同発掘調査団。

　誰が、どうやって、最深部のプトレマイオスの心臓を盗んだのか。

　何のためにホワイダニット？

　苦く、師匠が呟いた。

「……エルゴについて知るためにも、ここの調査は必要か」

　深く、ため息をついた。

　その吐息を終えてから、こう宣言したのだ。

「この事件、ロード・エルメロイⅡ世の名において、私が預かりましょう」








２









　しばらく話し込んだ後、自分と師匠は一緒に散歩することになった。

　いずれにしても、この大図書館について、もっと知識が必要だからだ。

　ライネスは、まだプトレマイオスに聞いておきたいことがあるというので、一旦別れて行動していた。

「軽く二千年以上の時間を経ているはずだが、そういう印象はないな」

　と、師匠が呟く。

　回廊である。

　長く延びた廊下の両脇に、円柱が立ち並んでいる。

　床にも柱にも傷ひとつなく、今師匠が言ったように、建てられてから二千年以上にもなるとは、とても思われない。

　ただし、天蓋には空の代わりに、暗く青い海が張り詰めているのだった。

「本当に、いつまでも続きそうですね……」

　今にもその海ソラが落ちてきそうな錯覚がして、自分は少しでも気を紛らわせようと、口を開いた。

「まったくだ。この図書館以外に周辺施設もあるわけだから、途轍もない広さになるな」

「図書館自体は、四層に分かれると言ってましたよね」

「ああ」

　うなずいて、すう、と師匠の指が四本あがった。

「第一層が外周部。我々が今歩いているところだな」

　人差し指が折られる。

「第二層が図書館としての本体。当時、アトラス院とプトレマイオスが収集し、開示してきた情報の集積場らしい」

　中指が折られる。

「第三層が禁書庫。この図書館でさえ閲覧を禁じられた知識の行き場。もともとラティオが探していた──エルゴについての知識も、あるとしたらここだろう」

　薬指が折られる。

「そして、第四層がそれらすべてを取り仕切る管理棟ということだった。アトラス院の感覚からすると、この場合の管理棟というのはサーバールームみたいなものかもしれん」

「サーバー、ですか」

「まあコンピューターのデータ集積部門とでも思えばいい。アトラス院の本質は情報そのものだから、自然と科学に寄り添ってくるんだ」

　最後に残った小指を曲げ切って、師匠が顔を上げる。

「おや」

　その視線が、先に吸い寄せられた。

　自分たちが歩いている回廊に、別の影が浮き上がったのだ。

　第二層への壁である。

　さまざまな意匠が凝らされた、色彩鮮やかな壁面だった。

　その近くで、髪の長い男が手帳を片手に持ち、鉛筆を走らせているのだった。

「ロード・メルアステア」

「おっと。カルマグリフでいいですよ、エルメロイⅡ世」

　振り返った男が、曖昧に笑う。

　カルマグリフは、図書館の様子を模写していたらしかった。

（……エルゴと、同じ）

　地上で待っているはずの、若者のことを思い出した。

　列車の中で、彼が描いていたスケッチと、考古学科の君主ロードが残したメモとではまるで意味合いが違うだろうが、つい重ねてしまうぐらいは許してほしい。

　あるいは、カルマグリフの君主ロードらしからぬ佇まいのせいかもしれない。

「あなたなら、わざわざ紙に転写しなくても、魔術回路に記録できるんじゃないですか」

「いえいえ、こういうのは気分の問題なんです。だって他人に見せるのも、この方が簡単ですからね」

　クシャクシャと頭を搔いて、カルマグリフが言う。

「ここの様式って、世代がかなり混こん淆こうしているんですよ。ほら、あのあたりのスフィンクスはわりと素朴で第四王朝あたりの古王国っぽい手癖なのに、隣の女神──多分ハトホルのあたりは、第十八王朝ぐらいの煌きらびやかな雰囲気になる」

　と、壁を指差して、説明してくれた。

　何やら複雑な模様や獣のようなシンボルが描かれており、自分には同じようなものにしか思えなかったが、専門家の目から見ると違いがあるらしい。

「……ふむ。エジプトの美術様式にはあまり詳しくなくて申し訳ないのですが、第十八王朝というと、いわゆるツタンカーメンやトトメス三世の時代でしたね？　アレクサンドリア図書館の頃とは千年以上隔たりがありますが」

「ええ、さらに第四王朝からだと二千年以上になりますね。もともと、アレクサンドリア大図書館の建築を命令したプトレマイオス一世は、さまざまな文化の復古に熱心なファラオだったから、こういうことになったんでしょうが、アトラス院の影響も気になるところです。僕たち時計塔の魔術師からすると、いつまでこれらの形式が、エジプトにおける魔術式の運用を兼ねていたかというのも……」

　カルマグリフと師匠が、ふたりであれこれと話し出す。

　このふたりが揃うと、ただでさえ難解な魔術や古代の講義が、何倍も複雑化していく感じがする。

　なんとなく身の置き場がなくて、自分はぼんやり壁面を眺めていた。

「ところで、ロード・メルアステア」

　不意に、師匠が言った。

「なんです？」

「あなたの助手が、第二層に閉じ込められていると聞きました」

「……ああ、聞きましたか」

　カルマグリフは、少しだけ眉を曇らせた。

「ええと、じゃあ、発掘調査が中断した理由も、お聞きになったんですよね？」

「アレクサンドリア大図書館のセキュリティキーが盗まれたと」

「そうです。最深部にあるというセキュリティキーとアトラス院の構成員は遠隔接続していたんですが、突然それが断絶したそうです。その結果、僕の助手と、合同発掘団のログ・クルドリス・ハイラム──ラティオさんのお父さんが、第二層に取り残されました」

「…………」

　黙った師匠に、カルマグリフが振り向く。

「ライネスさんがあなたを呼ぶと言った時、反対しなかったのも、あなたの評判ゆえです。魔術の事件ならばエルメロイⅡ世に、と言われて久しいですし」

「……私はあまり、そういう探偵じみた行為を好まないんですが」

「意外な返事ですね」

　と、カルマグリフが髪の向こうで、目を見開く気配がした。

「それこそ、最弱の十一科とか時計塔一のゆるふわ君主ロードなんて陰で囁かれていた僕なんかより、あなたはよほど時計塔の中心に立っていたでしょう」

「ご謙遜を。中立主義のトップとして、その名は揺るぎないかと」

「単に立場だけのことですよ」

　カルマグリフが肩をすくめる。

　どこまで本気なのか分からないが、少なくとも言葉面と仕草からは、師匠を軽く扱う様子は見られない。これもまた君主ロードとしては珍しい。おおむね時計塔の上流階級が揃う場では、一目置かれつつも侮られるのが、師匠の立ち位置だった。

　数秒間をおいて、カルマグリフは続けた。

「僕は、あなたを羨ましく思っていたんですよ。ロード・エルメロイⅡ世」

「……私を？」

「僕のような先祖からの相続ではなく、あなたはひとりから始めた。没落したエルメロイをひとりで盛り返し、時計塔の勢力図すら塗り替えた。これを快挙と言わずになんと言うのですか。十数年前、世界旅行より戻ってきてからのあなたは、間違いなく時計塔の英傑でした」

「いや、その」

　師匠は、本気で困惑しているようだった。

　もともと、褒められるのには慣れていない人だ。今となっては生徒からの賞賛はひっきりなしなのだが、迷惑がっている節は多分にある。

　おそらく……そういうところは、自分と師匠はちょっとだけ似ている。

　相手の本気を疑っているわけではない。

　自己卑下で、己の業績を過少に見積もっているわけでもない。

　だけど、そうした評価には、己の置き場がないのだ。嘲られているのは嫌だけれど、讃えられることにも不安を覚えてしまう。そんなのはひどくワガママで、周囲にも迷惑な感情だと思うのだけれど、心はそう訴えてしまうのだ。

　この旅で、師匠が口走ったのを覚えている。




　──『後悔ばかりのこの人生で、せめて誰もいないときぐらいは、こっそり胸を張っていたいだけなんだ』

　確か、そんな言葉だったはずだ。

　あまりにもその気持ちが理解できてしまって、自分は思い出すたびに立ち尽くしてしまう。そうできたらどんなに幸せだろうと、想像してしまう。

　いずれにせよ、師匠は弱々しくかぶりを振った。

「中立主義へのお誘いでしたら、喜んでいただける答えを返せないと思いますが」

「ふふ、そういうわけじゃないんです」

　と、カルマグリフは笑った。

「せっかく時計塔じゃない場所で会ったから、僕個人としての本音を漏らしてるだけですよ。こういう機会は滅多にありませんので」

　両目を髪に隠したまま、カルマグリフが言う。

「ある意味、ここに来たのもそういう理由です。遺跡は僕をひとりにしてくれますから」

「ああ、時計塔とアトラス院の合同発掘調査隊とはいえ、ロード・メルアステアご自身で来られているのは驚きました」

「どちらかというと逆なんですよ」

　カルマグリフが、手帳のページをそっと撫でる。

「アトラス院の研究はどれも機密扱いですからね。個人と違って集団の研究は共有可能とはいえ、その範囲はできる限り少なくしておきたい。そうなると、間に人を挟むより、僕が直接来てしまった方が話が簡単でしょう？」

「……なるほど」

　師匠が小さくうなずく。

　自分も、一応理屈は分かる。

　大事な機密事項がある場合、他人を介さない方が当然秘密は守りやすいだろう。とはいえ、だからといって、君主ロードが直々に発掘現場にやってくるのが常識的な事柄でないのは、師匠の顔色からも明らかだ。

（…………）

　何かと共通点の多いふたりの君主ロードに、妙な胸騒ぎがした。

　それが吉兆なのか凶兆なのか、判別はつかなかったけれど、

「……あの」

　と、声をあげてしまった。

「はい、なんでしょう。内弟子さん」

　カルマグリフが振り返る。

「さっきも、アトラス院は個人としての研究を決して公開しないと聞きましたけれど、それはどうしてなんでしょう。ライネスさんから、個人の資産のようなものだからという説明を聞いて、ある程度納得できたんですが、それだけじゃない気がするんです」

「ほう」

　と、カルマグリフが息をこぼした。

「それはいい質問ですね。うん、魔術師として正式な訓練を受けているわけじゃないようですが、エルメロイⅡ世が内弟子として手放さないのも分かる」

「そ、そういうわけでは」

　手を振った自分に、考古学科の君主ロードはにっこり笑った。

「もちろん、研究が資産だから、というだけではありません。アトラス院は世界の滅びを回避しようとしている集団だからです」

「世界の滅び、ですか」

　突然、大上段かつ博愛的な概念が出てきて面食らう。

　しかし、カルマグリフは、いたって真面目なようだった。

「そうです。かつて、アトラス院の初代院長は、迂う闊かつにも世界の終末なんてものを証明してしまった。この終末を回避するため、アトラス院の錬金術師たちは高速思考と並列思考を兼ね備え、ひたすら考え続けることに最適化された生物となったのです。その思考能力のほとんどを費やして、彼らは予測された世界の滅びに立ち向かうことを自分に課し続けてきました。でも、この戦いにはとんでもない落とし穴があったんですよ」

「落とし穴？」

　質問した自分を前に、カルマグリフは壁を見上げた。

　傷ひとつない図書館の壁を見て、、髪に隠れた彼の目が細められたように思った。

「いいですか、内弟子さん。これは滅多に言語化されない事柄です。アトラス院の人間からすれば自明でありながら、長い年月の間に別の意味や伝統も付加されてしまったために、誰も問わなくなった。時計塔や聖堂教会の人間からすれば、アトラス院の錬金術師とはそういう生物なのだと決めつけてしまったために、誰も疑わなくなったことです」

　声は、回廊を流れる。

「自己の成した成果は自己にのみ公開する。これこそがアトラス院の絶対にして唯一の戒律です。アトラス院の兵器を外に持ち出してはならないなどの掟は、結局この派生に過ぎません。そして、その原初たる理由は──世界の滅びを回避する手段とは、世界を滅ぼす手段とほぼ同義だからですよ」

「……あ」

　すとんと、何かのつかえが取れたような気がした。

　同時に、ひどく恐ろしい何かを覗いてしまった予感が、身の内に張り詰めた。

「滅びを回避する手段は、その多くが簡単に逆用できます。簡単に逆用できないものであっても、ちょっとした組み合わせや変化によって、その道理を反転できてしまう。お分かりですか？　アトラス院の研究とは、そのひとつずつが、世界を滅ぼしうるのです。もちろん、その危険度には濃淡があり、中にはまず実現不可能な滅びもあるでしょう。しかし、それらを何の斟しん酌しゃくもせずに公開していけばどうなると思います？」

　たとえば、地球に落ちてくる隕石を逸らす装置があるとしよう。

　それは、地球に隕石を誘導するための装置としても使えないだろうか。

　同様に、温暖化を避けるための手段を逆用すれば、地球を凍りつかせるための手段となりえてしまうのではないか。

　無論、極端な話である。

　だが、アトラス院にはそれだけの力があると──ああ、二千年を経て傷ひとつない、海底のアレクサンドリア大図書館こそが示してしまっている。

　そして、高速思考や分割思考といった錬金術師の特性は、そうした可能性を決して排除させないのではないだろうか。

「世界を救う手段が、世界を滅ぼす手段になって……それが全部……」

「ええ。アトラス院の錬金術師たちがそれぞれの研究を無制限に公開すれば、この世界は、世界を滅ぼすための手段で溢れかえるんです」

　まるで、偉大にして高潔な英雄が、突然腐臭を漂わせる死骸へと変じたようだった。

　師匠は、そうした内情をおおよそ理解していたのか、何も言わなかった。

　そして、カルマグリフの声はどこか寂しげだった。

「皮肉なものですね。アトラス院はずっと昔から、本気で世界を救おうとしています。アトラス院の錬金術師たるとは、滅びに逆らい続けることです。今だって彼らは、無数の滅びを回避するための、無数の手段を考案し続けています。だからこそ、彼らの悲劇は終わりません。彼らが真面目に考えるほど、世界には滅びが増えてしまうのです」

　何かの映画で、穴を掘って埋めるだけ、という刑罰を見たことがある。

　延々と穴を掘るだけ。それにも人間は耐えられる。達成感を覚えることができる。

　だけど、そうやって作った穴を自分で埋めていき、達成したものがゼロになることに、人間は耐えられない。これを何度も繰り返し、達成したものがそのたびゼロになるのを反復して認識することで、効率よく人間を苛むことができるのだという。

　アトラス院のやっていることはそれに似ていた。

　滅亡の回避策を作り上げるたび、その回避策が滅亡に置き換わる無為。

　それは、根源の渦を求めて、かなわない努力を永遠に繰り返す時計塔と相似して、相反する概念ではないだろうか。

　煌めく才能たちが、永遠にすりつぶされていく無間地獄。

　魔術師と同様に、アトラス院の錬金術師もまた、これほどに……

「……救われない」

「ええ、救われない。私たちが言えるようなことではないですが」

　カルマグリフが、かぶりを振った。

　なぜだか、見えない目が泣いているように思えた。

「だから、アトラス院は個人の研究を公開しません。することができないんです。許されるのは、アトラス院の中枢たる賢者の石──トライヘルメスに記録することだけ。今回、アレクサンドリア大図書館を合同発掘する許可が出たのは、かなりの譲歩だと思いますよ」

　言って、彼は肩をすくめた。

「ちなみに、アトラス院が生み出した研究の中でも、特筆すべき品を七大兵器なんて言うそうですが、こちらは時計塔でもほとんど情報がありません。ただ、『アトラスの封を解くな。世界を七度滅ぼすぞ』なんて魔術世界で囁かれているのは、決して過大な表現ではないでしょうね」

「っ……」

　小さく、たじろいでしまう。

「……イッヒヒヒ、話すわけにはいかねえよな」

　ボソリと右肩の固フ定ッ具クから呟いたアッドこそが、その七大兵器のレプリカであるなど、確かに言えるわけがない。

　アトラスの七大兵器ロゴスリアクト。

　それが世界を滅ぼすに足る代物だと、自分はかつての事件で知っているのだ。

　ただ、そのこととは別に。

「…………」

　何か。

　何か、見落としをしているように思った。

　思考の隅に、かすかな違和感に似た凝こごりが生じている。正体は分からないけれど、事件の核心に触れそうな細い線。これまで何度も、怪奇な事件に関わってきた経験が、自分に訴えていた。

　しかし、それが結晶化する前に、言葉は続いた。

「話を戻しましょうか」

　カルマグリフが居住まいを正した。

「セキュリティキーが盗まれた件ですが、エルメロイⅡ世はどうお考えです？」

「まだ、なんとも。何しろ現場も確認できていないので」

「実際、そこが難ですね」

　と、カルマグリフが顎をなでる。

「犯行現場を確認するためにも、最深部に行く必要があるんですよね。ところがセキュリティキーがなければ、最深部に入るのは難しい。これはひどい矛盾ですよ」

　その通りだ。

　調査をするとしても、最初から詰んでしまっている。

　ミステリでも、たいていの密室事件は、事件発生時に密室だったというだけだろう。現場に入ることすらかなわないというパターンも、もちろん存在するだろうが、そのためにダンジョンに潜らなければならないとなると、だいぶジャンルが違ってくるのではなかろうか。

　少し考えてから、師匠が尋ねた。

「ロード・メルアステア。ひとつ確認しておきたかったのですが、あなたはどうしてアトラス院との合同発掘調査に加わったのですか」

「もちろん、考古学科の一員として、忘れ去られた歴史のすべてを知りたいからですよ」

「それは、逆も言えるものでしょうか」

「……どういうことです？　ロード・エルメロイⅡ世」

　訊き返したカルマグリフに、師匠は言った。

「たとえば、他人に漏れるぐらいなら、アレクサンドリア大図書館ごと破壊してしまった方がいいとか」

「時計塔らしい考え方ですね」

　取り立てて気分を悪くした様子もなく、カルマグリフは微笑した。

「ただ、僕の場合はむしろ……」

　言いかけたところで、異変が生じたのだ。

　カルマグリフが、懐中時計のようなものを取り出して、見下ろした。

「通信用の端末です。アレクサンドリア大図書館では通常の通信手段は使えませんが、内部だとこれで通じるそうで」

　その端末を仕舞って、カルマグリフはこちらへと向いた。

「第二層への掘削作業が、もうすぐ通貫しそうとのことです」
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　自分たちが駆けつけた時、ふたりの錬金術師が、遺跡の──大図書館の正門からやや離れた場所に陣取っていた。

　瘦せた男と、対照的にふくよかな男。

　クォートとジョゼッペ。そう名乗ったふたりだった。

　彼らの前で、壁が大きく抉れている。

　奇妙な抉れ方だった。

　まるで、子どもが砂場を掘っていったかのように乱雑で──それでいて表面の一部はガラスに似て、キラキラと光っていた。

「やあやあ、灰ずくめの麗しいお嬢さん」

　と、ジョゼッペの方が、こちらを振り返って一礼した。

「せっかくなので、良いところを見ていってほしいな。……って、残念ながら、今はクォートの番なんだけどな！」

「…………」

　黙ったままの五色頭──クォートの触れた場所から壁が崩れていく。

　ドロドロと、まるで水を吸った砂糖のように、堅固な形を失っていくのだった。

「溶けてる……？」

　おそらく、出会った時に見せた家伝特質の応用だろう。

　一歩引いたクォートが、振り返って口を開いた。

「おい。この先は任せる」

「ホイホイ」

　ランプの魔人のような声と仕草で、ジョゼッペが前に出た。

「お嬢さんは危ないから離れていてねえ？」

　まるまっちい指がすうと前に出る。

　壁の溶けた部分が、ジュッと蒸発した。

「────え？」

　目を見張る。

　ばかりか、ジョゼッペの触れた場所は赤熱して、どんどん融解していく。

　おおよそ岩の融点は千度前後だという。アトラス院の遺跡である大図書館の壁ならば、それを大きく上回るだろう。ならば、一体ジョゼッペの手の平は、どれほどの高温を放出しているのか。

「イシュタリオの家伝特質・表層変性機構モレクルフェイス」

　いつの間にか、ラティオが隣に佇んでいた。

「皮膚の表面積を最大限に利用した演算機構なんだが、その過程で副産物というべき能力を発達させた。クォートは溶解、ジョゼッペは発熱に長けている」

　つまり、彼らの皮膚は、それ自体がひとつの武器ということか。

　クォートが溶かせない壁は、ジョゼッペが融かす。

　ジョゼッペが融かせない壁は、クォートが溶かす。

　その結果が、壁の抉れであったのか。

「発掘調査にはこれ以上ない組み合わせだな」

　と、師匠が言った。

　驚くべきペースで、大図書館の壁が崩れていく。

　なるほど、これならば、子どもが砂場を掘っていったようなクレーターができあがるのもうなずける。ふたりのメンバーが閉じ込められたと言いながら、発掘調査団に焦りの様子が見られなかったのも、こうした特性を織り込んでいたからか。

　広がったクレーターが、クォートとジョゼッペの姿を吞み込んでいく。

　壁の厚みは、一メートル以上にも達していたか。

　それでも、ついに内側が見えた──と思った刹那だった。

　何かの影が、壁から飛び出したのだ。

「くっ！」

　クォートの反応が遅れた。

　肩口から、赤い血潮が噴き出す。

「クォート！」

　ジョゼッペは、意外と身軽に回避した。

　ふくよかな体が、ぐるんと弧を描いて、影と向かい合う。

　カンフーのような構えを取ったジョゼッペの前に、奇妙な怪物が立ちはだかっていた。

　奇妙な、機械仕掛けの蠍さそりだった。

　ただし、上半身は人間のものだ。金属板を複雑に組み合わせたようなヒトガタで、顔の部分には複数の歯車が嚙み合っていた。

「アレクサンドリア大図書館の番人……！」

　ラティオが囁く。

　そして、師匠も怪物を見つめた。

「エジプトというよりも、メソポタミアの聖獣パピルサグに似ているな。アトラス院の文化の範囲が、当然国には縛られないということか」

「下がってください、師匠！」

　自分は、師匠の前に立った。

　右肩の固フ定ッ具クに触れて、展開しようとする。

「アッド──」

「待て、グレイ」

　と、師匠が制止した。

「アッドなしで、対処できるか？」

「イッヒヒヒ！　もちろん俺の出番だよな──って何?!」

　自分と師匠だけに届くぐらいの音量で、アッドの声が裏返る。

「やれるかもしれないですけど……どうしてですか」

「理由は後で言う」

「分かりました」

　うなずき、自分は無手で番人の人蠍へと歩み寄った。

「ちょ、お嬢さん！」

　ジョゼッペの叫びを背中にして、視線を上げる。

　人蠍の身長は、二メートルを大きく超えていた。この距離だとほとんど金属の壁のように見える。たとえ幻想種だろうが使い魔だろうが、生物ならば放つはずの殺気が、この怪物からは感じられない。

　いつも鎌を持っているので、落ち着かなかった。

　だけど、恐怖は薄かった。

　理由を考えると、瞼の裏に、誰より勇ましい女ひ性とが焼き付いているのだった。

　遠坂凛。

　彼女の八極拳を何度か見たことで、自分なりのイメージもできていた。

　それが、この怪物に通用するかどうか。

「…………」

　人蠍は、何も言わなかった。

　映画のセキュリティシステムが告げそうな警告もなし。

　はたして、この番人はどれだけの間アレクサンドリア大図書館を守ってきたのだろう。誰もやってこない図書館で、幾星霜の時間を過ごしてきたのだろう。

　二千年ぶりの出会いが、いきなりの戦いだというのは、どんな気持ちだろう。

　ギイ、と手が動いた。

　カマキリの鎌のように、鋭くて巨大な刃がついていた。

「おい、こっちだ怪物！」

「ジョゼッペさん?!」

　自分の横合いから、ジョゼッペが飛び出した。

　その手が燃えている。おそらく肌からの分泌液を燃やしているのだろう。体まで燃え移らないのも、同じ分泌液によるものか。

「モレクルフェイス・ブレイズ」

　炎は、まるで生きているようだった。

　ジョゼッペの手の平から現れた炎は、いくつにも分裂して、人蠍を取り巻いた。

　瞠目すべきは、思いがけない速度で人蠍が回避しようとしたその先にこそ、半ば自動的に炎が群れ集ったことだ。

　怪物の腕に、頭に、何本もの脚に、立て続けに炎が爆発した。

「ははは、どの未来線でも、私めの火種からは逃れるあたわず」

　茶目っ気たっぷりに、ジョゼッペが片手を上げる。

　アトラス院の能力であった。

　高速思考。

　人間の限界を大幅に超えた思考速度によって、未来の形をはっきりと捉えることができるのだという。これを戦闘に応用できるなら、ジョゼッペは常に数秒先を読んで、相手の先を塞ぐことが可能なのだろう。

「ブレイズ・メタモルフォーゼ！」

　指タ揮ク棒トを振るように、まるまっちい指を回すと、炎は人の形を取った。

　一際巨大な、美しい女の炎であった。

　人蠍を、女の炎が抱きしめる。

　その熱量は、これまでの比ではなかった。

　凝集した熱と光が、大図書館の回廊を洗った。

　だが、それが収まった時、人蠍はいまだに屹立していた。

　大図書館の壁をも融かした炎に、人蠍の装甲が耐え抜いたのだ。

　煙を吹き、いまだ赤熱している外皮で、ぎこちなく人蠍はこちらを振り返った。

（──アトラス院の装甲）

　以前、海賊島をラティオが襲ってきた時と同じだ。

　彼女が繰り出した骨の使い魔たちは、アッドを展開させた死神の鎌グリム・リーパーですら、おいそれと傷付かなかった。材質は別であっても、おそらく強度は比肩しうるレベルだろう。

　素手で、あれだけの怪物に対抗できるのか。

　騎兵の突撃チャージのごとく、燻くすぶる人蠍がこちらへと突進する。

　まるで、巨大な矛を前にしたようだ。

　一瞬、喉が強張る。

（──いや、違う）

　師匠の言った意味に、自分は不意に気づいた。

（素手だから、だ！）

　突撃してきた人蠍に、自分は斜めに入った。

　交差はわずかコンマ数秒の出来事。

　だけど、『強化』された体が勝手に動く。

　以前の凛の言葉がよぎった。




　──『え？　訓練でエルゴを掬い上げてた投げ？　ああ、あれなら[image: ]シュアイって言うのよ。八極拳ではあまりやらないんだけど、打撃しながらの投げみたいなものね』




　言葉は、イメージを伴っていた。

　凛とエルゴが訓練していた時の姿。凛が戦っていた時の姿。脳とは別のところで、その拳法の套とう路ろが再現される。

　すれ違いざまに打ち振られる鎌の下へと、自分は身をくぐらせた。

　人蠍の腰あたりに、ぐいと手をねじ込む。

　手には力を入れていない。

　礎となるのは、あくまで腰の回転。

　それを支える足と、踏み締めた大地の力。

　ぐい、と自分の手首を中心に、人蠍の体が回った。

（────ッ！）

　びっくりするぐらい、手応えが少ない。

　凛から教わった武術の術理だ。相手のベクトルを利用して、ほんの少しこちらの操作を加える技術。今の限界まで『強化』された肉体を重ねた時、その効果は本来の何倍にも膨れ上がった。

　風車のごとく巡る人蠍のベクトルを、反対方向へと逸らす。

　それだけで、人蠍の身体は、猛烈な勢いで壁に激突したのだ。

　抉れた穴から、パラパラと破片が落下した。

「お嬢さん、やるう！」

　背後で、ジョゼッペが喝采を上げた。

　人蠍も、すぐに起き上がる様子はなかった。炎に耐え抜き、おそらく斬撃にも耐性のある装甲にとっても、今の衝撃は想定外であったらしい。

　一瞬だけ、自分の手を見下ろした。

（……うん）

　小さく、心の中だけでうなずく。

　この旅で、自分にも分かったことがある。

　肉体が停止した自分は、無意識に自分の枠も停止してしまっていた。ライネスも師匠も他の生徒たちもどんどんと先に行ってしまう中、きっと自分だけが取り残されていくのだろうと、そんな諦観を抱いていた。

　でも、違うのだ。

　みるみる変わっていくエルゴが、それを教えてくれた。

　ぎゅっ、と手を握る。

（──拙にも、まだ先がある）

　自分の知らない自分が、まだきっとある。

「師匠……」

「グレイ！　後ろだ！」

　師匠の叫びに視線を動かすよりも、自分の顔に影が落ちる方が速かった。

　立ち上がれなかった人蠍の──鎌だけが変形して、さらに長大化し、こちらの頭上へと振り落とされたのだ。

　しかし。

　自分の反応より、人蠍の鎌より、さらに先行したものがあった。

　矢継ぎ早に放たれた裂光だった。

　複雑な魔術式によって構築されたいくつもの光が、怪物の体を縫い止めたのである。

「いやいやいや、本当に頑丈ですね。さすがアトラス院の番人」

　カルマグリフだった。

　その手首の辺りから、折りたたみ式と思おぼしい小さな銀色の弓が展開していた。ふたつの弧を重ねたような、不思議な弓であった。

「メルアステアの礼装──双銀瞬弧シュート・ザ・ムーンなんて言いまして。大した礼装でもないけれど、僕の魔術と組み合わせると、それなりなんですよ」

　申し訳なさそうに、カルマグリフが言う。

（魔術？）

　その意味は、すぐに分かった。

　人蠍に着弾した地点から、矢は凍りつき、あるいは腐食し、あるいは稲妻を発して、それぞれに金属の怪物を苦しめているのだった。

　文字通りに千変万化する、魔術の矢。

「時計塔でも、『変化』についてはちょっとしたものでして」

　カルマグリフが曖昧に笑う。

　だが、いくら強大な魔術の矢でも、先ほどの感触であれば、アトラス院の装甲を貫けるはずがない。

　その理由も、自分は感じ取っていた。

　あの礼装から放たれた矢は、単に複数の性質を持っているだけではない。

　魔術の鏃やじりと接触した瞬間、アトラス院の装甲自体が『変化』させられているのだ。

　ある種の、強烈な弱デ体バ化フ。

　多くの魔術は、他人に影響させるのは難しいはずだが、カルマグリフの鮮やかな手際はさすがロード・メルアステアというべきだったろうか。

　縫い止められた人蠍へ、滑るように近づいたジョゼッペが触れた。

「──さあて、外部からは耐えられても、直接流し込まれるのはどうだ？」

　手の平から、モレクルフェイスの火種が流し込まれる。

　人蠍の装甲の、隙間という隙間から、盛大な焰ほのおが吹き上がった。

　二千年を耐えた番人は、ついに痙攣するように震え、やがて動きを止めた。

「機能停止、と」

　こんこん、と人蠍の装甲を叩いて、ジョゼッペが確認する。

　ついで、隙間からさらに炎をねじ込んだあたり、抜け目がない。

　先ほどの立ち回りといい、意外と戦闘慣れしているようだった。

　ドン、と鈍い音がして、人蠍の内部で炎が炸裂するのも聞いてから、彼はこちらへとにこやかに笑みを投げた。

「いいねえ。ますます惚れちゃったよお嬢さん。アジアの武術も嗜んでるのかい？」

「い、いえ、今のはほんの真似事みたいなもので。それに、皆さんにも手伝っていただきましたから」

「ほうほう。だったら、凄まじく勘がいいんだな。うん、是非魔術協会同士の交流ということで、ご教示いただきたい。もちろん教えられる範囲でかまわないので」

　ニコニコ微笑みながら、こちらに歩み寄ってくる。

　極めて好意的かつ友好的な笑顔が、今に限っては恐ろしい。

「ええと、そ、その」

　助けを求めて、師匠へ振り返ろうとする。

　こちらは、倒れた人蠍に近づいて、ラティオと話し合っていた。

「第二層への侵入は問題ないということだったが、どういうことか分かるかね？」

「ラティオの知る限り、第二層にこのような番人はいない」

　機械の人蠍を見下ろして、ラティオが言った。

「これは、第二層ではなく、第三層──禁書庫を守る番人だ」

「ふむ。どういうことだね？　セキュリティの情報にミスがあったと？」

「いや……」

　言い淀んだラティオに、師匠がこう切り込んだ。

「だったら、中に留まっていたというふたりは……」

　最悪の予想に、一瞬身が震えた。

　すると、

「こっちだ」

　番人が出てきた穴の向こう側を、五色頭のクォートが覗き込んでいた。

「せ、拙も行きます！」

　思わず叫んでしまってから、自分はすぐさま五色頭の隣を駆けた。

　穴の中は、暗闇ではなかった。

　外周部と同じように、第二層もまた淡い光に満たされていた。

　いくつも、巨大な六角柱のような水晶がそそりたっている。どうやら、その水晶のひとつひとつが、閲覧端末と記録装置を兼ねているらしい。

「……まるで、水晶の林です」

　ひどく幻想的な光景だった。

　この水晶林を、かつての錬金術師たちはそぞろ歩いたのだろうか。

　それぞれの研究を秘匿する彼らは、この水晶から膨大な情報を受け取って、互いに寄り添いながらも孤独を守り続けたのだろうか。

　世界を守るために、卓越した思考を捧げ続けたのだろうか。

　何百人の、ひょっとしたら何千人にもなる──まるで氷原のごとき孤独。

　そして、開いた穴のすぐそばに、明らかに図書館とは別系統と思しい、半球形の構造物が存在していた。

　ある種のシェルターらしかった。

　灰褐色で、何度も斬りつけられた跡があった。

　あの人蠍の鎌によるものだろうか。どれほどの時間、この構造物は鎌の攻撃を耐え抜いたのだろう。

　その表面に、亀裂が走った。

　ビキビキと蜘く蛛もの巣状に広がっていくそれは、半球の六割ほどを占めた地点で、一気に割れた。

　雪の破片みたいに細かく散らばった内側から、ふたりの人影が現れたのである。

「父さん！」

　この大図書館で、初めてラティオが声を大きくした。

　その顔が、感情を剝き出しにしていた。

「……ラティオか」

　衰弱した様子の壮漢であった。

　白はく髪はつ白はく髯ぜん、ラティオやジョゼッペたちと同じアトラス院の服を纏っている。身長は一八〇を超えており、生地越しにも盛り上がった筋肉からすれば、体重も優に百キロをオーバーしそうだ。

　そして、その傍らから、

「ふええええ」

　と、あまり状況にそぐわない──ある意味ぴったりな泣き声があがった。

　眼鏡の女性であった。

　壮漢が五十代かそこらなら、女性は二十代の後半といったところか。

　茶色の髪をひっつめにして、研究者らしい白衣を纏っている。

　周囲を見やった彼女は、すっくと立ち上がって、大股でこちらに向かってきた。

「え、え？」

　そのまますれ違って、すぐ背後についてきていたカルマグリフへと迫る。

「カルマグリフ様！　あれほど危険はないと言っていたのに！」

「いやその、ティカ、大変申し訳ない……！」

「いいえ、これは忘れません！　カルマグリフ様が極上の寿司を奢ってくださるまで決して忘れません！」

「寿司！　さ、さすがにアレクサンドリアにあるかは分からないですが……い、いえ、了解しました！　奢らせていただきます！」

　ほうほうの体といった感じで、カルマグリフが平謝りする。

　その様子に目を丸くしていると、女性の横合いから声がかかった。

「ロード・メルアステアの助手でしたね」

　師匠だった。

　そのまま師匠が自己紹介に移る前に、眼鏡の女性は口元に手を当てる。

「わ。ひょっとして、あのロード・エルメロイⅡ世ですか！」

「……っ、多分、そのロード・エルメロイⅡ世ですが」

　率直すぎる物言いに、師匠が面食らう。

　すると、眼鏡の彼女はぐるっともう一度カルマグリフに振り返った。

「どうしたんですかカルマグリフ様！　略奪公まで来ちゃったら、カルマグリフ様じゃ、美味しいところ持っていかれるんじゃありません？　今の考古学科、あたしの給料ちゃんと払えますか？」

「……ティカ」

　カルマグリフが、額に手をおいて、天を仰ぐ。

「とりあえず無事でよかったと、言こと祝ほがせてほしい。そして、できれば君主ロードに挨拶をしてくれませんか」

「おお、イエス・サー！」

　ビシッ、と敬礼して、師匠に向き直る。

「時計塔考古学科で事務を務めてますティカ・メルアステア・トルマクです！　ロード・エルメロイⅡ世のお噂はかねがね！」

「あ、ああ」

　師匠にしても、滅多にないパターンだったのは間違いない。

　さまざまに印象的な人間に溢れるエルメロイ教室でも、まず埋もれない逸材ではあるまいか。

　そして、もうひとり、

「こちらも初めまして。ロード・エルメロイⅡ世」

　ラティオに肩を貸されたまま、先ほどの壮漢が頭を下げた。

　服装はアトラス院の制服らしい。

「ログ・クルドリス・ハイラムだ。クルドリスの当主名代であり、この発掘調査団の責任者、ということになっている」

　ティカと同様に数日閉じ込められていたはずだが、衰弱ぶりの違いは、おそらくシェルターの維持によるものか。時計塔の魔術師ならば、数日程度は体の水分や排泄もコントロールできるが、アトラス院も同様の能力はあるらしい。

「今、ラティオから聞いた。今回の件の解決に、力を貸してくれると」

「どうも、そういうことで呼ばれたようです。──半ばは私の義妹に騙して連れてこられたようなものですが」
















　ちら、と師匠の視線が、外周部の回廊に流れた。

「おおっと、もう発掘作業が終わってたか」

　と、そこからライネスも現れたのである。

　おそらく、プトレマイオスとの対話を終えたのだろうが、このタイミングは出番を見計らっていたと思われる。ギリギリまで情報収集につとめ、一番己の存在をアピールできるタイミングで登場するのは、いかにも彼女がやりそうなことだ。

「ログさんもティカさんも、お怪我がないようで何より」

　魅惑的な笑顔を向けて、ライネスが一礼する。

　そういえば、ラティオと同時にこの遺跡にやってきているのだから、当然このふたりと話す時間はあったのだろう。

　同時に、

「……これで全員か」

　と、師匠が低く呟いたのも耳に入った。

　もちろん、その意味は分かっている。

　容疑者は、全員揃った。

　アトラス院の錬金術師が四人。

　──ラティオ。

　──ログ。

　──クォート。

　──ジョゼッペ。

　時計塔の魔術師が三人。

　──カルマグリフ。

　──ティカ。

　──無論、ライネスも例外ではない。

　ファラオの密室殺人事件。

　名前だけ聞けば、極めてふざけたこの事件は、一体どのような形に収束するのか。

「…………」

　不安に揺れる思考は突然別の脅威によって遮られた。

　自分たちが通ってきた穴である。

　第一層・外周部とつながった穴から、異形が蠢うごめいたのだ。

「まだ……動く?!」

　あれほど念入りに焼かれた人蠍が、なおも稼働して、自分たちを追ってきたのだ。

　今度こそアッドを展開せざるを得ないか。

　そう考えた時、振り返った自分の横合いを、疾風が吹き抜けた。

　灰色の何かが、人蠍を貫いたのだ。

　たとえアッドを展開しても傷つけられるかどうか判じがたい人蠍の装甲を、その刃は易々と抉り抜いていた。

　骨の槍であった。

「……一体だけなら、な」

　ラティオに肩を貸されたまま、ログが右手を上げていた。

　その手の平に、大きな傷が抉れている。

　骨の槍はそこから射出されたらしい。

　物理的に考えれば、骨を失った右手はだらりと垂れそうなものだが、おそらくは新しい骨がすぐさま形成されているのだろう。

　ジョゼッペとクォートの、イシュタリオ家が皮膚使いだとすれば──ラティオとログの、クルドリス家は骨使いであった。

　ガシャン、と音がした。

　骨の槍に撃ち抜かれたポイントこそが再生の核であったか。

　今度こそ人蠍は崩壊し、幾多の歯車や発条といったパーツに分解していった。

　足元に転がった歯車を見つめ、師匠が口を開く。

「自らが最強である必要はない。最強たるものをつくりあげればよい、とはアトラスの格言だったな。……たかが番人一体で、これほどか」

　機械仕掛けの番人が消えた薄闇に、その硬い声が響いていった。








４









　アレクサンドリアの住宅地に、幽霊マンションと呼ばれる建物がある。

　新婚夫婦が発狂したとか、飛び降り自殺した者がいたとか、さまざまに囁かれ、バリケードで覆われた場所である。後年になって、そもそもマンションは完成しておらず、建物の内装も出来上がっていない状態であることが発覚するのだが……だからこそ、隠れ家にはもってこいだったろう。

　エルゴが目を細めた。

　ひびの入った窓から、夏の光が差し込んでいる。

「……君は、一体」

　と、呼びかける。

　縛られているわけじゃない。少なくとも見た目にはそうだ。

　体も自由に動く。

　テーブルに載せられたコップの水を飲むことも、首元に飛んできた蝿を追い払うこともできる。幻手を実体化することだって問題ない。

　しかし、逃げようとすることはできない。

　そういう動作に移ろうとしただけで、若者の体はぎこちなく停止してしまうのだ。

　このような呪縛は、かつてないことであった。

　仕掛けた相手は、目の前に座っている。

　シオンと名乗った、アトラス院の幼い少女である。

「さっきも話しました。私の任務は、アトラス院の内部監査のようなものです」

「……内部監査」

　裏切り者を捜している、と少女は言っていた。

　ならば、とエルゴは思う。

　その裏切り者とは、たった今、エルメロイⅡ世とグレイが接触している相手なのではないか。

　喉が渇くのを感じた。捕まっている己のことよりも、エルゴには自らの師と姉弟子の安否のほうがよほど気にかかった。

「貴方は、エルメロイⅡ世の弟子ですね」

「先生には……そう言ってもらってます」

「なるほど」

　と、シオンがうなずく。

　コンクリート打ちっぱなしの内装に、少女の紫の三つ編みが揺れた。

　その揺れ方さえ、幾何学的な気がした。

　人間というよりも、ヒトの姿をした数字と向かい合っているようだ。

　エルゴが見てきた中で、一番近い印象は日本刀だろうか。人を傷つけるための武器であるのに、それを突き詰めた結果、一級の美術品としても通用してしまった在り方。

　ラティオも似た印象があったが、シオンのそれはより研ぎ澄まされていた。

　それから、

「試すのは良くないですよ」

　と、シオンは付け足した。

「二度、私に危害を加えようとしたでしょう。一度目は死角からのパンチで、見えない方向ならいけるのではないかと考えた。二度目は足を引っ掛けるようにして配置して、偶然私にダメージを与える形ならいけるのではないかと考えた。怠惰でないのは褒めるべき長所ですが、相手を考えるべきです」

　少女の言葉は、正確にエルゴがやろうとしていた行動をなぞっていた。

　バツの悪そうな顔をするでもなく、若者は尋ねる。

「それも、錬金術師の力ですか」

「貴方の脳神経に接続しているエーテライトは、私の家系、エルトナム家に由来するものですね」

　シオンが腕輪を持ち上げる。

　その腕輪からミクロン単位の糸が流れているのを、エルゴは感知していた。

　エーテライトとは、その糸のことだろう。

「対して、高速思考と分割思考はアトラス院における基本デフォルトの能力です。アトラス院の錬金術師なら最低三つは思考を分割できる。今、そのひとつ分を貴方の脳神経の制御に向けていますので、貴方の処理能力範囲では何をしようとしても伝わります」

　シオンの物言いに、エルゴは息を止めた。

　以前、海賊島での事件でラティオと戦ったときにも、似たようなことはあった。

　高速思考と分割思考。

　アトラス院の錬金術師はそう呼ばれる能力によって、限定的ながら未来を覗くことを可能にするのだという。

　当時は分からなかったその能力の異質さも、今のエルゴには理解できた。

　たとえば──

「時計塔の魔術師とはずいぶん違うんですね」

「目的も方針も違いますからね」

　と、すげなくシオンが答える。

「本来、大気中の魔力は西暦に入ってすぐ消え失せるはずだったのですから、アトラス院はそのようなものに頼りませんでした。頼りになるのは、自分の体の内側だけ、ということです」

「……ラティオさんは骨をいろんなものに変えていました」

「そうでしょうね。クルドリスの家伝特質は、骨によって演算能力を向上させる、操作骨格エグゾフォルムです。とはいえ、貴方も時計塔の魔術師には思えませんよ。さっきエルメロイⅡ世の弟子だと言いましたが、本当は一体どういう関係なんですか」

「……それは」

　エルゴも言い淀んだ。

　実は記憶がないんですが、神様を食べてしまったようで、などと話せるはずもない。

「神を喰らった……？」

「え──」

「脳神経に接続していると言ったでしょう。完全ではないにせよ、貴方の脳を覗くことができます。神を喰らったとは俄にわかに信じがたいですが、記憶にアクセスしにくいのは確かですね」

　瞬きした若者に、シオンが続けた。

「だから、貴方に会話で連想していただくのが、手っ取り早いと判断しました」

　先ほどから会話に乗ってくれているのは、親切心からではなく、そういう目的あってのことだったらしい。

　シオンの瞳が、まっすぐエルゴを映している。

　若者を構築する一細胞の動きだって見過ごさない、と宣言している。

「物理的な部分においても、魔術的な部分においても、貴方の脳は大きく変質している。アトラス院の錬金術師にも同様の傾向はありますが、貴方とは比べ物になりません。神を喰らったなんて戯ざれ言が、真実味を持つぐらいに。そして、もしもそれが本当なら、貴方は見過ごしがたいイレギュラーです。場合によっては、私の任務の優先順位を入れ替えなくてはならないでしょう」

　くる、と腕輪をはめた手が回った。

　同時に、近くの机に置いてあった瓶が宙に浮き上がった。

　操り人形のように中空で踊った瓶が、次の瞬間、音もなく断ち割れた。彼女の操る不可視の糸は、その意思ひとつで比類なき刃へと化けるのだった。

「貴方の脳を切ることも、貴方を操って海に投身自殺させることもできます。お好みの方法ぐらいは聞いてさしあげますが」

　再び、身体が束縛されたのをエルゴは感じた。

　若者の幻手さえ無効とする、エーテライトの神秘。

　ばかりか、凄まじい痛みが、彼の全身の神経をつんざいたのだ。

　シオンの腕輪とつながったミクロン単位の第五架空元素エーテルによる糸は、まるで生き物のように背後から若者の脳神経へと食い入り、その信号を完全にジャックした。

　もはや、それは痛みというよりも、死そのものの感覚であった。

「いかがですか？」

　と、シオンは尋ねた。

「本来、人間が感じられる痛みにはリミッターがあるんです。自我を守るための機能ですが、今の貴方からは一時的に解除しています。風が触れるだけで、血管に硫酸を注がれた心地になるでしょう」

　冷たく、少女が囁く。

　アレクサンドリアの廃墟の中で、残酷な悪魔のように。

　しかし、痛みを与えているシオンが、次の数秒ほどで可憐な眉を寄せたのだ。

「どうして、今の流れで安心してるんですか。貴方、特殊な性癖でもお持ちです？」

「……えっと……それは、ごめんなさい」

　と、エルゴが痛みに喘ぎながら、応えた。

「謝るところとも思えませんが？　そこはせめて、命だけは見逃してもらえるように乞い願うところでは」

（──分割思考・四番、エーテライトの正常性を報告）

　言いながら、シオンは分割思考が診断スキャンした結果を確認する。

　何も問題はない。

　記憶には完全なアクセスができないものの、エーテライトは極めて高い精度で現在の思考を読み取っている。

　若者の態度には、一切の噓が混じっていない。

　与えている苦痛のレベルも、想定通り。

　たとえ、エルゴが本当に神を喰らっていたとしても、そんなこととは関係なく、抗いがたい激痛が若者を苛んでいるはずだった。

　だからこそ。

　彼女は、眉間の皺をきつくする。

　かすかな──本当にかすかな苛立ちが、そこには含まれていた。

「でも……君の理屈は通ってるでしょう……」

「当然です。私がアトラスの娘であり、導いた解が正しい以上、行動を変えることはありえません」

　シオンの視線は一ミリたりともズレない。

　エルゴの返しが気に食わなければ、すぐさま先ほどの宣言を実行して、エルゴの脳を切り尽くすつもりだった。

「だったら……僕には謝罪しかできない。だって、君の理屈を覆すほどの理屈は僕にはない。いろんな人のためとか考えると、本当に、ここで処理してもらう方が正しいかもしれないよ。……だけど、最近の僕は殺されたくはないんだ」

　喘ぜん鳴めいに似た声に、シオンは訊き返した。

「以前なら、殺されてもよかったんですか」

「うん。あの海賊島での僕は、何も欠けてなかったから」

「…………」

　シオンは、沈黙する。

　彼の情動を、エーテライトは正しく読み取っている。

　その感情を、シオンの分割思考は正しく解釈してしまう。

　海賊島にいた頃のエルゴは、本当に幸福で、満足していたのだと。

　若い海賊や子どもたちに囲まれ、遠坂凛から魔術世界のあれこれを聞かされていた日々に、何の不足もなかったのだと。

　きっと、あの頃に己の存在が誰かを脅おびやかすと言われたら、若者は素直に命を差し出したろう。

「でも、今は違うと？」

　シオンの誘導に従って、エルゴが連想する。

　偽りも駆け引きもない思考が、シオンの疑問に即答した。

「勝ちたい人が、いる？」

「はい」

　キッパリと、エルゴがうなずいた。

「一度負けて、もう一度は姉さんに割って入ってもらって、引き分けです。決着がつくまで、僕は誰にも殺されたくないです」

（……白若瓏バイ・ルォロン？）

　その名前も、シオンは読み取った。

　太祖龍テュフォンを喰らった、褐色の肌の青年。

　エルゴにとって、たったひとり、真に同胞と言える存在。

（本当に、そんなものが存在するんですか）

　直接思考を読み取っているのでなければ、信じられなかっただろう。

　神と、竜と。

　いずれも神代に遠く消え去ったはずの存在を、その身体に取り込んだ者がいるなど。

　ましてや、その若者を創りあげたのが、二千年も前の山嶺法廷と彷徨海と──当時のアトラス院であるなどと。

　シオンが追っていた事項も、アトラス院にとっては重大事である。

　しかし、規模スケールからすれば、この若者は大きく飛び越えてしまう。時計塔の君主ロードがふたりも関わっていることから、綱渡りのような道行きになろうとは想定していたが、よもやその入り口からこれほどのイレギュラーが現れるとは。

（教官たちの判断を仰ぐ？）

　ちらっと考えて、すぐに分割思考の二番が無駄だと廃棄した。

　彼らの性能では、決断まで半日はかかるだろう。

　これほど込み入った状況では、その遅れが致命的になりかねない。院長ならば、すぐさま判断を下すだろうが、あの演劇狂いは一年に数回しか姿を現さないのだった。

　それに、なんだかシオンは目の前の若者が気に食わなかった。

　ぐい、と右手を引っ張る。

　椅子に座っていたエルゴの身体が、ふっと前のめりになる。

　束縛から、解放したのだ。

「……いいんですか？」

「どうにも特殊な嗜好をお持ちのようですから、苦痛は最適なアプローチではないと判断しました。どの道、エーテライトはつながったままなので、私を傷つける行動はできません」

　シオンの切りつけるような物言いに、エルゴが首をすくめた。

「ひょっとして、僕、怒られてる？」

「怒ってなんかいません。呆れているだけです」

　と、少女が返す。

「なんですか、また楽しくなっているようですが」

「いや、僕は年下の女の子に、いつもお説教されているなって」

　と、エルゴは苦笑した。

　若者が思い浮かべた顔が、シオンにも伝わった。

「……やっぱり、貴方、状況が分かっていないのでは。私はそのふたりのようなお友達ではありません」

　迷惑そうに、少女が言う。

　それから、

「貴方へのアプローチとして、連想を促すよう、こちらの事情を話します。意見はいらないので聞き流してくれれば結構です」

　と、若者の目を見つめる。

　エーテライトを疑っているわけではないが、この若者の異質さが無視できない以上、表層に浮かぶ情報も重要度が上がってくる。

　ゆっくりと、話し出す。

「もともとの私は、遠坂凛を拘束するつもりでした。エルメロイ教室と略奪公の情報は集まってますので、正面から接触してはこちらの秘事を暴かれる恐れがあると考えたからです。弟子を拘束した上で、こちらの優位に短時間で交渉を進めるのが、最適のアプローチと判断しました」

　目の前の若者についての情報はなかったが、だからこそシオンは奇襲を正当化した。

　イレギュラー要素こそ、最初に排除すべきだからだ。

　少女が調査にあてられたのはさほどの時間ではないが、エルメロイⅡ世という人物の特殊性は十分に理解できた。かの君主ロードは決して優秀な魔術師ではないが、余人の見落とすようなところから抜け目なく逆転の一手を指してくる。

　乏しい才能で、現代魔術科を維持し続けられるのは偶然ではない。

　おそらく、他人の弱みにつけこむのが、異様に巧いのだろう。

　略奪公として有名な、他人の魔術を解体して特許申請してのけた案件はもちろん、多くの魔術師が彼を与くみしやすしと見ては、逆に大きな被害を受けている。

　情報の欠損こそあるが、初めてエルメロイⅡ世の名前──その本名であるウェイバー・ベルベット──が囁かれた第四次聖杯戦争とかいう極東の儀式からして、まだ未子フレームにもならなかった頃の彼が、数々の強者を出し抜いたのは確かなのだ。

　ばかりか、この時に殺害されたという先代ロード・エルメロイの地位に、彼は収まっている。

　悪意的に考えれば、先代エルメロイの殺害からして彼の陰謀。

　好意的に考えれば、先代エルメロイが己の死をもって、以前から目をかけてきた弟子に道を譲ったということになるだろう。

　どちらにしても、侮れるはずがなかった。

　あくまで噂でしかないが、アトラス院の院長と接触したという話もある。院長というのはまず何かの間違いであろうが、仮にアトラス院の上層部と癒着している場合、シオンの計画を根底から覆される可能性すらあり得る。

　ならば、いかに略奪公であろうと対応できないぐらいに、あらかじめすべての手を摘み、人質などを取って短時間で交渉を決着させるしかない。

　そういう覚悟で、シオンは遠坂凛たちへの先制攻撃に臨んだのであった。

「エルメロイⅡ世という人物に対して、私は最大限の評価をしています。このタイミングで、アレクサンドリアにやってくるところからして、魔術世界の異変を見落とさない慧けい眼がんと言えるでしょう」

　言いながら、シオンの分割思考は、若者の思考を診断スキャンしている。

　記憶へのアクセスが限定的なため、時系列に置き直すのに手こずったが、この数週間ですらかの君主ロードは驚くべき冒険を成し遂げていた。

（……やはり）

　と、舌を巻く。

　ただものではない。

　遠坂凛たちが別行動しているタイミングで襲ったのは正解だった。Ⅱ世とその内弟子が揃っていたならば、生徒のひとりを拘束するのも叶わなかっただろう。

　そして、思考の一部に、彼女は探していた情報を見つけた。

「……ラティオ……！」

「ラティオさんが、どうかしたんですか」

「意見はいらないと言いましたよ」

　すげなくシオンが返す。

「ですが、答えましょう。アトラス院において、絶対の戒律を破った者がいるのです」

「戒律？」

「自己の研究成果は自己のみに公開する」

　赤毛の若者の問いに、シオンは言う。

「それこそが絶対にして唯一の戒律です。しかし、今回その戒律を破った者がいると私は判断しました。そして、エルメロイⅡ世がその相手に関与している可能性が極めて高かった。ええ、今の貴方の思考から裏付けも取れました。やはり、ラティオ・クルドリス・ハイラムは外部の魔術師と接触していたと──！」

　つい、声に安堵が混じってしまった。

　君主ロードの弟子への攻撃は、少女にしても相当な決意を要したのだ。だが、今回、その賭けに彼女は勝った。

「アトラスの六源の中に、研究成果を流出した者がいると判断して二ヶ月。やっと尻尾を摑みました。幸い、貴方がたとは一時的な協力関係に過ぎないようですね。これなら時計塔を敵に回さずともすむでしょう」

「…………」

　エルゴは、すぐに答えない。

　若者が躊ちゅう躇ちょしていることも、シオンには感じ取れた。

　優しい性格なのだろう。

　ラティオには初対面の海賊島で殺されかけたはずなのに、それでも疑うことを躊躇ためらってしまうぐらいに、この若者はお人好しなのだ。

「他にも、ラティオさんを疑う理由があるんですか」

「もちろんです」

　と、シオンはうなずく。

「三年前、本来クルドリスの後継者となるはずだった彼女の弟が、不審死を遂げているからです」
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「どうなってるの……？」

　小さな緑柱石エメラルドをこめかみに当てて、凛は呆然と呟いた。

　シオンの隠れた廃墟から、数百メートルほど離れた路地裏である。

　逃亡したと見せかけつつ、凛はふたりを追っていたのだった。

　エルゴにも話してないが、彼の衣服には宝石の欠片かけらを忍ばせてある。

　今、やっているのは、その宝石による盗聴タッピングだ。

　魔力の気配に感づかれないよう、限りなくエルゴの波長に溶け込ませている。エルメロイⅡ世に学んだ、五大属性アベレージ・ワンとしての技術の応用であった。

「エルトナム家……って、やっぱりクルドリスと同じ、アトラスの六源よね」

　時計塔でいうところの、君主ロードの家系のようなものだ。

　海賊島の事件で、ラティオが話したのを、凛は覚えていた。




　──『同じアトラス院のエルトナム家が自らの神経としてエーテライトを扱うように、クルドリス家は自らの骨としてエグゾフォルムを扱う』

　神経を扱う、と言っていた。

　だから、逃亡する直前のエルゴの様子で、脳神経を干渉ジャックされたのではないかという目星をつけて、早々に姿をくらます判断ができたのだ。

　系統こそ違うが、凛も魔術によるハッキングを修めているからだ。

　しかし、盗聴タッピングから得た情報は、そんな凛の想像も超えていた。

（アトラス院の……裏切り者？）

　これが時計塔なら、派閥同士の争いと割り切れる。

　もともと家系同士の仲が悪く、足の引っ張り合いなら百年でもやっていられるのが、時計塔という舞台だからだ。

　だが、アトラス院は？

（……意外と、そういうイメージは薄いわね）

　時計塔が足の引っ張り合いになるのは、結局リソースが有限だからである。

　他人と分け与えられた神秘は薄れるし、権力にしても資産にしても共有シェアには限度がある。

　だが、アトラス院の場合、そもそも関わり合いが薄い。

　人間の運営する組織なのだから、もちろん嫉妬もいがみ合いもあるだろうが、「自己の研究は自己にのみ公開する」という戒律が、交流そのものを遮断してしまう。わざわざ組織となっている以上、必要最低限のつながりはあるにせよ、足の引っ張り合いという、ある意味濃い関係性にはなりえないのではないか。

「なのに、裏切り者……？」

　思考が、これまでの情報を精査する。

　まず間違いなく、時計塔とアトラス院の合同発掘調査団のことではあろう。

　アトラス院だけならともかく、ロード・メルアステアが絡んでいるならば、考えられるパターンは途端に激増してしまう。

　考古学科メルアステアは、時計塔においてあまり意識されない学科ではあるが、なにしろ中立主義のトップである。伝統に裏打ちされた根は深く、時計塔の隅々まで行き渡った人材の枝葉は豊かだ。

　とりわけ、秘蔵した礼装の質と量が群を抜く。

　アトラス院の錬金術師と、考古学科の知識や秘宝が組み合わされば、どれほどの奇跡が起こせるか、凛にも想像がつかない。

「相当入り組んでない、この事件……」

　重い呟きが、海と砂漠の国の、路地裏を彷徨さまよった。

　数秒で、ピシャ、と己の頰を叩いた。

　意識を切り替える。

　現時点で、意味のある思考に集中する。

「まずはエルゴの奪回を考えないとだけど、すぐにどうこうしそうな気配はないわね」

　エルゴの拷問を始めた時には、突入する寸前まで行ったが、以降は意外と安穏な感じで留まっている。

　あの若者の纏う空気のためかもしれない。

　海賊島でもそうだったが、あれほどに怪しく、絶大なる力を持ち合わせているというのに、エルゴという若者はこちらの警戒心を刺激しない。

　むしろ、話しているうちになぜか肩入れして、少しぐらいは協力してやろうか、という気持ちにさせられる。海賊島の子どもたちが、ことごとく懐いていたのも、きっと同じ理由だろう。

　昔の英雄ならば、カリスマと呼ばれるタイプの資質かもしれなかった。

（……それはそうと）

　思考を、少女の方に向ける。

　シオンという錬金術師が扱うエーテライトは、相当に厄介だ。

　おそらく、互いに動いている戦闘中に脳神経をジャックするほどの真似はできまいが、気を抜いているときに不意打ちされたら致命的だ。

　また、エルゴとのやりとりを見る限り、他にもさまざまな応用法があるはずだ。

（……アトラス院の錬金術師にしても、ちょっとおかしい性能スペックじゃない？）

　考えながら、凛は魔術回路を研ぎ澄ませる。

　盗聴中の情報を、ひとつでも聞き落とすまいと。

　そして、呟いた。

「ラティオの弟が、不審死……？」
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「ラティオさんの、弟……？」

「知らなかったようですね」

　エルゴを観察しながら、少女が囁いた。

「アトラス院において、必ずしも家系は重要視されませんが、六源は例外です。クルドリス家においては、ラティオの弟であるサイファ・クルドリス・ハイラムはその後継者と目され、長らく育てられてきました」

「サイファ・クルドリス・ハイラム……」

　そんな人間がいることを、エルゴはまったく知らなかった。

　いや、そもそもラティオという人間について知らない。

　海賊島とシンガポールの海で二度戦い、一度は共闘したが、それきりの縁である。エルメロイⅡ世の義妹と今は協力体制にあるそうだが、これも伝聞に過ぎない。

「しかし、このサイファが三年前に溺死したんです」

「……溺死？　溺死って、本当に水に溺れたんですか？」

「そのままの意味です。加えて言えば、このアレクサンドリアの海です」

　表情を変えず、シオンが説明を続ける。

「もちろん、このアレクサンドリアでも海が荒れることはあります。発見されたのが嵐の翌日だったという記録もあります。ですが、アトラス院の錬金術師がリゾート地で溺れて死ぬというのは、いかにも不可解な事件でしょう」

「それって……当時は調査が入らなかったんですか？」

「とはいえ、アトラス院はそもそも他人への興味が薄い組織ですからね。一般の警察も、とりたてて事件性を見出さなかった。……ラティオという錬金術師の行動は、この頃から急に変化するのです」

「……変化、ですか」

「ええ。アトラス院にずっとこもっていた彼女が、積極的に外界へと出るようになった。研究を漏出させた証拠は摑めなかったですが、各所の依頼を引き受けることを条件に、さまざまな情報を引き出していたようです。そして先月、シンガポール近海で、ついに貴方と接触するに至りました」

「…………」

　シオンの言葉に、エルゴは当時のことを思い出した。

　骨の巨人であるタンゲレや、多くの使い魔を率いて、彼女は海賊島を襲撃した。

　あのときのラティオは、何千年も前のクルドリスの悲願を果たしにきたのだろう、と考えていた。エルメロイⅡ世も、おおよそ同じ結論を話していた。

　だが、本当にそれだけだったのか？

　シオンの言う三年前の事件も、ラティオの行動に絡んでいたとしたら？

　ラティオは、エルゴを手に入れることで、一体何を達成しようとしていた？

「今、ラティオは海底にいます」

「え、海底？」

「はい。海底に存在する、アレクサンドリア大図書館です」

　とんでもない発言に、若者が目を白黒させる。

　初めての国の廃墟で、十歳足らずの少女に束縛されていた──なんて状況が、意識から吹き飛んでしまうぐらいの衝撃はあった。

「それってあの、世界史に出てくるアレクサンドリア大図書館ですか？」

「厳密に言えば、それと同時に、当時のファラオ・プトレマイオスとアトラス院の契約によってつくられた、もうひとつのアレクサンドリア大図書館ですね。遺失物ロストナンバーとして存在するらしいとは以前から囁かれていましたが、今回正式に、時計塔とアトラス院の合同発掘調査団が結成され、調査のメスが入ることとなりました。エルメロイⅡ世とその内弟子も、ここに誘われているはずです」

「……何してるんですか、先生」

　思わず、素で言ってしまった。

　いや、あの先生が異常なほどの巻き込まれ体質なのは、すでにこの身で実感しているのだが、さすがに海底の大図書館という言葉は破壊力があった。

「私が乗り出したのも、この合同発掘調査団の周辺で、アトラス院の研究と思しいコードが発見されたのです。すぐさま露見しないよう、何重にも暗号化などの対策を取っていましたが、結論として八十二パーセントの確率で、これはアトラス院の錬金術師の研究だと判断できました」

　淡々と、シオンが話す。

「時計塔との合同調査であることと、完全な裏付けがとれていないことから、教官たちはまだ動いてませんが、私はこれをアトラス院への裏切りと捉えました」

「つまり……これって君の独断？」

　エルゴの問いに、シオンがむっと唇をへの字にする。

「関係ありません！　私もすでに教官としての地位と権利を授かっています！　大体、私の独断でもなんでも、アトラス院ならざる貴方に意味をなさないでしょう！」

「う、うん」

　勢いに押されて、エルゴがうなずく。

　その様子に、少女も感情的になったことに気づいたか、こほんと咳払いする。

「正直に言えば、私も手をこまねいていたのです。海底の遺跡にこもられてしまっては、私が追う手段がありません。アトラス院の教官たちに追加装備の許可を申請してはいますが、現状のアトラス院の速度を考慮すると、装備供出までの時間差で、犯人を取り逃がす可能性が四割以上あります」

　関係性のすべてが見えきらないうちに、エルメロイⅡ世の縁者を襲ったのも、これが理由だった。

　現状のシオンには、時間が足りない。

　研究を流出させた犯人がラティオだとしても、合同発掘調査団の他の人間だとしても、それを海底まで追う手段がない。

　もちろん、いずれはあの遺跡から出てくるだろうが、ここで取り逃がせば、もう追いかけられなくなる可能性は高かった。

「……ですが」

　と、少女は囁いた。

　椅子にぽつねんと座った若者を見やる。

　ほんの少し前まで、本気で拷問していたことを、この相手は覚えているのだろうか。こちらが腹立たしくなるほどに、彼はのほほんとした顔を晒している。

　いいや。

　そもそも、シオンはそれがまともかどうか判断できるほど、外界の人間と接触がない。

　アトラス院でさえ、彼女はずっと孤独だった。

　エーテライトは彼女を無敵にした。

　まだ十歳に満たないことなど、何の問題にもならない。

　あらゆる知識は、他人から簒さん奪だつすれば良い。エーテライトを手た繰ぐるだけで、どれほど優秀な頭脳であろうと、彼女の前にあらゆる情報を開陳した。単に脳神経だけではなく、魂の設計図である霊子にさえ介入し、その思考法則を読み取ることも可能だった。

　エルトナム家の家伝特質があるとはいえ、扱い困難なエーテライトをここまでの異能にせしめたのは、現院長以来と謳われた、彼女の稀け有うな才能あればこそだ。

　たった八歳でアトラス院の教官の地位と、特使の権利を拝受したのも、その絶大な情報収集力ゆえに他ならない。

　代わりに、エーテライトは彼女を孤独にした。

　誰もが孤独に世界の守護を追い求めるアトラス院でも、なお恐れられ、憚られ、忌避されてきた。

　当然だと思う。

　誰だって魂にまで介入されたくはないだろう。

　時をかけて研けん鑽さんし、精錬してきた智慧を奪われたくもないだろう。

　それでも、シオンはその技術が合理的なものだと信じて、疑わなかった。

　己の未来に問題なんてない。

　あるわけがない。

　そんな理由が見当たらない。

（……カット。二番停止）

　無駄な思索を続ける己の分割思考いちぶを、封印する。

　赤毛の若者へと、視線を戻す。

「ですが、貴方を確保できたのは、望外の幸運でした」

「僕が？」

「ええ」

　本気で、シオンは口にする。

　イレギュラーが恐ろしいのは、それが己の制御下にないからだ。

　一旦こちらの手に入れてしまえれば、絶対の切り札ジョーカーにもなりうる。

　神を食らった若者。

　現代とは掛け離れた、圧倒的な神秘の格とは別に、この札は使いようがある。

「貴方を拘束した今なら、ひょっとしたら彼らに迫れるかもしれません」
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　その問答を、凛も聞いていた。

　何秒か、沈黙してしまった。

「海底の、アレクサンドリア大図書館……？」

　ほとんど妄想に近い情報だ。

　しかし、それならば、グレイからのメールもうなずける。

　時計塔とアトラス院の合同発掘調査団。

　さらには、ロード・メルアステアの来訪。

　大袈裟とも思える陣容も、目的がこれほどの遺跡ならば、真実味を帯びてくる。

　世界史にも名高い、かのアレクサンドリア大図書館──そして歴史の裏に隠された、もうひとつの大図書館が、海底に存在していたとは。

「次から次へと、本当に飽きさせないわね」

　彼女の瞳に、焰が燃えていた。
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　第二層に、自分たちは拠点をつくっていた。

　水晶の林に、まるでシャボン玉のような半透明の円蓋ドームが盛り上がっている。

　指で触れるだけで割れそうなのに、つついてもその部分が伸びるだけで、一定以上伸ばそうとすると、ガチリと硬化する。

　どうやら潜水艇と同じく、アトラス院の道具ツールらしい。

　外敵から身を守り、同時に視界を確保可能なテント。

　説明によると、こちらからの視界だけ確保して、テント自体は完全に透明化する──周囲の風景に溶け込ませることも可能らしい。

　テントの中には、五人がいた。

　師匠と自分のほか、

　ラティオ、

　ログ、

　ライネス、

　の、計五人である。

　助け出されたばかりのログは、布の上に横たわっている。

　残りの人員は、第二層につくられた、もうひとつの拠点に集まっているはずだった。

　やがて、

「かまわないかな、ロード・エルメロイⅡ世」

　と、ログが逞たくましい上半身をもたげた。

　筋力によるものではない。

　壮漢の体の側面に、灰褐色の触手めいた何かが生えていた。

　骨の触手、というべきだろうか。ラティオと同じエグゾフォルム──アトラス院の骨使いとしての能力らしい。

　その灰褐色の触手が、壮漢の身体を支えていたのだ。

　いまだ、疲れが顔に張り付いている。

　それでも、十分会話できるところまで持ち直したのは、ラティオが打っていた注射によるものだろうか。アトラス院ならば、現代科学を大きく上回る賦ふ活かつ剤を用意できたとしても、おかしくはあるまい。

「寝たままで大丈夫ですよ」

「いいや、もう十分休ませてもらった」

　言ってから、ログが師匠に頭を下げた。

「娘のラティオがあなたと戦ったと聞いている。にもかかわらず、今回内弟子まで連れて手伝っていただけることに感謝する」

「魔術世界においての敵味方は、あくまで立場の相違だけのことです。それに、今回は義妹いもうとのライネスに依頼されてのことなので」

「そう言ってもらえると、助かる」

　と、ログは瞼を閉じた。

　つい先週、自分たちが日本にいたからかもしれないが、どこかしら昔の武士を想起させる人物だった。

　師匠が、質問する。

「あなたがクルドリス家の名代、ということでしたね」

「当主は我が父だ。ラティオからは祖父にあたる。しかし、こちらはまず世界に出ることはないので、このログが名代となっている」

　独特な喋り方も、この家系の特徴なのかもしれない。

　どちらも、己のことを客体に置いた──一人称をあまり使わず、己のことを個体名で言うあたりも多分同様の理屈なのだろう。

「セキュリティキーのことも聞いた。おおよそ、第二層で孤立している間に考えていたことと、状況は一致している。カルマグリフとも少し話したが……この状況では、我々はアレクサンドリア大図書館から外には出られない」

（え──）

　声に出ないよう、つい口を押さえてしまった。

　すると、ライネスが言った。

「犯人が、セキュリティキーを外部に運ぶ可能性があるからだね。なにしろ、ロード・メルアステアにまで追跡子トレーサーをつけたぐらいだ。万が一にもその危険は避けたいんだろう？」

「はい」

　と、無精髭の生えたログの顎が揺れた。

「だから、最深部の管理棟に入る必要がある。管理棟に直接介入すれば、セキュリティキーなしでも、大図書館のデータを閲覧できよう。ある程度制限はかかるが、今回の発掘調査としては十分な成果を達成できると、このログは考える」

「賢明だと思います」

　と、師匠が感想を述べる。

　自分としては、凛とエルゴと連絡が取れないのが気にかかるが、この状況ではどうしようもない。過剰に心配をかけてなければ良いのだが。

　一度、半透明の円蓋ドームを見返してから、師匠がログに尋ねた。

「ただ、こちらからも念のため確認させていただきたい」

「もちろん」

「まず、拠点をふたつに分けた理由ですが……これは、我々の中に、セキュリティキーを奪った裏切り者がいる可能性が極めて高いからですね？」

　いまいち、その理屈が分からなかったので、質問してしまった。

「あの、こういう場合って、全員一緒の方がいいんじゃないですか？」

　師匠が振り返る。

　軽く、その唇を笑みが刷はいた。

「フラットにスリラー映画でも観させられたか。確かに、普通のスリラー映画なら、全員一塊になってる方がいい。その中に犯人がいるとしても、互いに監視しやすくなるからな。だが、我々は魔術師や錬金術師で……つまりは、全員がマシンガンやライフルも凌駕する殺人手段を持っているだろう？」

「あ、つまり──」

「全員一緒だと、全員をまとめて殺す機会を増やしてしまう」

　ぞくり、と背筋が冷えた。

　想像できてしまったからだ。

　他人だけではない。

　自分だって、やろうと思えば、できてしまう。

　ほんの数秒の隙を見つけて、〈最果てにて輝ける槍ロンゴミニアド〉を解放してしまえばよい。もちろん、居並ぶアトラス院の錬金術師や、ロード・メルアステアとその助手が、驚天動地の手段で阻むかもしれないが、殺害可能性のある手段には間違いない。

「発掘調査時には仕方ないタイミングもあるがね。せめて休憩時には避けておきたい。かといってバラけすぎれば、犯人も自由になってしまうから、ふたつに分けておくぐらいが適切だろう」

「仰る通りだ」

　と、ログが認めた。

「イシュタリオの側──クォートとジョゼッペも、今回のセキュリティキーの喪失を事故とは考えていない。そして犯人がいるならば、高確率で発掘調査団全体に危害を加えるだろう。実際、あのタイミングで、このログとティカが孤立したのはそういう意図があったと思われる。ひとつ間違えれば、ふたりともあの場で死んでいた」

「ログさんのつくったシェルターがなければ、ですか」

「そうなる。幸い、番人の攻撃手段では、エグゾフォルムを上回ることはなかった」

　第二層に突入した直後、発見されたログのシェルターには何度も切り付けられた跡があった。もしも、シェルターが耐え抜けていなければ、あの場にはログとティカの惨殺死体が残されていただろう。

「……では、もうひとつ」

　師匠の眼差しが、色を深くしたように思えた。

　見据える対象が、増えたのだ。

　ログだけではない。

　ラティオの表情も確認しながら、形の良い唇が震えた。

「アトラス院は、今回の発掘調査で何を目的にしてるんですか」

　その問いに、拠点内の空気が固まった。

　構わず、師匠は続けた。

「純粋な学術的好奇心もあるでしょうし、ロード・メルアステアは実際それが理由かもしれません。ですが、アトラス院のメンバーの全員がそれだけではありますまい。アトラス院は組織ではありますが、その構成員は時計塔以上に孤立している。隣の研究室で何をしているかも知らないのが時計塔の普通ですが、アトラス院では義務に近い」

　ロード・メルアステアも言っていたことだった。

　自己の研究成果は自己にのみ公開する。

　それが、アトラス院における絶対の戒律だと。

「なのに、今回は過去の研究記録があるアレクサンドリア大図書館を、ロード・メルアステアまで取り込んで発掘しようとしている。これは矛盾ではないですか」

　ちり、と頭の中で、火花が散ったような気がした。

　自分も抱いていた違和感に、今の師匠の言葉で近づいたような。

　さらに、師匠は言う。

「この発掘調査は、どこまでアトラス院の許可を得ているものですか」

　ログは、すぐには答えなかった。

　やがて、ため息をついた。

　肺の底から汲み出した、深い吐息だった。

「魔術師らしくない方だ」

　と、ログが言った。

「どうして、そんなに、たかが理由を気にされる。時計塔の魔術師ならばなおさら、足元の闇の深さを覗き込めば辛くなるだけなのでは？　鴉からすが自分の羽の黒さを知ったところで、何ひとつ世界は変わらないのに」

「私も、そう思います」

　師匠の眉間の皺に、苦さが滲んだ。

　半透明の膜の向こうで、いくつも立ち並んだ水晶の柱に、さまざまな角度で師匠が映っていた。どの師匠も、それぞれに違う悩みを抱えているようだった。

「だが、どうも、私はこの方法しかうまくできないようなんです」

「人がとりわけ好きな者か、人がとりわけ嫌いな者しか、進めない道だ」

　ログの表情は変わらず、しかし、声音が少しだけ和らいだ。

「アトラス院において、このログは上級教官の立場にあたる。その権利を使って、この遺跡を調査するための潜航艇や他の道具ツールを用意することは審査を得なくても可能だった」

「……正式な審査を経れば、許諾が下りないかもしれなかったと？」

「少し、誤解がある」

　と、ログは言った。

「アトラス院において決定的に禁じられているのは、あくまで自己の研究の公開だ。他人の研究を探ることは必ずしも禁じられていない。でなければ、イシュタリオのふたりも加わらなかったさ。それに、アトラス院は戒律破りに対して、時計塔の封印指定執行者ほどの執行機関は持っていない。よほど目に余った場合、他の組織にも指名手配の回状を出すが、それまでは猶予があるんだ」

　ログの口元に、野太い笑みが生じる。

　たとえ罪を犯しても、貫くべき信念を持った者の貌かおであった。

「……だから、急いでいるんですね。正式な審査で否と言われる前に終わらせようと」

「解釈はお任せしよう。だが、このログにはどうしても達成すべき研究がある。イシュタリオのふたりも同様に考えている」

　一瞬だけ、娘──ラティオの方に、視線が揺れた。

　彼女は、エルゴの事件のために、この発掘団に急遽加わった。

　だから、今の話の例外かもしれない、ということか。

　……それとも、別の理由があるのか。

「ならば、犯人は裏切り者ではないのかもしれません」

　師匠が言う。

「むしろ、犯人はアトラス院の戒律を守ろうとしている。そうではありませんか」

「…………っ！」

　軽い衝撃と、納得が、同時に胸を叩いた。

　それならば理屈は通じる。

　犯人は裏切り者ではなく、裏切り者であるログたちを始末しようとしている内ス通パ者イなのだとしたら。

「ラティオもその可能性を考えてはいた」

　それまでずっと聞いていたラティオが、口を開いた。

「ラティオたちの研究はひとりで追いかけるものだ。だから、ラティオだって父さんの研究も知らない。だけど、このアレクサンドリア大図書館の発掘が成功すれば、少なからず、過去の研究が垣間見えてしまうだろう」

　ログとよく似た喋り方だった。

　確かに親子なのだ、とこんなときなのに思ってしまった。

「もちろん、それでも必要だから、ラティオは加わった。アトラス院において、これが完全に禁忌であるかというと、意見が分かれるだろう。その意見の分かれ目に我慢ならず、妨害工作を仕掛けてくる者がいてもおかしくはない」

「最悪のクローズドサークルだな」

　と、師匠が吐き捨てた。

「もしも、これが本当に動機ホワイダニットだとしたら、発掘調査団全員にあてはまる」

「おっと、兄上。その言い草は私も疑ってるな？」

「当然だ」

　ライネスの軽口に、師匠が嚙みつく。

　だが、実際その通りだった。

　発掘調査自体が、アトラス院の戒律に触れるなら、敵の可能性が無尽蔵に膨らむ。

　ロード・メルアステアや、その助手にしたところで、他のアトラス院から妨害依頼を受けていないとは限らないからだ。

　少し考えてから、師匠はこう呼びかけた。

「ファラオ・プトレマイオス」

「ふむ。やっと吾あを呼んだナ？」

　それまで近くでうずくまっていた機械仕掛けの鳥が、金属の翼を広げたのだ。

　ログも、ラティオから話を聞いていたのか、驚きはしなかった。

「先ほどの番人は、本来第三層にいるはずだと聞きました。どうして、第二層に来たのか分かりますか」

「ううん、今の吾あの機能は制限されているものでネ。裏口バックドアを使った接続も試してはいるが、まだまだ時間はかかりそうだ」

　機械仕掛けの鳥が、器用に翼をたたんで、嘴くちばしのあたりに触れる。

「とはいえ、基本的な機能設定については言える。あのタイプの番人は、第三層に重点をおいてはいるが、第二層も時々巡回するようになっている」

「偶然かもしれない？」

「可能性としてはな。あの地点にログの作ったシェルターなんて異物があったから、一体をそこに張り付かせていた、というのもなくはないサ。お前が気にしてるのは、セキュリティキーを奪った犯人が第三層の番人を呼び寄せたんじゃないか、ってことだろう」

　プトレマイオスの最後の言葉に、師匠がうなずいた。

「その話しぶりだと、違うのですか」

「いや、違うと限ったわけじゃないサ。だが、セキュリティキーだけを持っていたところで、このアレクサンドリア大図書館のすべてを操作できるわけじゃない。そいつはもともと管理部の機能だからナ。セキュリティキーだけじゃあ、本人が認識した範囲でしか操作できないだろう」

「……本人が認識した範囲に、限る？」

　鸚おう鵡む返しに言って、師匠が眉間に指をやった。

「どうだね、兄上？」

　ライネスが言う。

「まあ、私からすれば命を狙われてない時の方がレアだが、この状況だとアレクサンドリア大図書館が丸々敵に回りかねない。座視しているには限度があるだろう。ここは何か兄上の悪どい知恵を借りたいところだが」

「借りたいとか言いながら、悪し様に言うな」

　そう返してから、師匠が懐から葉巻を取り出す。

「構わないかね」

　と、周囲に断ってから、先端をシガーカッターで切り落とした。

　マッチで炙りつけるようにして、火を灯す。

　甘い香りが漂った。

　今となって、数々の思い出と密接につながっている匂い。

　その葉巻を口にして、ゆっくりと煙を吐き出してから、師匠は言葉を紡いだ。

「この状況だと、ただの犯人捜しとはいかない」

　薄れていく煙を見つめながら、囁く。

「ゆっくり犯人捜しをしていれば、こちらが殺されかねないからだ。ならば、もっと積極的な炙り出しが必要になるかもしれない」

「確かに、探偵らしい顔とは言えないな。時計塔らしさが滲んでるぞ、君主ロード」

　ラティオの指摘に、

「む」

　と、師匠が唇を歪める。

　咄嗟に頰に触れたあたり、自覚はあるらしい。実はライネスと良く似た兄妹なのではと思ってしまう。

「だが、あなたが来るのを承認したのはラティオだ。方法はどうあれ、あなたの行動を支援しよう」

「それはありがたい」

「何をするんですか、師匠」

　自分も、改めて尋ねた。

　シャボン玉のような拠点の内側で、師匠はゆっくりと視線を向ける。

「ログさん、協力していただけますか」

　と、切り出したのであった。
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「──ここからは、第三層・禁書庫への攻略に移る」

　宣言したのは、ログであった。

　自力で歩行できるところまでは回復して、手には杖をついている。

　クルドリスらしく、己の骨から作り上げた杖であった。

　目の前には、今回のメンバーが勢ぞろいしていた。

　時計塔とアトラス院の合同発掘調査団。

　その全員である。

　半透明の拠点を出て、今は第二層の大きな扉の前に並んでいる。

「これは、第三層への扉ですか」

　自分の質問に、ログは淡く唇をほころばせた。

「その通り。こちらの解錠については、第二層に閉じ込められる前に取り掛かっていたんだ。あのシェルターにこもってる間も、分割思考の三つにキーコードの解読を実行させていてな。さっき試してみたが、どうやらうまく行ったらしい」

「じゃあ、もう第三層に入るのはできるんですね」

「そうなるな」

　うなずいてから、ログは他の発掘団員たちを見やった。

　ゆっくりと杖を持ち上げ、

「現段階での作戦は、三段階に分かれる」

　と、宙でぐるりと回した。

　杖の先に、図形が現れた。

　どうやら、周囲の水晶に、ホログラムを発生させる能力があるらしかった。この第二層が本来の大図書館であることを考えると、過去のアトラス院は情報の閲覧をホログラムでやっていたのだろうか。

　いや。

　ホログラムというより、それは霧であったろうか。

　ログが杖を回すのに従って、霧でできた粘土がこねられるようにして、みるみるうちにカタチを変えていく。

　第三層を表したカタチができあがると、ログは改めて杖で指し示した。

「まず第一段階は、潜入に向いた人材で、第三層をマッピングすること」

　第三層のカタチに、霧の人形が入っていく。

　多分、それらの人形が、発掘調査団を模したものなのだろう。

「この際の問題は、第三層を徘徊している番人たちだ。彼らの戦闘力は、すでに全員が確認しただろう。一体でも極めて危険。二体以上に遭遇すれば、ほぼ対処不能な状況に陥ってしまう」

　第三層のカタチに、赤い光がいくつも灯る。

　この赤い光が番人たちらしい。

　そして、第三層に侵入した霧の人形が、大きな扉へと到達した。

「第二段階は、介入に向いた人員で、第三層から第四層への道を開くこと」

　大きな扉が、ゆっくりと開く。

　霧の人形たちが、奥へと侵入する。

　すると、粘土のような霧がまた変形して、第三層の奥に新たなカタチを生んだ。

「第三段階は、第四層・管理部に接続し、必要な情報を回収すること」

　小さな墳墓みたいなカタチから、霧の人形たちが光を掲げる。

　そのまま、すう、と霧の人形たちが消えていった。

「以上で、ミッションコンプリートだ」

「おおよそ、潜入工作というわけですね」

　と、師匠が言う。

　自分も、その順番を頭の中で整理していた。

　数年前、時計塔の地下に広がる迷宮──霊墓アルビオンと呼ばれた場所を、師匠とのチームで探索したことがあった。あれはまさしくダンジョンアタックであり、未知の幻想種を退けながら、途轍もない深度までひたすら降りていく旅路であった。

　今回は、趣が違う。

　テクニカルと言えばいいか。

　単純に突破するのではなく、目的に合わせた行動とメンバーの設定や変更を、その都度要求される。

「第一段階には、ロード・メルアステアと助手のティカ、そしてジョゼッペとクォートの四人にお願いしたい」

「……まあ、そうなるでしょうね」

　少し困った風に、カルマグリフが頭を搔いた。

「未知の状況への対策は、ロード・メルアステアの方が豊富に持っているだろう。また、アトラス院への専門知識はジョゼッペとクォートが補える。ふたりの能力は隠密においても役に立つはずと、ログは考えている」

　確かに、納得のいく組み合わせだった。

　カルマグリフの対応力は、先ほどの番人の一戦でも見て取れる。助手のティカについては未知数だが、もともとサポートとして連れて来られているのだから、そうした能力は期待していいはずだ。

「そうすると、ログさんとラティオは第二層で待機ということですか？」

「いや、前のことがあるから、第一層の外周部まで戻るつもりだ。ロード・エルメロイⅡ世やライネスたちにも一旦同様に待機してもらう。つまり第一段階のマッピングが終わったら、ひとまず外周部まで戻ってもらい、改めて第二段階のチームを編成することになる」

「おや」

　これはちょっと意外そうに、ジョゼッペが言った。

「まあ、ログさんの体調を考えると、それがベターという気もしますね」

「この身の不手際で申し訳ないが、許してほしい」

　と、ログが頭を下げる。

　正直自分は、ひどくドギマギしていた。

　こういう演技は、あまり慣れていないからだ。

　最後にログの言ったことは、ほとんど噓だったのである。

　最初の人員の割り振りからして、ログの話した理由で選んだものではない。

　ログと話し合っていたとき、師匠はこう言ったのだ。




　──『犯人の炙り出しとして、チームの編成に口を出させてほしい』
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　──思考は、数十分前に遡る。




「ログさん、協力していただけますか」

　そう持ちかけた後、師匠はログにこう話したのだった。

「犯人の炙り出しとして、チームの編成に口を出させてほしい」

「チームの編成で、そんなことが？」

　訊き返したログに、師匠は首を縦に振った。

　自分たちを覆った半透明のシェルターが、揺れたように思えた。

「まず、今ここにいない発掘団のメンバー──ロード・メルアステアとその助手、ジョゼッペとクォートに第三層を調査してもらいます」

「メンバーとしては申し分ないが、それだけでどうにかなるのか？」

「肝心なのは次です。ログさんや他のメンバーは、第一層で待機する──という建前にしますが、実際はログさんとライネスにだけ第一層で待機してもらい、残ったメンバーは私も含めて第三層に潜入します」

「何？」

　ログの眉が寄った。

　自分にも、その意味が分からなかった。

　数秒かけて咀そ嚼しゃくして、やはり理解できそうになかったので、尋ねてみる。

「あの、師匠。先行しているチームに黙って、ということですか」

「そういうことだ」

　生真面目な顔で、師匠が肯定する。

　それでも分からない。

　どうして、そんなことを？

　すると、ラティオが口を開いたのだ。

「セキュリティキーで第三層に罠を仕掛けるとしても、あくまで所持者の認識できる範囲でしか使えないから、か？」

「はい。セキュリティキーを盗んだ犯人が誰かは分かりませんが、この発掘調査を妨害しようとしているのは間違いないでしょう。だったら、同時に調査するチーム自体をふたつに分けてしまえば、犯人は片方しか妨害できないことになります」

「あ……」

　師匠の説明で、やっと意図が吞み込める。

「でも、黙っている理由はなんですか、師匠」

「犯人に対策を取られる可能性を下げるためだ」

「もうひとつあるだろう、君主ロード」

　と、ログが言う。

「黙っているのに対策を取られたならば、このログやラティオが犯人の可能性を高く見積もれる。炙り出し、とはよく言ったものだな。与える情報をバラバラにしておくことで、犯人が誰であろうが動きにくくしたいんだ」

「申し訳ないです」

　さして悪びれもせず、師匠が言う。

　自分はそこまで説明されて、さらにもう十秒ほどかかってしまった。

（……つまり、犯人の炙り出しと、牽制を兼ねてるんだ）

　ひとつずつ、情報を整理する。

　自分の頭の回転が遅いのが、こういうときはもどかしい。

　さらに、ログが付け加える。

「さっきこのログとライネスにだけ残ってもらって、と言ったな？　だったら、このログとラティオが共犯である場合に備えて、そこも分割しておこうというわけだ。なるほどよく考えているな。時計塔の君主ロードというのはみんなそうなのか？」

「単に、私が臆病なだけですよ」

　師匠の言い分に、くすくすとライネスが笑う。

　彼女にしてみれば、師匠が渋い顔をしているのが面白くてたまらないのだろう。

「じゃあ兄上、私も確認しておきたいんだが、私とログで待機というのも互いに監視しておけという意味だな？」

「ああ。残った三人──私とグレイとラティオで、第三層を調査する。誰が犯人か分からない状態では、これが最善だろう」

「……なるほど」

　言いながら、自分は頭の中でメンバーを整理する。

　正式に第三層を調査するチームは、カルマグリフ、ティカ、ジョゼッペ、クォート。

　秘密裏に第三層を調査するチームは、師匠、自分、ラティオ。

　第一層で待機しているチームは、ログ、ライネス。

　誰も孤立させず、時計塔やアトラス院などの派閥だけで、ひとつのチームが占められるのも避けている。

　実に丁寧というか、言葉通りに臆病なぐらいだ。

　いっそ悪どいとさえ思う。

　師匠の性格が否応なく出た振り分けだった。

「む。レディ、何か言いたげだが」

「いいえ。師匠が能力を発揮できるなら、何よりだと思っただけです」

　実際、少しだけ嬉しかった。

　そんな風に感じるのは、おかしいかもしれないけれど。

「拙は、師匠が一緒においてくださるなら、問題ありません」

「……君をおいて出かけるなんて真似は、私にはできないとも」

「はい。よく覚えておいてください」

　複雑そうな表情の師匠に、念押ししておく。

　だいたい、こんな殊勝なことを言っておいて、この人がいざというときにどんな行動に出るか、自分は嫌というほど知っているのだから。

　それから、

「……お前、よくそんなこと考えるネ」

　呆れたような機械の鳥の声が、降ってきた。

「吾あが、唯一戦いたくなかったエウメネスを思い出すヨ」

「エウメネス……」

　確か、プトレマイオスともども、イスカンダルの臣下だったはずだ。

　イスカンダル亡き後、互いに殺し合ったという、後継者ディアドコイ戦争の将軍たち。当然プトレマイオスとも鎬しのぎを削りあったはずだ。

「どんな方でしたか？」

「へえ、お前、そんなことが気になるのか」

　師匠の質問に、機械の鳥が意外そうに首を傾かしげる。

「まあ、変なやつだったヨ。情に厚いかと思えば、簡単に人を見捨てたり。イスカンダルには筆で仕えていただけとか揶揄されてたくせに、実際に戦になれば負け知らずだったり。ははは、イスカンダルの小僧めが金に困って他の臣下に泣きついたとき、たんまり抱えてた私財を隠したまま頰かむりしていた、なんてこともあったぞ」

　殺し合った相手を語る口ぶりではなかった。

　幼い頃に友人と共有した、ちょっとした悪さでも懐かしむようだった。

「吾あからも聞いておきたい。この時代でも、イスカンダルはいまだに人気か？」

「ご存じないのですか？」

「吾あは現代の情報には疎うとくてな。ラティオとのやりとりで最低限は学んだが、そういう情報は足りない」

　機械仕掛けの鳥が笑う。

（……サーヴァントとは違うんだ）

　と、自分は思った。

　魔術にも、過去の英雄を召喚するものがある。

　おおむねサーヴァントや境界記録帯ゴーストライナーと呼ばれるそれらの個体は世界や聖杯から現代の知識を得ていたが、どうやらアトラス院による再現体のプトレマイオスは違うらしい。

　間をおかず、はっきりと師匠は答えた。

「史上最も偉大な王のひとりです。どこの誰に聞いてもこの評価は覆らないでしょう」

　何の衒てらいもない、事実を告げる口調。

　確かに、名高きイスカンダルであればそうだ。世界への影響という意味で、かの王に比肩する英雄自体、そうは見当たるまい。

　だけど、それ以上の何かが、師匠の言葉にはこもっていた。

「……そうか」

　と、鳥は呟いた。

　ひどく、重い声だった。

「そうか。あの小僧がナァ……」

　第二層に聳え立つ水晶の柱の間を、その声はなぜだか寂しそうな響きを帯びて、吹き抜けていった。
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　第二層が水晶の林ならば、第三層は水晶のジャングルに近かった。

　水晶の柱が、いくつも立ち並んでいることは変わらない。

　だが。

　それらの柱から枝が伸び、花が咲いている。

　より正確に言えば、枝や花としか言いようのない突起物が生えているのだ。ばかりか、床には水晶の根が伸び、互いに水晶の茨を絡ませて、シュールレアリズムの絵画的な様相を呈していた。

　こんな中を彷徨えば、気づかぬうちに、吐息までも水晶に変じるのではなかろうか。

　肌も爪も髪さえも水晶に置き換わり、やがては血管を流れる液体さえも、水晶のそれとなるのだろうか。

　そんな妄想を搔き立てられる光景ではあった。

　探索の第一段階として潜入したチームは、四人。

　カルマグリフ。

　ティカ。

　ジョゼッペ。

　クォート。

　その中で、ジョゼッペとクォートのふたりが前に出て、カルマグリフとティカのふたりがやや後方を歩いている。

　足を進めるだけで、小さく何かが割れる音がした。

「うわあ、これは強烈ですね……！」

　カルマグリフが、何度か足を持ち上げて、刺さっていないか確かめる。

　床に落ちた水晶片は、強度は低いらしかった。

　革靴で踏むだけで、哀しいぐらい微塵に砕けていく。

　その度に立てる小さな音が、生なき彼らの抗議のようにも聞こえた。

「柱のひとつずつが記録媒体であることには違いないようですが、こっちはどうも元の形から変質しちゃってる。いや、ひょっとして、これは成長というべきなんですかね」

「あー、独立性が強いんですな。これは」

　前を行くジョゼッペが言った。

「へえ、独立性ですか。どうして、それがこういうことに？」

「要するに、中央からの制御が規定値に達してない場合、禁書庫のセキュリティは独自の思考と対応が許されてるって話。許されてて、それが必要なら、当然成長だって行う」

「ほうほうほう。つまり、禁書庫の書棚は、それぞれが思考力を持っているということですか」

「珍しいことじゃないですとも。現代科学だってＡＩ人工知能ぐらいは作成してる。人格になると難しいが、この程度の仕掛けはそりゃあやりますさね。──ああ、賢しき者よ、どうして汝が無知なる植物よりも賢明だなどと言えるのか」

　最後を芝居がかった感じで歌い上げ、ジョゼッペはふくよかな腹を揺らした。

　大きな足が踏み下ろされるたび、カルマグリフの倍ぐらい、水晶片の割れる音がする。

「ここらに落ちてる水晶片も、そういう対応の結果、本体の書棚から剝離された代物。要は脱皮した後の抜け殻ってわけです」

「……ははあ、なるほど。最強たるのは自分でなくてよい、というアトラス院らしい徹底した仕様ですね。禁書庫とはいえ、書棚ひとつずつにそんな能力を仕込んでるんですか」

　先ほどからいくつか採取していた水晶片を、カルマグリフが興味深げにためつすがめつする。

　髪に隠れて目は見えないが、少なくともその熱心さは疑いようがない。

「じゃあ、この花や枝に見えるのも、書棚の防御機構だと？」

「そうなりますねえ。第二層だと、それなりの装備があれば情報収集できましたが、この辺りの水晶からは難しいでしょ」

「それって、盗まれたセキュリティキーがあってもですか？」

「おっと、率直に聞きますねえ、ロード・メルアステア！」

　びっくりした風に、ジョゼッペが眉を吊り上げる。

　すると、

「この人、それをやりすぎて、時計塔でも友達少ないですからね！」

　と、カルマグリフの助手であるティカが軽く笑った。

　瓶底のような分厚い眼鏡をかけた女性だった。手には、ブライドルレザーと思しい、大きなアタッシェケースを持っている。

「好奇心だけで首を突っ込んで、あちこち搔き回して問題になっては逃げ出してますから」

「いやいやいや！　それはひどい言い方じゃないかなあ、ティカくん！」

「公正な評価だと思いますよ。給料三割上げていただければ、その分ぐらいの花を持たせてあげますが」

「それは単なるおべっかじゃないかと思うなあ、僕は！」

　ふたりのやりとりを見やったジョゼッペは、たぷんとした顎を撫でさすった。

「へえ、てっきり私めは、探偵の真似事でもやるつもりかと思いましたが」

「はは、いくら時計塔広しといえども、探偵をやる君主ロードなんてロード・エルメロイⅡ世ひとりで結構。僕は単に興味のあるところを確認しているだけです。それがたまたまこの発掘調査に役立てば、なおさら好都合という程度で」

　かぶりを振ってから、カルマグリフは改めて尋ねる。

「で、どうですか？　セキュリティキーがあってもここの水晶から情報を読み取れないと思います？」

「そうですねえ。難しいと思いますよ。それができたら、あいつももっと成果を上げてたんじゃないかな」

「あいつ？」

「……ジョゼッペ、余計なことを喋るな」

　それまで黙っていたクォートが、口を開いた。

　この四人で探索に出て、実は初めての発話であった。

　五色頭の青年に、ジョゼッペがグイッと肩をすくめた。

「いや結構大事なことだぜ、クォート。本当なら、もっと早く話しておくべきだったんだが、さすがに他の六源がいるところでは言いづらかったしな」

「おや、どなたのことです？」

　髪に隠れたカルマグリフの瞳に、密かな光が宿った。

　それに気づいてか気づかずか、ジョゼッペは言葉を続ける。

「このアレクサンドリア大図書館に、私めやログたちより、もっと早く来たかもしれない人ですよ」

「そんな人が？　てっきり、このアレクサンドリア大図書館が、忘れられた遺失物ロストナンバーとなって以来、ここまでやってきたのは僕たちが初めてだと思ってましたが」

「さて。きちんとした記録じゃあないですが、状況証拠的にはあとふたり、もしくはひとりと一組いたかもしれない」

　シャリ……シャリ……と水晶を踏みながら、ジョゼッペが喋る。

　四人の行くところ、静かに欠片が砕けていく。

「ひとりと一組？」

「……一組は盗掘者だ」

　仕方ない、といった感じで、クォートが答えた。

「恐るべき腕を持った盗掘者集団だったらしい。地上に出ていた遺失物ロストナンバーがいくつか収奪され、当時のアトラス院で要注意の回状が出ていた記録がある。とはいえ、アレクサンドリア大図書館にまで手を出していたかもしれないと知れたのは、ごく最近のことだが」

「そして、もうひとりはサイファ──ラティオの弟ですよ」

　と、ジョゼッペが後を継いで言った。

「ラティオさんの」

　カルマグリフが、興味深そうに名前を口にする。

「そういえば、ラティオさんはエルメロイⅡ世と前から知り合いだったようですが」

「さて、そちらの関係は私めは存じ上げません。アトラス院でも、ラティオは人間関係にとりわけ淡白な方ですしね。ただ、このサイファは私めの世代では抜きん出た優等生だったものでした。もう一世代下にはシオンって化け物がいるんですが、ことによったらサイファはあの化け物に比肩したかもしれない」

「ことによったら？」

「死んだんですよ、三年前。このアレクサンドリアの海で」

「……それは穏やかじゃないですね」

　ジョゼッペの答えに、カルマグリフの声が揺れた。

　水晶のジャングルの気温が、急に数度下がったかのように思われた。

「ジョゼッペさんがそんな話をした理由が少し分かりましたよ。三年前に死んだサイファさんが、本当にこのアレクサンドリア大図書館に侵入できていたなら、いろいろと前提が崩壊する。たとえば、セキュリティキーのあった管理部が密室だった、とかも変わってきますね？」

「……あくまで可能性だ」

　と、クォートが指摘する。

「ログがこの発掘調査団を組織した以上、おそらくサイファはアレクサンドリア大図書館を発見していたのだろう。だが、内部にどの程度侵入できていたかは分からない。むしろ、この発掘調査団でも、それなりに苦戦していることを考えれば、サイファがひとりきりでどこまで探索できていたかは怪しいものだ」

「だけど、サイファ・クルドリス・ハイラムが、当時、最もアレクサンドリア大図書館の秘密に迫った錬金術師だったのは間違いないだろ？　ロード・メルアステアが言ったように、第四層の管理部まで迫ったかもしれない。いつも、あいつは何歩も先にいたものな」

　ジョゼッペの瞳に、誰かの人影が揺れているようだった。

　三年前に死んだ、アトラス院の錬金術師。

　その思い出を追うかのように、四人の影が進んでいく。

　シャリ、シャリ、という水晶の砕ける音がこだまして、薄闇に溶けていく。

「なるほど、これはロード・エルメロイⅡ世が好みそうな話ですね。僕は時計塔の噂でしか耳にしたことがないですが、彼は事件を前にした時、よくこんな風に言うそうですよ。──何故そうしたのかホワイダニット、と」

　ホワイダニット。

　かつて、何度となくあの君主ロードが口にしてきた言葉だった。

　今、新たなる君主ロードが問う。

「何故、サイファという錬金術師は死んだのか」

　さらに、カルマグリフが言う。

「何故、セキュリティキー──プトレマイオスの心臓が奪われたのか」

　そこまで話してから、あ、とカルマグリフが声を上げた。

「もうひとつありますね」

「もうひとつ？」

　と、クォートが尋ね返す。

「何故、サイファという錬金術師は、アレクサンドリア大図書館を目指していたのか。どうです？　心当たりがあったりします？」

「……さて。アトラス院では個々の研究には関わらない」

「それは残念」

　小さく、カルマグリフが肩をすくめた。

「ところで、ここまでのマッピングって大丈夫ですか？　実は僕らって迷子になったりしてません？」

「…………」

　黙って、クォートが足元の床に触れた。

　水晶を軽く払って、つうと手の平を滑らせる。

　すると、これまで歩いてきた地図が印刷されていたのである。

「わ、これは便利！　いや実際に目で見ると、想像以上に使い道がありますね、それ。よかったら、この調査団が終わった後も、僕と一緒に仕事しませんか！　給料はあまり出せませんが、考古学科の資料を開放しますよ！」

　返事もせず、クォートが先を行く。

　その態度に気を悪くした風もなく、カルマグリフも後を追う。

　数秒ほどで、

「待って」

　と、不意に声をかけた。

　それだけで、クォートのみならず、全員が停止した。

　闇に、気配が生じたのだ。

　生き物によるものではない。

　無生物──第三層を蠢うごめく番人によるもの、でもなかった。

　一滴、何かが床へと落下した。

　刹那。

　世界が、変化したのだ。

　水晶に魅入られた世界は、突如風の吹き荒ぶ砂漠へと変じた。

　中天には、暗い海の代わりに、ギラギラと赤い太陽が輝いていた。

「な、何これ……！」

　ティカがぐるぐると周囲を振り返る。

　見渡す限り、水晶の欠片も存在しなかった。

　代わりに、やや離れた砂丘に、無数の影が佇んでいた。

　騎兵たちであった。

　その多くが赤紫の鞍敷に座し、長い槍を手にしている。

　一糸乱れぬ騎影は、軽く数百を超えていた。

　いいや、千にもなるのではないか。

　隣には、大きな盾と、同じく長い槍を持った歩兵も並んでいた。

「これなんですかカルマグリフ様ぁ！」

「……ヘタイロイに、ヒュパスピスタイ？」

　カルマグリフが茫然と呟いた意味を、さすがに同じ考古学科としてティカもすぐに理解した。

「って、イスカンダルが率いた古代マケドニアの騎兵と親衛歩兵──?!」

　助手の眼鏡に、騎兵たちが映り込む。

　居並ぶ騎兵の前方に、将軍らしき男がいた。

　逞しい筋肉が盛り上がり、鎧よろいが弾けそうなぐらいだった。

　伸び放題の赤い蓬ほう髪はつは、燃え盛る炎にも似ている。

　周囲には、銀色の鎧を纏った幹部や、将軍とよく似た装束の女もいたが、男の存在感はあまりにも圧倒的だった。

　たったひとりで、率いる大軍に匹敵──いいや凌駕するほどの気迫。

　彼のまたがった馬も際立っていた。

　他に倍する体軀。漆黒の毛並み。漆黒の鬣たてがみ。

「まさか……」

　言い淀んだカルマグリフが、双銀瞬弧シュート・ザ・ムーンを構える。

　展開した礼装が、弧の間にまっすぐな第五架空元素エーテルの弦をつくりあげる。この弦に、カルマグリフの『変化』を付与することで、百花繚乱の魔矢を放つのであった。

「アトラス院の錬金術師から、アドバイスが欲しいところなのですが」

「私めも、こんな罠は知りませんぜ！」

　ジョゼッペの両手に、錬金術の炎が発する。

「右に同じく」

　クォートの表情にも緊張が漲っていた。

　ティカはぎゅっとアタッシェケースを抱きしめていた。

　それぞれの反応を示した四人に対して、将軍の剣スパタが打ち振られる。

「ＡアＡアＡアＡアＡアＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡラララララララララｉイｅッ！」

　壮絶な鬨ときの声とともに、押し寄せる騎兵。

　歩兵たちも走り出す。

　まるで津波だ。

　あらゆる城砦も軍隊も、これには如かず。

　実際に、彼らはどんな障害も打ち破って、世界を制覇する直前まで至ったのだ。

　最初に、騎兵たちが迫ってくる。

　先頭は赤い蓬髪の将軍。

　構えたままのカルマグリフの弓は、微動だにしない。

　ただ、楽器を奏でるように指が縦に動くと、つがえた矢が分裂した。

　十数本の矢が、扇のように弓を飾る。

　その手際もさることながら、同じ時計塔の魔術師が見れば、カルマグリフと礼装の弓とをつなぐ魔力の美しさに舌を巻いたであろう。

　君主ロードの名に恥じぬ技量だった。

「ＡアＡアＡアＡアＡアＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡＬＡラララララララララｉイｅッ！」

　将軍に合わせて、騎兵たちも叫ぶ。

　砂を蹴立てる騎馬の足音も、また凄まじい。

　普通なら砂が音を吸い込みそうなのに、規模と数が強烈な轟音を巻き起こした。

　汗がカルマグリフの頰を伝い、顎へと流れた。

　みるみる騎兵たちが大きくなる。

　拳大から、こちらを見下ろすほどのサイズとなって、その槍をカルマグリフへと狙い澄ます。

「カルマグリフ様ぁ！」

　ティカが叫ぶ。

　しかし、

「……違う」

　と、カルマグリフが囁いた。

　弦につがえていた十数本の矢が、たちまち一本へと巻き戻る。

　そのまま、カルマグリフは、騎兵たちとは見当違いの方向へ矢を放った。

　騎馬の轟音が、顔を叩いた。

　ついに騎兵たちの槍が、カルマグリフとティカを捉え──

　──その瞬間。

　不意に、世界は大図書館の禁書庫へと戻った。

　何も変化はなかった。

　水晶に蝕まれたこの空間自体が、つかの間、白昼夢を見ていたかのようだった。

　いいや。

　ひとつだけ、変化はあった。

　カルマグリフの矢である。

　その矢が、水晶の柱のひとつを──そこから生えた一輪の花を貫いていたのだった。

　魔力で構築された矢が、すうと消える。

　消え終わるとともに、小さく音を立てて、水晶の花が散った。

「この水晶柱からこぼれた記録が、僕らの認識を侵食していた」

　砕けた花を見下ろし、カルマグリフが言った。

「なるほど、記録媒体にしかできない攻撃だ。さしずめ記録兵器メモリーウェポンとでも呼ぶべきでしょうか。これも書棚の防衛本能によるものだとすれば、過去のアトラス院とは本当にとんでもないです」

　さすがに疲弊したのか、横顔から生気が失せていた。

　ジョゼッペが尋ねる。

「じゃあ、さっきのは何の記録だと？」

「アレクサンドリア大図書館を作り上げた、プトレマイオス一世の記録でしょう。騎兵の様子からすれば、おそらく彼がイスカンダルとともに、エジプトを征服したときのものですね。戦っていたのは、当時エジプトを征服していたペルシャ軍でしょう」

「ははあ」

　どこか吞気に、ジョゼッペが相槌を打った。

「この先は覚悟した方が良さそうですねえ」

　ふう、とカルマグリフが息をついた。

　振り向いた先には、水晶のジャングルが何も知らぬげに続いていた。
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　水晶のジャングル。

　そうとしか形容しようのない禁書庫を、自分たちは歩いている。

　カルマグリフたちが出発してから十数分ほどおいて、足跡などから判別できる反対側へとルートを選んでいた。

（……ちょっと、後ろめたい気はするけれど）

　と、自分は思う。

　裏切り行為とは言えないまでも、確実に偽証行為ではある。

　同じ発掘調査団として、いささかの背徳感は拭えない。

　ただ、そういう仕掛けの必要な状況だというのは、十分理解していた。

　一歩踏み出すたびに、足の下で水晶片が割れて、人類の未だ知らぬ楽器のような音を奏でていく。大図書館に響く儚い音が、自分にとっては鎮魂歌のようにも思えたのだった。

　海の底で眠る無数の記録を弔うような、水晶の歌。

　歩いているのは、三人と一体だ。

　自分。

　師匠。

　ラティオ。

　そして、ファラオ・プトレマイオスである。

　自分が先頭を行き、ラティオが後方を警戒し、師匠が真ん中であちこちを観察している。

　プトレマイオスは、師匠の肩に乗っていた。

　儚い音色を奏でる水晶の欠片を踏みながら、それぞれゆっくりと周囲を観察している最中、ラティオが口を開いたのであった。

「先に謝っておきたい、エルメロイⅡ世」

「何のことだ？」

「ラティオは、私情に類する感情から、今回の件に関わった」

「私情？」

　歩きながら、師匠が訊き返す。

「もともと、クルドリスの後継者は弟のサイファだった。だが、三年前に弟は死んだ。ラティオが今回の事件に関わったのは、その真相を知るためだ」

「死んだというと？」

「このアレクサンドリアの海で、溺死しているのが見つかった」

　師匠だけでなく、自分のこめかみもピクリと動いてしまった。

　どう考えても、それは偶然じゃないだろう。

　無表情で、ラティオが続けた。

「クルドリス家の後継者──サイファが死んだことから、ラティオの祖父は諦めてしまった。外に関わる意欲をなくし、父のログを名代にして家のことを任せ、自分の研究を深めるだけの歯車となった」

　ラティオの蒼い髪が揺れた。

　水晶の花や枝に、その髪が映り込む。

　どちらも、互いのために作られたように似つかわしく、美しかった。

「そして、ラティオは新たな後継者として指名され、弟の調べていた研究を引き継ぐことにした。アトラス院の戒律に背くかもしれないとは分かっていたが、どうしてもそうせずにいられなかった」

　そこまで聞いて、師匠がハッと顔を上げた。

「ひょっとして、もともとエルゴのことを調べていたのは」

「サイファだ」

　彼女の言葉に、自分も小さく納得していた。

　海賊島で戦って以来、彼女の意志の強さは何度か目の当たりにしていた。

　それでいて、彼女自身の目標について、言及されたことはなかった。アトラス院の戒律からすれば、単なる秘密主義もありえたが、それとはどこか違う──空白のような印象を、自分は彼女から受けていたのだ。

　弟の遺志を受け継いだということなら、それらの矛盾は解消する。

「……まだ、ラティオは己の止めるべき滅びを模索している最中だ。アトラス院の錬金術師として、過程にある」

　己の止めるべき滅び。

　それを見つけた時、彼女は真にアトラス院の錬金術師となるのだろう。

　ラティオが、己の祖父のことを歯車になった、と言ったように。

　未来を守るための歯車。

　歪で、どこか物悲しい──時計塔の魔術師と似て非なる在り方だった。

「サイファは、古い物語に熱心な性質だった」

　と、ラティオが話す。

「アレクサンドリア大図書館やイスカンダルの伝説をよく調べていた。ここのセキュリティキーとの接続方法や、スペアの──機械仕掛けの鳥としてのプトレマイオスの起動コードも、もともとサイファの研究から見つけたものだ」

「ふむ」

　プトレマイオスが、小さく声を上げる。

「吾あも会ってみたかったナ」

「私も、ひとつ確認したい」

　と、師匠が持ちかけた。

「ログさんとロード・メルアステアが接触を持ったのはいつからですか」

「父と？　ラティオが知る限りでは、今回の発掘調査団が組織されてからのことだが」

「間違いない？」

「……いや」

　ラティオが言葉を濁した。

「確実、というわけではない。サイファのことがあってから、ラティオはアトラス院を離れていることが多かった」

「なるほど。だったら、サイファがロード・メルアステアに会ったことは？」

「サイファが？」

　ラティオの片眉が動く。

　自分も、その問いかけが意外だったので、つい口を挟んでしまった。

「まさか師匠、サイファさんとカルマグリフさんが知り合いだったってことですか」

「時計塔の魔術師というのは、基本的にみんな噓つきだからな。可能性はすべて考えておきたい。なぜなら、サイファの研究を握るものにとって、ファラオ・プトレマイオスの心臓が抜かれた最深部は密室でなかった可能性が高いからだ」

「……あ」

「……そうなるな」

　と、ラティオも認めた。

　合同発掘調査団に先駆けて、アレクサンドリア大図書館に挑戦していた錬金術師。

　アレクサンドリアの海で死体として見つけられるまでに、彼はどこまで大図書館の秘密に迫っていたのか。

　もしもサイファが誰かに殺されたのなら、犯人は彼の研究をどこまで把握していたのか。

　だとすれば、今回最深部からプトレマイオスの心臓を盗んだ犯人も、サイファを殺した犯人と同一なのか。

（……本当に、複雑）

　頭の中で整理して、自分は息を止める。

　三年前の事件と、今の事件。

　ふたつの事件と、ふたりの犯人。

　アトラス院の戒律と、その裏切り者の可能性。

　水晶のジャングルを彷徨いながら、自分の思考も迷宮に踏み込んでしまったようだ。

　それでも警戒だけは解かない。

　密集した水晶の枝や、その死角に気を払いながら、一歩ずつ進んでいく。

　第二層とは、やはり違う。

　水晶の樹木めいたカタチ自体は変わらないが、そこから発される圧が違う。

「本質的には、第二層のものと同じ情報媒体なんだろうが、どうやら環境によって形態が変化しているらしい。たとえるならば、ある種のバッタが個体群密度によって相そう変へん異いし、体の大きさや攻撃性まで変化させるようなものか」

「相変異、ですか」

「昆虫に多い生態なんだがね。家伝特質からしても、アトラス院の技術は生物と科学を近接させたところにあるのかもしれない」

　なんとなく、分かる。

　単に水晶が樹木のカタチを取っているのではない。

　それに応じた、生命いのちのようなものを、自分は感じているのだった。

　サイファも、この水晶の樹海へやってきたのだろうか。

　自分たちは、どうやって最深部への道を見つければ良いのか。

「……おい、待て、お前ら」

　不意に、右肩の固フ定ッ具クから声がした。

「アッド？」

「……あっちだ」

　と、気配が動く。

　水晶の樹木が密集して、ぽっかりとした暗がりになっているあたりだった。

「ほう。珍しいものを持ってるんだナ、お前」

　プトレマイオスが言う。

　そういえば、この鳥の前でアッドと話すのは初めてだった。

「どういうこと、アッド？」

「知らねえよ。だけど、そう感じるんだ」

　この匣はこには珍しく、いまいち煮え切らない言葉だった。

　だが、ふざけているわけではないことは、確かに伝わった。

「師匠」

　振り返って尋ねると、師匠も一瞬眉根を寄せた。

「アッドの言う通りにしよう」

　すぐに、そう決断したのであった。
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　大きな夕陽が、地平線に没しようとしていた。

　砂漠である。

　見渡す限り、粗い砂とゴツゴツした石ばかりの、赤い礫砂漠だった。

　シオンが運転する車は、そんな砂漠を走っていた。

　砂に足を取られないよう、四輪駆動のバギーである。

　十歳に満たない少女が運転するには、いささかならず厳めしい車両だが、周囲が気にする様子はなかった。都市部はともかく、砂漠に出てしまえば人間社会の決まり事など知ったことではない、というようだった。

　アレクサンドリアから西へ数十キロのところを、バギーは走っていく。

「…………」

　助手席のエルゴは、物珍しげに風景を視線で追っていた。

　列車から見るのと、こうしてバギーから見るのでは大違いだった。

　いくつかの遺跡の近くを、バギーは過ぎていく。

　粒子の粗い砂と、棘の多い植物と、石の列だけが形成する景色。遺跡にはたまに観光客らしい人影があったが、それもやがて減っていった。

　一時間ほど走っただろうか。

　シオンが車を降りて、エルゴにも指で指示した。

「ここからは歩きです。ついてきてください」

「分かった」

　素直に、若者は従った。

　シオンは振り向きもせず、ただ歩いていく。

　礫砂漠の赤い砂に、小さな足跡が残っていく。

　その背中は、やはり十歳足らずの小ささで、しかし決然としていた。

（……凛は、どうだったんだろう）

　そんなことを、エルゴは思った。

　少女の姿は海賊島の凛と通じるようにも思え、根幹から異なっているようにも思えた。

　エーテライトも含めて、彼女に従っていて嫌な気分がしないのも、そんな背中のせいかもしれない。

　たったひとりで、世界をまるごと背負っているかのような──

（……ああ、そうか）

　どこが似ていて、どこが違うのかも、エルゴは分かった。
















　凛にとって、世界を背負うなんて、きっと特別なことじゃない。

　誰がやってもいいし、やらなくてもいいし、たまたまわたしは自分に見える世界を背負いたかっただけよ、なんて嘯うそぶきそうなぐらい軽やかなこと。

　シオンにとっては──

（……いや）

　その先は、きっと身勝手な考えだと思う。

　まだ、彼女のことをろくに知りもしないエルゴが、推し量っていいことではない。

　そんな風に考えられるぐらいには、若者も島を出て、時間が経っていた。

　十数分も行かないうちに、風が吹いた。

　それは驚くほど強くなり、砂を舞い上げて視界を覆った。

「シオンさん、ここから先は」

「大丈夫です」

　短く、シオンが答えた。

　彼女の足取りに迷いはない。

　エルゴより頭ふたつ弱ほど低い身長で、驚くほど足早に、砂漠を進んでいく。

　砂嵐がきつい。

　ほんの数メートル先が、分からないほどだ。

　足跡も数秒で消えて、戻ることすらかなわない。

　視覚の代わりに幻手を使って、周囲の状態をサーチする。蛇の持つ赤外線知覚器官──ピット器官のようなものだ。対象が熱にせよ音にせよ、若者の幻手は精密な感覚器官として働く。

　だからこそ、気づいた。

「これって、やっぱり……」

　エルゴが呻く。

　まともな砂嵐ではない。

　明らかに、何らかの操作を受けた代物だ。

　巧みに人間を惑わせる神秘の嵐。時計塔のような魔術によるものか、エーテライトのようなアトラス院の技術によるものかは判然としないが、相当高度かつ大規模な代物なのは間違いなかった。

　口を閉じていても、砂塵が飛び込んでくる。

　歯の裏まで、ジャリジャリと砂っぽい。

　一体、いつまで彼女を追っていればいいのか。

　そう考えたとき、不意に、目の前の少女が止まった。

「ここですね。協力者の情報通りです」

　と、シオンが呟いた。

　目の前が切り立った崖になっており、黒々とした洞窟が開いていたのである。

「ここが、アレクサンドリア大図書館の裏門です」

「裏門……？」

　口にして、すぐエルゴは目を見張った。

「いや、待ってください。アレクサンドリアからもう数十キロは離れてますよ。だいたい、シオンさんの話だと、アレクサンドリア大図書館は海底にあるんじゃ──」

「だから、裏門なんです。建設用につくられた通路で、アトラス院と同じ仕掛けを使っているなら、空間を歪めていたはずです。個人による空間跳躍は魔法の一歩手前ですが、もともとのつながりが強い霊脈上などで距離を誤魔化すことは、そこまでの難事ではありません」

　エルゴがエジプトに来る前に読み耽ふけった本のひとつに、ピラミッドなどの建設用に作った通路の多くは完成時に塞がれたと書いてあった。それは当時から問題になっていた盗掘を防ぐための措置だったが、アレクサンドリア大図書館にも似た仕掛けがあったのだろう。

　だが、数十キロにも及ぶ、建設用トンネルとは一体──

「当時、すでに神代は終しゅう焉えん期でしたが、まだその栄光は残っていた。ファラオの神官団とアトラス院の協力があれば、可能だったということでしょう。神秘の関わっていないピラミッドだって、数十キロ以上離れた石切場から石を持ってくる程度のことはやっていたわけですから」

　こともなげに、シオンは言ってのける。

　ついでに、こう付け加えた。

「時計塔とアトラス院の合同発掘調査隊も、ここには気づいてないでしょう。なにしろ、正規のルートではなく、後世の盗掘者が再構築した道ですから」

「盗掘者が──?!」

　つい、エルゴの声が裏返った。

「そんなことができるんですか」

「少なくとも、当時の盗掘者にはそういう技術があったようです。ここまでの砂嵐も、盗掘者による仕掛けでしょうね。……盗掘者がさらなる盗掘を防ぐための仕掛けというと、なんだか皮肉な感じがしますが」

　確かに、それは不思議な気がする。

　律儀というか、妙に人間性が透けて見えるようだ。

　洞窟の内側は、外と打って変わって、ひんやりとしていた。

　壁が、かすかに濡れている。

　カラカラだった砂漠とはまるで違っているらしい。

　シオンが指を動かすと、腕輪に光が灯った。

「ここからは下りです。足元に気をつけて」

　それだけ言うと、さっさと進んでいく。

　なだらかな地面は、途中で下りになった。

　足を滑らせれば、そのまま底まで落ちてしまいそうな、急な坂である。

　しかし、エルゴは、別のことに困惑していた。

（……なんだ？）

　一歩降りていくたびに、奇妙な感覚が、胸にざわついたからだ。

　海賊島で目覚めて以来、味わったことのない感覚だった。

（空間が湾曲してるから？）

　シオンの説明を思い出す。

　確かに、幻手から受け取る環境情報も、微妙に整合しない。

　だが、そんなことよりも、初めての感覚がエルゴには気にかかっていた。

　足の裏が、べたりと地面に張り付くようだ。

　それをいちいち引き剝がすみたいにして、エルゴはシオンについていく。

　やがて、広い空間に出た。

　直径数十メートルほどはありそうな、楕円の空間。

　しかし、その先はない。

　行き止まりだった。

「シオンさん、どうするの？」

「別に？」

　少女が、手を持ち上げた。

　腕輪から、糸の反射する光が煌めく。

　すると、岩に擬態していた壁の表面が剝がれ、大きな門が目の前に現れたのだ。

　木材とも金属ともつかない、初めて見る素材でできた門であった。

「……この門が、裏門？」

「そこにいてください」

　言ったシオンが、門に手をかざした。

　腕輪と門の間で、きらきらと何かが光ったようだった。

　エーテライトによる接続。

　それは遺跡のセキュリティと少女とを結びつけ、いくつかの信号を送りあった。

「……痛っ」

　突然、刺激が、エルゴの額に走った。

　ほんの一瞬、釘でも差し込まれるような激痛が弾け、一秒後には幻だったみたいに消え失せていた。

「今のは？」

　エルゴが訊くよりも先に、現象が生じた。

　ゆっくりと、門が左右に開いていったのだ。

「……よし」

　と、シオンが片手の拳を握りしめた。

「建設が終わった後、封印された門ですからね。協力者からもらった情報にもここのセキュリティを突破する手段がなかったんですが、やはり貴方を認識したことで、接続が可能になりました」

「僕を？」

「貴方は、この遺跡と関係があるんでしょう」

　シオンの言葉は、数時間前の尋問のことを指していた。

　エルゴを拘束した今なら、アレクサンドリア大図書館に迫れるかもしれない、と言っていたからだ。

「貴方の喰らった神と、この遺跡が関係あるのかもしれません」

　それは、ある意味で第二の故郷と言えるのではないか。

　階段を降りていった時の奇妙な感覚も、これに起因するものか。

「盗掘者が再構築できる程度に道が残されており、この門のセキュリティも生きていたのは、ひょっとすると、貴方のようなイレギュラーを迎えるつもりがあったのかも。現時点ではっきりと言えることはありませんが」

「……それは」

　エルゴが息を吞んだ。

　ほとんどが謎に包まれた、若者の過去。

　竜を喰らった青年・白若瓏バイ・ルォロンや、その師である彷徨海のジズが仄めかしていた事実が、ついに白日の下に晒されるのか。

「怖いですか」

　シオンが一歩詰め寄る。

　ふたりの身長だと、シオンの頭はエルゴの胸元ぐらいにしかならない。

　そこから見上げて、少女は追い詰めるように言う。

「逃がしませんよ。今は貴方が必要なんです」

　その瞬間、異音が発した。

　門が開いた衝撃のためか、それとも最初からそういう仕掛けを施してあったのか、天井から岩が崩れ落ちたのだ。

「シオンさん！」

「陳腐な罠ですね」

　幻手を広げるより早く、つまらなそうな声が胸元で流れた。

　エーテライトの糸が、空中で岩を支えていたのだ。

　しかし、異変はそれにとどまらなかった。

「Anfangセット──!」

　黒く凝集した呪いが、エルゴの脇を抜けて、シオンへと襲いかかったのである。

「ッ──！」

　こちらは、予想の外だったか。

　すんでで回避したシオンの制服の裾が、ジュッと焦げた。

　物理的な威力さえ発生させるほどの呪いだった。

　その使い手を目視するより早く、エルゴが少女を守るべく反転する。

　だからこそ、相手を見据えたとき、若者は狼狽うろたえた。

　ダン、と地面を蹴って、遠坂凛が一気に肉薄してきたのだ。

「凛！　これは──」

「分かってるわよ！　そいつに操られてるんでしょ！」

　怒鳴り返すように言って、滑るような踏み込みから、凛の体がぐるりと回る。

　見事な歩法だった。

　単純な速度ならエルゴが上だが、起こりを見せない技術が、その差を補って余りある。訓練での彼女が、まだ手を抜いていたのだと、エルゴは思い知った。

「だったら、まっかせなさい！」

　バックハンドブロー気味に、凛の拳が吹き抜ける。

　幻手で受けても、ビリビリと痺れた。

「いや、そうじゃなくて！」

「ええ、そう言わされるだろうってのも想定済みよ！　エルゴを殺さなかったのは感謝してるけれど、ちょっと陳腐でつまらないんじゃない？　アトラスの錬金術師！」

　躊躇した一瞬で、凛がエルゴの脇を抜けた。

　シオンの腕輪が振られた。

　たとえ脳神経に接続できずとも、その妖糸が恐るべき武器となるのは証明済み。

　射出されるガンドの回避行動は並列思考に託して、シオンのエーテライトは天井と地面の双方に流れていた。

　頭上と足元、双方からの同時攻撃。

　腕の一本ぐらいダメになるかもしれないが、その程度の犠牲は吞ませる気だった。

「な──！」

　と、声が上がった。

　シオンの声であった。

　獣が顎を閉じるように襲い掛かったエーテライトの糸、それが凛の操った風の魔術によって吹き流されたのだ。

　だが、それは計算上あり得ない。

　ガンドを放っている以上、凛の攻撃はそれに限定されるはずだ。『強化』程度ならともかく、高度な魔術ほど並列は難しい。もちろん遠坂凛のデータとして宝石魔術のことも知っていたが、先に宝石を行使した形跡はなかった。

　ならば、これは。

「ふたつ、同時に──」

「冗談。三つよ。わたしの魔術回路、メインの他にサブがふたつあるもの」

　ガンドを撃ちながら、サブの魔術回路と逆の手で、防御魔術を構築していたのだ。

　さらに、シオンに迫る歩法が武術とは別の原理も体現していたと、誰が見抜けよう。

　少女の全身が、魔力を纏う。

　エーテライトを吹き散らしたのは風。

　ならば、今彼女が選ぶのは大地。

　足を中心に定義していた魔術式が、大マ源ナの魔力と結合して、シオンの背後に岩石を隆起させる。

　ある意味、日本でⅡ世から教わった技術の副産物だった。

　遠坂凛の属性は、五大属性すべてアベレージ・ワン。

　それだけに、どのように魔術を極めていくかは、時計塔の講師ですら即答しかねる課題であった。

　今なら、その問い自体が間違っていたと分かる。

（──ええ、そうよね！）

　アベレージ・ワンを五つの属性ではなく、そういう魔術属性だとして扱えばいい。

　五つの属性のそれぞれに魔術回路を割り振ることだって、今ならできる。

　今回の旅がもたらしてくれたものに、凛は昂こう揚ようしていた。

　まだ、先がある。

　遠坂凛にも、彼女の扱う魔術にも、まだまだいくらだって伸び代がある。

「ちょっと荒っぽくいくけれど、半年ぐらいの入院は我慢してよ！」

　駆動する魔術刻印が、ガンドをさらに凝集する。

　至近距離専用魔術。

　いつもの数倍に圧縮された呪いを掌打ごと叩きつける。

　シオンの胸部に、北欧で生まれた呪いが炸裂する。

　その炸裂とともに、シオンが無数の糸になって、搔き消えたのである。

「エーテライト・レプリカント」

　やや離れた場所に、少女の本体はうずくまっていた。

　万が一があると、シオンに警告していたのは並列思考の五番。

　ゆえに、エルゴと凛が拳を交わしたその一瞬に、自分の構成情報を委ねた糸人形を作ってすり替わっていたのだった。

「そんな手もあるの、その糸」

「こんなのは児戯です。アトラス院の叡智、エルトナムの誇る秘術を、そう簡単に分かったつもりにならないでほしい」

　凛の視線をまっすぐ受けて、シオンはゆっくり立ち上がる。

　幼い唇が、ほんのかすかにほころんでいた。

「時計塔の魔術、再計算させていただきましょう」

「上等！」

　凛の指に宝石が装塡され、シオンの腕輪が新たなる糸を張り巡らせる。

　互いを、全力に値する相手と認めたのだった。

　ゆえに、遠坂凛は魔術回路を、シオン・エルトナム・ソカリスは高速思考を全速で稼働させる。

　かたや時計塔の魔術師として。

　かたやアトラス院の錬金術師として。

　そして。

　シオンと凛が、同時に振り返った。

　背後で、エルゴが乳白色の仮面をかぶっていた。

「え」

「ちょ」

「モード・セト」

　仮面が狼に似たフォルムへと変じ、若者の体が浮かび上がる。

　洞窟の空間に、砂がごうと渦巻いた。

　砂嵐を操る戦神。

　遥か神代に失われたはずの権能チカラの一部を、若者は現世に呼び戻すことができる。

　日本で手に入れた仮面は、完全に神性を顕現させずとも、能力を振るうことを可能にしていた。

「エルゴ、それ反則──！」

　砂がたちまち空間全体を埋める量となって、凛を拘束した。

　エーテライトの支配により危害を加えられないせいか、シオンの体の周囲一メートルだけは砂が侵食していなかったが、こちらも事実上動きが取れないことは変わるまい。

「……ふたりとも」

　と、エルゴが話しかける。

　極めて穏やかで、しかし否と言わせぬ口調だった。

「さっきも言いましたが、僕は操られてません。ふたりが戦う必要はないと思うんですが、何か間違ってますか？」

　ゆっくりと含めるような問いかけに、ふたりともぎこちなくうなずいたのであった。
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「……エルゴ、ちょっと人がいいにも程がない？」

　話を聞いた凛が、ほとほと呆れたという感じで、ため息をついた。

　先ほどの空間である。

　すでに、セトの権能チカラで呼び出された砂は消えていた。

　ひとまず停戦ということで、凛とシオンは数メートルの距離をおいて座り込んでいる。

　エルゴがその中間で、ふたりの仲裁をしている格好だった。

「こっちも時々様子を確認してたけれど、明らかに拷問受けてたじゃない。あのタイミングは本当に操られていてもそうじゃなくても、とりあえずわたしに味方して、その錬金術師をとっちめたってよかったと思うんだけど」

「私もそう思います」

　と、シオンが肯定した。

「庇かばわずに私がやられるのを見ていれば、自由になれたじゃありませんか。アレクサンドリア大図書館への門は開いたわけですから、もう私の情報は必要なかったでしょう。少なくとも、遠坂凛はそのつもりだったのでは？」

「もちろんよ。だから口ぐらいは利けるように手加減してあげたもの」

「それは親切にありがとうございます。私も腕の一本ぐらいで我慢するつもりでした」

「──ふたりとも」

　改めてエルゴが言うと、魔術師と錬金術師が揃って口を閉ざす。

　それから、

「とりあえず、僕はシオンさんに協力してみたいと思ってます。シオンさんの言うアトラス院の裏切り者が、本当にラティオさんかどうかはともかく、ここでアレクサンドリア大図書館に行くことが僕の知るべきことにつながってると思うからです」

「それって要するに、エルゴの過去ってこと？」

「はい。先生に迷惑をかけてしまうかもしれませんが」

「あら」

　小さく、凛が声を上げた。

「僕、何か、変なこと言いました？」

「ううん。ちょっと面白かっただけ」

　クスクス、と凛は笑った。

（知り合いに迷惑をかけてもやりたい、なんて初めて言ったのよ）

　昔のエルゴなら、そんなこと考えもしなかったろう。

　あの頃の若者は、純粋無垢だった。

　いかなる原罪からも離れた、ふわふわした大型犬のようだった。

　もう、あのエルゴはいない。

　同じ顔はするし、同じ風に笑う。

　きっと、海賊島の子どもたちとも何の屈託もなく触れ合うだろう。

　それでも、もういない。

　だったら、成長とはなんて罪深いのか。

　昔いた誰かあなたを殺して、よく似た新しい誰かあなたを育んでいく、そんな行為の繰り返しではないのだろうか。

「…………」

　ふたりの様子を見ていたシオンが、ふと呟いた。

「データと、違いますね」

「ふうん。わたしたちのデータまで、律儀に集めてたの？」

「入手できたのは断片的なものばかりでしたが、相手の情報をあらかじめ確認しておくのは、基本中の基本でしょう。ただ、そのデータと今の貴方たちとは乖離が見られます。それは、貴方たちが先生と呼ぶエルメロイⅡ世のせいですか？」

　そこで一旦切って、視線を上げる。

「さっき、遠坂凛が言っていたように、あの時点でエルゴが取るべき行動は、ふたりがかりで私を拘束することでした。そうしなかったのは、貴方たちの師であるエルメロイⅡ世なら同じように私を助けるからでしょうか？」

「いや、先生ならシオンさん助けないです」

「助けないでしょ」

　エルゴと凛が、同時に言った。

　瞬きしたシオンの前で、顔を見合わせて、ふたりとも吹き出す。

「先生は、別にいい人でもなんでもないですから」

「やってることだけ見ると、いっそ悪人悪党の部類よね。時計塔で略奪公なんて言われるのも当然って感じ。才能不足を補うためだとか本人は言ってるけど、絶対何割かは楽しんでると思うわよ、あれ」

　どちらも、まったく容赦がなかった。

　凛の方は、時計塔での行状を知っている分、非難の解像度まで必要以上に高い。

　ひとしきり悪口を言ってから、こう付け足した。

「でも、その後は、マシな方法を考えるわ、きっと」

「はい」

　と、エルゴもうなずく。

「身勝手で、わがままで、卑屈で、だらしなくて……だけど、あの先生は確かに物事を少しだけマシにしようとしてるんだもの」

　洞窟の暗がりで、凛の微笑は野花に似ていた。

　そんなふたりを見つめて、シオンは小さくため息をつく。

「……評価を修正する必要はなさそうですが、少しだけ、貴方たちの先生に会いたくなりました」

「そう？　きっとあなたはすぐに怒り出す相手だと思うけれど」

「せっかく人が評価してあげているのに、時計塔の魔術師はそんな配慮も分からないんですか」

　憤然と返して、シオンがゆっくりと立ち上がる。

　踵を返して、開いた門の前に立つ。

「想定外でしたが、貴女もついてきますか、遠坂凛。ただし、この門をくぐった後、どういう状態になるかは私も確証が持てません。正規のルートではないですから」

「もちろん行くわよ」

　凛が、門の向こうを見据える。

　漆黒の空間だけが広がっていた──いや、実際は空間ですらない。

　はたして、この闇が本当にアレクサンドリア大図書館につながっているのか。

「では、行きましょう」

　数分ほどで、三人は揃って、門の内側へと足を踏み入れたのであった。
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　番人の形状にも、パターンがあるらしかった。

　最初に出会った、人蠍のごとき番人。

　豹の体に、蛇の頭部を持った番人。

　鰐わにの体に、狗いぬの頭部のついた番人。

　鷲わしの体に、獅子の頭部のついた番人。

　自分たちは水晶の樹海に身を潜めて、彼らの目をかいくぐりつつ、進んでいた。

「どうやら、水晶と番人は互いに接続アクセスしてないんだな。もしもそうだったら、私たちはすぐに見つかっていただろう」

　師匠の言葉に、粘っこい疲労が張り付いていた。

　隠れながらの移動は、とにかく神経を削る。

　しかも、図書館内の移動というと平面を想像するだろうが、この水晶の樹海はよじ登ったり下ったり、隙間に体をねじ込む必要があったりと極めてアクロバティックであった。

　自分たちはともかく、体力面やそれを補強する魔術的能力に問題を抱えている師匠は、あっという間に限界を迎えつつあるのだった。

「もう少し頑張ってください」

「……そのつもりだ」

　青ざめた顔で、師匠が返す。

　そして、

「あそこだ」

　と、アッドが促した。

　小さな丘のようだった。

　水晶の樹木が積み重なり、屋内でありながら、ひとつの地形となっているのだ。

　そこだけ、隔離されたブロックに見えた。

「最深部への通路かね」

「……あれは違うナ」

　と、プトレマイオスが言う。

「吾あに断片的に残っている記録メモリーと、この禁書庫はまるで異なってしまってるがネ。あれが違うのは分かる」

「でも、あそこは」

　指し示された地点を見ながら、自分も口を開いた。

　現在自分たちがいる場所から、おおよそ六十メートルほどの距離。その間に五体ほどの番人が群れている。

　いずれの番人もこの場を離れる気配はなかった。

　隠れられるような水晶樹も、近くにはない。

「……さすがに、これは」

　隠れたまま突破は難しそうだ。

　アッドを展開しても、師匠を守りながらこの数を凌げるかどうか。

「いや、やれる」

　ラティオが短く言った。

「見てろ」

　すう、としなやかな腕を伸ばした。

　その指から、肌を突き破って、白い骨が伸びていく。

「これって……」

「エグゾフォルムの応用だ」

　まるで傘の骨のように、指の骨は広がったのだ。

　いいや、傘とは逆の形であった。

　ちょうどお椀の形を、相手に向けるかのような──パラボラアンテナ。

「なるほど、相手のセンサーを騙す気か？」

「あなたならできるはずかと。プトレマイオス」

「まあ、多分」

　と、プトレマイオスが返す。

「どういうことです？」

「要は、誤認させるデータを過剰出力で叩き込むのさ。何度も使える手じゃないが、五、六秒ぐらいは誤魔化せるはずだ」

「五、六秒……」

　距離は六十メートル前後。

　十分な『強化』をすれば、さして問題ない距離だ。

　ただし、自分やラティオなら、だ。

「もちろん、私は無理だぞ。グレイに頼る」

　あっさりと師匠が告白するので、こんな場なのにおかしくなってしまった。

「もちろんです。頼りにしてください」

「イッヒヒヒ！　慣れてくると躊躇がなくなるな！」

　余計なことを言うアッドを無視して、師匠を抱きかかえる。

「いつでもいいです」

「よし」

　ラティオが、骨だけの傘を構えた。

　プトレマイオスが、そこに乗って、翼を翻す。

　一瞬、力場を感じた。

　番人ガーディアンたちが揺れた瞬間、自分は強く床を蹴った。

　一足で、五メートル。

　二歩目で、異常を察した。

（思ったより、足場が脆い──！）

　床自体は強靱なのだが、剝離している水晶片が脆く、滑りやすい。

　足元を砕いてしまわないよう加減して、蹴っていく。

　これでは、本来の速度の八割出るかどうか。

　焦りを押し込め、番人の隣をすれ違っていく。

　一体。

　二体。

　三体目の隣で、着地が少しズレた。

「グレイ」

　師匠の声に、顎でうなずきかえす。

「いけます」

　強引に体勢を戻して、四体目のすぐ後ろを抜けた。

　五体目は──

（──立ち直る?!）

　コンマ三秒、間に合わない。

　そう感じた瞬間、ラティオの足が、内側から真っ白な骨を露出させた。

　奇妙に撓たわんだ骨であった。

　まるで、ギリギリまで縮められた発条のようだった。

　その骨が床に接触するや撓みが解放され、プトレマイオスを抱いたラティオの体が、凄まじい勢いで射出される。

　途中で、こちらの腰をかき抱いた。

「ッ?!」

　詰まった呼吸を気にせず、体を任せた。

　五体目の番人の横合いを、自分たちが吹き飛んでいく。

　隔離されたブロックの入り口へと突進して、入り口をくぐってすぐさま、全員を受け止めたのもラティオの骨であった。

　発条状の骨が柔らかく衝撃を受け止め、可能な限り優しく、その場へと着地させる。

「……お見事」

　青白い顔で、師匠がこちらの腕から降りた。

　ラティオによって付与された加速度Ｇは、Ｆ１のそれにも匹敵しただろう。

　三半規管を揺さぶられるのにもそろそろ慣れた方がいいかもしれないな、などと呟きつつ、師匠は視線を上げた。

　部屋の中は真っ暗だった。

　図書館内部は、禁書庫も含めて穏やかな光に満たされていたのだが、この区画は完全な闇に満たされている。

　空気もひんやりとしており、枯れたハーブのような匂いがした。

「死んでいるナ」

　と、プトレマイオスが言った。

「どういう意味です？」

「この部屋だけ、大図書館とは独立して系統を組まれてるらしい。まあ見てろ。今、吾あが息を吹き返させてやるサ」

　機械仕掛けの鳥が、翼を動かした。

　すると、指揮者の合図を待っていたかのごとく、次々と光が灯っていった。

　単なる光ではない。

　壁画だった。

　それ自体が発光する、不思議な壁画。

　エジプトと言われて即座に思い出すような、極端な側面からのデフォルメではない──かといって、写実的というわけでもない、独特の画風であった。

　あえて言えば、師匠の講義で習った、古代ギリシャの壺絵なんかに近い。

　その壁画の中心に、楕円形の球体が描かれていた。

「これは……」

「何かの器、のように見えるが」

　師匠が目を細める。

　すると、

「知ってる」

　と、ラティオが口を開いたのだ。

「ラティオは、これを知っている。エルゴが海底を流れていた時の器だ」

「何──！」

　振り返った師匠に、ラティオが続けた。

「もともと、ラティオは遠坂凛よりも早くエルゴを単独で回収するつもりだった。しかし、ラティオが見つけたのは、海底ですでに中身を失ったこの器だけだった」

「待て、あれはシンガポール近海のことだろう。仮にスエズ運河を使ったとしても、ここから八千キロ以上あるぞ。古代エジプトにはナイル河と紅海を結ぶ、ファラオの運河もあったというが……」

　そこまで言って、師匠が一瞬停止した。

「……いや、そうだ。ファラオの運河は、プトレマイオスの息子、プトレマイオス二世の手によって造られた説もあったな」

「ああ、運河の計画は吾あが立てたナ」

　機械仕掛けの鳥がぬけぬけと言う。

　自分も、尋ねてしまう。

「じゃあ、プトレマイオスさんはここのことを？」

「いや、さっきも話したがここのことは吾あも知らない。本体はともかく、バックアップの吾あには、アトラス院絡みの情報がほとんど暗号化されていて手を出せないのサ」

　多分本当だろう、と直感的に思った。

　この鳥は他人を騙すことはしても、噓はつかないような気がする。そういう直感を信じていいのか、と言われると分からないけれど。

「というか、君もなんでこの場所が分かったのかナ？」

「いや、それはちょっと」

　実は、持ち歩いている匣が、アトラスの七大兵器のレプリカです、とはおいそれと言いにくい。

　だが、気にかかってはいたのだ。

　前回、日本において、自分たちの切り札となったのが、七大兵器──ロゴスリアクト・レプリカの機能であった。

　今までになかった聖槍の機能を作り出して、白若瓏バイ・ルォロンとの戦いに決着をつけた。

　ある種の奇跡だと、自分は勝手に思っていた。

　いや、思おうとしていた。

　師匠が手袋をしてから、慎重に壁画へと触れる。

「ラティオ。君ならもっと詳しい情報も読み取れるか」

「やってみよう」

　ラティオの手が、灰褐色の籠手ガントレットに覆われる。

　骨でできた籠手だった。

　その籠手から、壁画に向かって、いくつも枝のようなものが伸びた。現代科学であればコードかケーブルに類するものだろう。

　美しい横顔が、さらに静かに研ぎ澄まされていく。

　彼女の面持ちは、この図書館を支配する水晶に似ていた。

　人間というよりも、無機物に近い佇まい。

　やがて、

「……これは」

　と、彼女が呻いたのだ。

「どうした？」

「コードは暗号化されているが、先に読み取られた形跡がある」

　師匠に答えて、さらにラティオは呟く。

「この癖は知っている。サイファのものだ」

「弟さんの？」

「ああ。だから分かる。……クルドリスだ」

　と、錬金術師が断言した。

「サイファがここに来たのは、クルドリスの先祖の失われた研究を知るためだ」

「エルゴに神を喰らわせた、三人の魔術師──山嶺法廷のムシキ、彷徨海のジズ、そして最後のひとりだったか」

「そうなる」

　肯定して、ラティオはぐるっと振り返った。

　部屋の中央を指差す。

　床の直径二メートルほどの円周が、盛り上がっていた。

「壁画だけじゃない。実際に実験が行われた。おそらく、ここにはエルゴの入ったポッドが置かれていたんだ」

「だったら、ポッドだけじゃない」

　と、師匠が改めて壁画を見やった。

「中央の球体──ラティオの話を信じるなら、ポッドの周囲に三つの柱が描かれている」

　言われてみれば、そのようにも見える。

　球体から等間隔に、黒い何かが三つ配置されている。

　漆黒の柱とも、単なる直方体ともつかないが、重要な意味を持つのは間違いあるまい。

　師匠の眉間に、皺が寄った。

　数秒の間をおいて、改めて口を開く。

「だったら……これは神がん體たいだ」

　ここで、その名前を聞くとは。

　日本の事件で何度となく聞かされた、神の破片。

　いいや、それだけじゃない。

　クルドリス家と神がん體たいとなれば、ここで行われていた研究とはひとつしかない。

「ここで、エルゴが神を喰らった──いいや、喰らわされたんだ」

「…………！」

　息を、止めてしまった。

　だが、そう言われると、この場所自体がある種の孵卵器インキュベーターに見えてこないか。

　まさか、ここに来て、エルゴの謎が関わってくるとは。

「でも、どうしてサイファさんを追っていたのに、エルゴのことが？」

「順序が逆だ」

　と、師匠がかぶりを振る。

「サイファがもともとクルドリスの研究を追って、アレクサンドリア大図書館に辿り着いた。そして、このクルドリスの研究がエルゴについてのものだったとしたら、エルゴの謎につながっているのは、むしろ当然だ。忘れたか？　私たちやラティオだって、エルゴについて調べるために、ここにやってきたんだぞ」

　その通りだ。

　ただ、今回の事件──ファラオの殺人事件を解決した結果として、エルゴの謎が解けるのではないかと、勝手に思い込んでしまっていたのだ。

　順序を飛ばして、先にエルゴの謎と接触したことで、軽い混乱を起こしていた。

「ひとつ、いいかナ」

　と、プトレマイオスが口を出した。

　金属の嘴くちばしを動かして、壁画の下部を示す。

「この絵だと、四つ目の神がん體たいがないか？」

　中心のポッドを取り巻く三つの神がん體たい──そのずっと下方に、もうひとつ、黒くて小さな直方体が描かれていたのだ。

「いや」

　と、ラティオが否定した。

「五つだ」

　指が動く。

　反対側──壁画の上方に、五つ目の漆黒が描かれていた。

　沈黙が、実験室をひたひたと満たした。

　恐るべき示唆を前に、誰も迂闊な言葉を吐けなくなっていた。

「これって……まさか……」

　茫然とした自分の隣で、師匠は小さく呟く。

「いいや、エルゴが喰らった神は三つのはずだ。さすがにそれは覆らないだろう。だが、だったら、このふたつの意味は……？」

　師匠の声も途切れた。

　判断材料が足りない。

　そんな状況での予断がどれほど危険か、師匠も自分も知りすぎてしまっている。

「ラティオはどうだ？　他に読み取れることはなかったか？」

「残念ながら、分かったのは表層のみ。ここでエルゴの実験が行われたということだけだ。戻ってからデータを検証すれば、もう少し詳しく分かるかもしれないが……」

「ラティオ？」

　師匠が、もう一度呼んだ。

　ラティオは、じっと壁画を睨んでいた。

　宿敵でも見つめるかのような、食い入らんばかりの瞳であった。

「……サイファはこれを解いたらしい」

　と、彼女は呟いた。

「ならば、ラティオが解けないわけにはいかない」

「おいおい、ラティオお嬢さん」

　と、声があがったのだ。

　ラティオの肩口に頭蓋骨が乗っていた。

　久しぶりに見る、ラティオの使い魔──タンゲレの一部だった。

「ここで無理をするのは、ラティオお嬢さんらしくないだろ。今回の事件、まずは最深部への道を開くのが先決で……」

「お嬢さんと呼ぶな」

　籠手の表面が、波打った。

　骨で作られた籠手が、彼女の内側を表すごとく、変形していく。

「エグゾフォルム、並列思考三番、四番、五番と同調。あわせて高速思考を起動」

　ラティオの口にした言葉とともに、籠手はぐっと横に広がった。

　そこから伸びたコードは十倍にもなった。それぞれが壁画に接触し、微細な振動音を立て始める。

　まるで、ピアノでも奏でているかのようだった。

「エグゾフォルム、モード・アコースティック」

　彼女の指は、見えない鍵盤を叩き出す。

　その都度コードが震え、振動音は変わり、時に軽やかに、時に重々しく、古代の実験室を満たしていく。

　水晶の館で演奏する、盲目のピアニストにも似た光景。

　その時、別に異変が起こったのだ。

　ぎょっ、とプトレマイオスが羽ばたき、入り口を見やって囁いた。

「番人だ」

　自分も、そちらへ振り返った。

　意味は、すぐに理解できた。

　さっき通り過ぎた五体の門番ではない。

　その向こう側で、ずっと多くの影がこちらに向かって、突進していた。

「番人の群れが、こっちに殺到している！」
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　カルマグリフたちが異変に気づいたのは、探索に出て三時間ほども経過した頃だった。

　水晶の樹海をくぐりぬけ、地図も数割ほどはできあがった実感があった。

「この感じだと、もう一日か二日かければ、最深部への道も見つかりますかねえ」

「禁書庫自体の面積はそこまでではないはずですから」

　と、ジョゼッペがたゆんとしたお腹を叩いて言う。

　意外と体力もあるようで、息が切れたりはしていない。テニスが趣味だとか、歩きながらべらべらと喋っていたが、案外本当だったのかもしれない。

　対して、もうひとりの錬金術師であるクォートは、黙々と先を歩いていた。

　時々、ここまでの地図を、彼が手の平に表示して、全員に共有する。

　おおむね順調な探索行と言って、間違いなかった。

　その途中で、

「えっと、あれは……！」

　と、ティカが分厚い眼鏡を持ち上げたのだ。

　その指先に淡い魔力が宿っている。

　魔術礼装として、眼鏡には遠見や暗視の能力が備わっているようだった。ロード・メルアステアの助手として必要だったからか。それとも、もっと別の理由からか。

　いずれにせよ、水晶の枝が複雑に入り組んだ景色の向こうに、彼女は眉をひそめた。

「番人たちの様子、おかしくありません？」

　一定の法則を持っていたはずの番人だった。

　無事にやってこられたのも、その法則を見切って処理してきたからである。

「どういうことだい、ティカ？」

「ここまでの番人って、何かの警戒網に引っかからない限りは動きがパターン化されてたと思うんですが」

　つつつ、とティカの指が眼鏡の縁を滑る。

「あそこの番人たち、ちょっとどうもパターンから外れてるというか。単に領域が違うせいでしょうか？」

「モレクルフェイス」

　呟き、クォートが瞼を撫でる。

　イシュタリオ家に伝わる表層変性機構が、瞳の水晶体を変質させ、視力を調整する。

　一般的な魔術師の『強化』を大きく凌駕する観察力で、

「確かに、違う」

　と、彼も肯定した。

「どう違うんです？」

「彼らは大図書館の守護者だろう。ならば、水晶を壊すのは使命から正反対の行動だ」

　カルマグリフに、クォートが答える。

　デタラメに、番人たちは走り回り、水晶を轢ひき潰していた。

　この禁書庫における守護者にとって、いっそ冒ぼう瀆とく的とも言える異常行動。

　小さく、クォートが、緊張のこもった声を漏らした。

「暴走スタンピード……！」
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　闇から現れる番人は、一体や二体ではない。

　少なく見積もって十数体。

　ひょっとすれば、その倍にもなろうかという番人の群れ。これほどの巨重が接近してくるのに、気づかなかったのは、やはりアトラス院の技術ゆえだろうか。

　ばかりか、彼らの守護すべき水晶さえも薙ぎ倒している。

　最初は他の番人たちも止めようとするのだが、その番人たちさえもやがて勢いに吞み込まれ、自ら水晶を砕いていくようになる。

「何、これ……！」

　師匠が言っていたことを思い出した。




　──『ある種のバッタが個体群密度によって相そう変へん異いし、体の大きさや攻撃性まで変化させるようなものか』




　そう、バッタだ。

　穏やかな昆虫が、周囲の集団密度によって大きく性質を変えて、時には一国の農地をあまねく食い荒らすように、番人たちもまた性質を変貌させ、あらゆるものを憎んでやまない破壊者となった。

　だけど、どうして？

　なぜ、こんなタイミングで？

「くそ、閉じこもってたら、ここが我々の棺になるぞ……！」

　口走った師匠が、錬金術師へと振り向く。

「ラティオ、一旦ここは退いて──」

　骨の籠手で絵画に触れたまま、彼女は微動だにしなかった。

「動けない」

「ラティオお嬢さん！」

　肩口に乗った、頭蓋骨のタンゲレも言う。

　しかし、

「ラティオは……」

　呻き、すぐにこう叫んだのだ。

「ラティオは、サイファを知るまで動けない！」

　初めて見る、感情を露わにした横顔だった。

　その瞳に、師匠が小さく舌打ちして、こちらを振り向いた。

「だったら時間を稼ぐ。ファラオ・プトレマイオス、何か手段はあるか？　さっきのようにセンサーを騙すのはどうだ？」

「肝心のラティオが動けないだろ。それに何度も使えないって言ったはずサ。番人のＡＩがすぐに書き換えられて対応される。あのおかしな状態だと、最初から弾かれる可能性も高いがネ」

　プトレマイオスの答えに、たまらず、自分も口を挟んでいた。

「あの、前にラティオさんと戦ったときは、船をまるごと骨で包んで、使い魔を大量に出していましたが、同じことはできませんか」

「あれは、ムシキと戦うことも考慮して、一気に貯蓄を吐き出したものだ。もう一度やろうと思えば、どれほど切り詰めても数年はかかる」

　タンゲレが答えた。

　凛の宝石のようなものだろう。

「対ムシキ用だったと言われれば、必要だったのは間違いないな」

　苦々しげに師匠が言った。

　山嶺法廷の仙人たるムシキがどれほど絶大な災害であったか、自分たちも身に染みている。何年もかけて、ラティオは彼女に対抗するための策を積み上げていたのだった。その貯蓄を無にせしめたのも、ムシキと自分たちなのだからなおさら浮かばれない。

　いずれにせよ、今の、番人たちの対策には間に合わなかった。

　足音は、いよいよ轟かんばかりだ。

　腹の底に響くほどの、重々しい響き。

　区画の入り口に立ち、自分は右肩の固フ定ッ具クを解除する。

「第一段階限定解除」

　迫ってくる番人たちを前に、死神の鎌グリム・リーパーを展開した。

　決して、自分の性能が番人たちに引けをとるとは思わない。

　それこそムシキや、日本で戦った白若瓏バイ・ルォロンのような規格外でもない。

　しかし、

（──数が、多い）

　こちらから切り込んで一体を潰したところで、残りがこの区画に乗り込んでしまえば、師匠などひとたまりもない。

　心臓が強く鳴った。

　どうすればいいのか分からず、立ち尽くした自分の背後から、優美な演奏が聞こえた。

　ラティオのエグゾフォルムによる振動音であった。

　モード・アコースティックと言っていた。

　それは、響きの美しさで、暗号を解読するような技術なのだろうか。

「そうか……四つ目はエルゴに喰われた神じゃない……」

　呟きが、聞こえてくる。

「この実験を……止めるための神だ……」

（え？）

　意識が引っ張られた。

　今、ラティオは何と言った？

「……エルゴに喰われなかった神」

　指のかすかな動きとともに、鮮やかな旋律が広がっていく。

「当時のアトラス院は、エルゴに喰わせるため、複数の神を候補に用意していた。だが……この四つ目は特別な意味を持っている……」

　彼女は忘我の域にあるらしかった。

　指の一本ずつ、分割思考のひとつずつ、高速思考の一雫に至るまで、すべてが壁画の解析へと注ぎ込まれている。

「神を還すための神だ」

　と、彼女は口にした。

（エルゴさんの、神を還すための神……！）

　それこそ、旅の目的だった。

　記憶飽和を起こして、いずれは人格を失うと予言されたエルゴを救うための手段。

　ついに、ここまで来たのか。

　この旅の始まり──あどけない赤毛の若者が喰らってしまった神を還すために、シンガポールから日本を経て、エジプトまでやってきた。

　後、もう少しで、その方法を手に入れられるのだろうか。

　そうしたら、自分も──

「──おい、グレイ！」

「────ッ！」

　もしも、反応がコンマ数秒遅れていれば、こちらの頭部は消し飛んでいただろう。

　死神の鎌グリム・リーパーが叩き落としたのは、巨大な矢であった。

　番人の一体──ケンタウロスのごとく巨大な弓を構えた、金属製の人馬が放ったのだ。

　襲撃はそれに止まらなかった。

　犀さいや牛のごとき角を生やした番人たちが、一気に突撃チャージしてきたのだ。

　壁画に向きあったままのラティオが、小さな頭蓋骨を放り投げた。

「タンゲレ起動！」

　たちまちそれは巨大化し、頭蓋骨から下の骨格も取り戻した。

　先月の海賊島で、エルゴの幻手とも五分に渡り合った骨の巨人へと。

「っとお！」

　暴走スタンピードの先頭に、躍り出る。

　突出した番人の三体を、骨の巨人タンゲレはまとめて押さえ込んだ。

　激突した箇所の近くで、ぎちり、と骨が鳴いた。筋肉などないにも拘かかわらず、肩甲骨も鎖骨も上腕骨も見事に連動して、番人たちの突撃チャージを食い止め、彼らの体を丸ごと包み込んだのである。

　プロレスの、ベアハッグの形だった。

　一度だけ、エルメロイ教室の護身術の授業でも見たことがあった。

　しかし、三体の怪物をまとめてベアハッグで搦からめ捕るなんて、想像もしなかった。

　ばかりか、さらに異音が発したのだ。

　ぎちり。

　嫌な音だった。

　番人たちが抜け出そうともがいたが、びくりともしなかった。

　ぎちり、ぎちり。

　さらに、音がする。

　謎の金属でつくられた番人の身体から発した音であった。

　ぎちり、ぎちり。

　ぎちり。

　ぎちり！

　ゆっくりと金属がひしゃげ、一定以上曲がった部分から耐えきれずに裂け目が走り、三体の番人たちが骨巨人の足元に倒れ伏す。

（……なんて）

　なんて、圧倒的な剛力。

　しかし、それだけの戦果をあげたタンゲレは喜ぶでもなく、声を張り上げた。

「こいつは長くもたないぜ、ラティオお嬢さん！」

　それはそうだ。

　次から次へと、金属の番人はやってくる。

　いかに剛力を誇る骨巨人といえど、長く耐えられるようなものではない。

（聖槍なら……！）

　一瞬考えて、すぐにその選択肢を否定する。

　アレクサンドリア大図書館は海中都市だ。この中で聖槍を振るったら、番人どころか自分たちも海水に押しつぶされてしまうだろう。

「分割思考三番、高速思考の過負荷からバイパスを許可。四番、退避は不許可。二番と五番のサポートに回れ」

　ラティオが囁き続ける。

　本人の意識ではないようだった。

　おそらく、言語化することで、分割思考同士の共有漏れを防いでいるのだろう。あるいは、アトラス院において、他人と共同作業にあたるために、そのような言語化の訓練が為されているのかもしれない。

　ますます演奏は高らかに、しかし、籠手にびしりと亀裂が走った。

　ラティオの両目から赤いものがこぼれた。

　血の涙であった。

　毛細血管を破り、血が滴ったのだ。

　高音部から、音色が歪み出す。

　先ほどまであれほど洒しゃ脱だつだった演奏は、不快感をもたらす不協和音と化した。

「ラティオ！」

　と、師匠が叫んだ。

「分割思考を絞れ！」

　はたして、今の彼女に届くのかどうか。

　構わずに、師匠は叫び続けた。

「アトラス院の思考も、本質的には魔術回路を使った演算と同じはずだ！　ならば、いくら並列思考を増やしたところで、それを動かすための魔力が足りなければ意味がない」

　不協和音を打ち消すように、師匠が言う。

「アトラス院なら魔力とは異なるだろうが、限りあるリソースのすべてを演算に捧げる必要はない。演算を支える自分に捧げるんだ。自分の状態をモニタリングするための容量を分けろ！」

　多分、師匠が話したのは、ごく初歩的なことだ。

　しかし、今のラティオが見誤っていたこと。

　そして、魔術自体よりも、人間の方を見る師匠にとってはいつもの行為。

「……三番、四番、解除」

　唇が、こぼした。

　苦しそうに、しかし、着実に言葉にする。

「本体のモニタリング開始。……ポリモーフィック型のワームを三十七件、メタモーフィック型のワームを七十九件、検出。分割思考三番の動的ヒューリスティックによる除去、分割思考四番のパターンマッチングによる除去開始……終了」

　演奏が持ち直した。

　それはまるで、弦のちぎれたバイオリンを、その場で修復しながら、弾き続けるような行為であった。

　突然、部屋の中央に幻影が生まれた。

　ホログラム。

　ラティオがこの部屋から引き摺り出したデータが、これか。

「──なん、で？」

　と、自分は瞬きした。

　古い時代の衣装を纏ってはいたが、その幻影は自分の知る赤毛の若者だったからだ。

「エルゴ……？」

　いや、決して不思議ではなかったか。

　この部屋が、エルゴに神を喰らわせた部屋だというならば、彼が出てくるのは当然。服装が異なることで動揺した自分の間が抜けているというだけ。

　しかし。

　自分だけではなく、もうひとり──いや、もう一体硬直していた。

「エルゴ……だと？」

　今まで聞いたことのない声音が、床を這ったのだ。

　ファラオ・プトレマイオスであった。
















　かすかに、酒の香りがした。

　ワインであった。

　何十年も醸造されてきた酒と闇の閨ねやに、ふたつの影が重なっていた。

　色事ではない。

　嬌声の代わりに響いたのは、獣のごとき唸りだった。

　おおよそ人間には耐えられぬ痛みを、それでも耐えようとする唸りである。

　現代科学ならば麻酔を使う。

　そうしないのは、これが霊的な手術だからだ。

　霊体の皮膚を裂き、霊体の肉を開き、霊的な内臓から腫瘍を切除する──そのような技法である。

　普通ならば数秒から数分で終わる手術に、もう三時間はかけていた。

　痛みも、それだけ続いたということだ。

　常人ならば正気を失ったあげく、痛みのあまりに正気を取り戻してしまいそうなほどであった。

「やっと七割、というところだな」

　ぞっとするほど美しい声とともに、ゆっくりと医者が離れた。

「……好き勝手しやがって」

　ぎこちなく、患者の逞しい上半身が持ち上げられる。

　白若瓏バイ・ルォロン。

　竜を喰らった青年だ。

「おいおい、こちらの苦労も少しは慮おもんぱかってほしいなあ。なにしろ聖槍の影を引き抜かなくてはいかんのだ。ちょっと他人ができることじゃあねえぞ？」

　対する医者は、灰色髪の男だった。

　彷徨海のジズ。

　若瓏ルォロンの師を名乗る男である。

「〈最果てにて礎なる夢の塔ロンゴミニアド・ミュトス〉だったか。これほどの封印は神代でも珍しい。俺の手じゃなけりゃあ、百年かかってもそのままだったぞ」

「それはそれで気が楽さ」

　と、若瓏ルォロンが肩をすくめ、白いシャツを羽織った。

　褐色の肌に、絹が滑っていく。

　さすがに憔しょう悴すいを隠しきれぬ顔をピシャリと叩いてから、言う。

「いいのかよ、オヤジ」

「何がだ？」

「エルゴたちを放っていて、だ」

「ん、ふ、ふ」

　何度か、ジズは笑った。

　月さえも霞むほどの美貌で、

「どうにもならないからな」

　と、かぶりを振った。

「エルゴの三柱目の神は特別だ。アトラス院と合流したところで、神を問うことはできやあしない。その局面までは、こちらも急ぐことはないんだ。しょっちゅう逆らってくれる馬鹿弟子をいたぶってる方が楽しいさ」

「想像の十倍ぐらいひどい痛みだったの、やっぱりわざとかよ」

「ふ、ふ」

　また、灰色髪の男が笑う。

「ただ……そうだなあ。エルメロイⅡ世なら、あの意味に気づくかもしれない」

「あの意味？」

「だったら、それはそれで面白いってことだよ。ん、ふ、ふ。この実験が始まった時にはまだ時計塔なんか影も形もなかったがね。その時計塔で一番才能のない君主ロードが、ある意味才能のなさがゆえに、神代からの儀式に関わるなんていうのは、なかなか皮肉な話じゃないか？」

「だから、肥沃なる三日月で会おう、なんて言ったのか」

「さてねえ」

「答えろよ、オヤジ」

　若瓏ルォロンの体から、強烈な何かが発散された。

　殺気であった。

　無意識なのかわざとなのか、強烈な魔力が混じっていた。ともすれば、その殺気だけでひとつの森が枯れ果てかねないほどの、濃密な魔力であった。

　さらに、その密度が高まっていく。

　師弟と言いながら、このふたりの間にはそうした言葉から想起される信頼は微塵もなかった。

　エルメロイⅡ世が作り上げたそれとはまったく異なる関係。

　ならば、その最後は、互いの殺し合いにもなりうるのか。

　不意に、闇が裂けた。

　扉が開き、黒髪の少女が顔を覗かせたのである。

「るお？」

「アキラか」

　若瓏ルォロンが笑った。

　褐色の肌の青年から、剣吞さは噓のように消え失せていた。

「もう、大丈夫なの？」

「問題ないさ」

　ぐるりと腕を回す。

　立ち上がって、少女の背中を押しながら、

「後でな、オヤジ」

　と、言い残した。

　その背中を見送ってから、

「お前は、エルゴについて、どう思ってるんだ？　馬鹿弟子」

　ジズの声もまた、闇に沈んでいったのであった。
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　大図書館の外周部は、ひどく穏やかだった。

　長い回廊の途中にできた広場で、淡い光が海中の様子を照らし出している。

　たとえば、この図書館を取り巻く別の遺跡であったり、のんびりと海を泳ぐ多くの魚たちであったりだ。

　非現実的な光景だが、ここだけを取れば極上のリゾート地にも匹敵する。

　そして、

「ライネス様、紅茶をどうぞ」

　と、ティーカップを差し出したのは、水銀メイド・トリムマウであった。

　一口含んで、舌の上を転がしてから、ぼんやりと呟く。

「兄上に働かせてるのはいいが、グレイに危険な作業を任せていると思うと、せっかくのお茶も十全に楽しめなくはあるな」

　目の前には、大理石のテーブルが置かれている。

　持ち込んだのではなく、もともと外周部にあったものだ。

　二千年以上の時を経ても、テーブルには欠けのひとつも見当たらなかった。

　そして、対面には、アトラス院の錬金術師が座している。

「今回の事件について、どう思う？　エルメロイの姫」

　ログの質問に、ライネスは顔をあげた。

「時計塔の魔術師として、という話ですか」

「ああ、君たちの視点から現状がどう見えるか、可能な限り直ちょく截せつに言ってほしい」

「なるほど。しかし、事件の情報自体さっぱり足りないし、私は兄上のように魔術の蘊うん蓄ちくが得意なわけでもない。あくまで単なる印象論になりますよ？」

「かまわない」

「あなたたちはあまり陰謀に慣れてませんね」

　バッサリとライネスが言った。

「アトラス院とは未来に生きる錬金術師たちの集団である……と言えば聞こえはいいが、その実はあまりにも最適化されすぎています。現在を守ろうという思考が根底にないから、どうしても行動が直線的になりすぎる」

　ティーカップを傾け、ライネスはまた一口飲む。

　手元のクッキーについては、もちろん持ち込みである。ほろりと口の中で崩れる、ロンドンのお気に入りの店の味わいは、しかし海底ではどこか違っているように思えた。

「だからこそ、不自然なことが多くなっている。本来、陰謀同士が嚙み合えば、一見は自然に見えるものですよ。そもそも、気づかれたら陰謀になりませんからね。密室殺人事件なんて、その反対じゃないですか？」

「……確かに、そうだな」

　と、ログが認めた。

　そこに異常があることさえ気づかれないことが最上。

　だとすれば、今回の事件は決して上首尾とは言えない。むしろ、気づかれても目的さえ達成できれば良い、というある種の意志を感じさせる。

「我々、アトラスの錬金術師には、目的のために他を擲なげうってしまう性分がある。そうした性分が、この事件と絡んでいるのは間違いないだろう。ついでに、もうひとつ訊いてもかまわないか」

「おや、ひょっとしてそっちが本命です？」

　わざとらしく片眉を上げたライネスに、ログが訊いた。

「ラティオから聞いていたが、君たちともうひとり、エジプトに来た魔術師がいたんじゃなかったか？」
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　暗い嵐の海で、流されているようだった。

　肌を刺す冷たさ。

　何ひとつ見えない闇。

　上も下もはっきりとせず、世界をひたすら彷徨っているような感覚。

　それが、どれだけ続いたろうか。

　数分とも数時間とも、エルゴには判断がつかなかった。

　おそらく、空間を歪めるとはそういうことなのだろう。歪められた通路を渡る間、彼らの空間感覚も時間感覚も引き延ばされ、あるいは極限まで収縮し、背中合わせの永遠と刹那を繰り返した。

　ふ、と光が差し込んだ。

「…………ッ」

　同時に、エルゴの目が見開かれる。

　金属の人蠍が、巨大な鎌をこちらに振り下ろそうとしていたのだった。

「エルゴ！」

　凛の警告と同時に、六本の幻手が一気に広がった。

　四本の幻手が、鎌の刃を挟み取る。

　本来、無刀取りとは刀を握る拳や手首を押さえる技術だが、これは正しく白刃を取ったのだ。四本の幻手はふたつの合掌となり、そのまま左へと流れる。見事に重点を押さえた誘導につられて、刃どころか人蠍もまたもんどりを打って倒れたのである。

　しかし、それだけでは済まなかった。

　すぐ近くで、シオンの周囲に三体の番人が群がっていた。

「何ですか、これは！」

　少女が、周囲を見回す。

　広間のような場所だった。

　水晶の樹木が何本も聳え、複雑に絡み合っている。ぼんやりとした光を蓄え、反射させ、球体のような虹をあちこちに作り上げている。

　アレクサンドリア大図書館・第三層。

　番人たちの暴走スタンピードに巻き込まれたなど、知るはずもない。

　少女の肢体が八つ裂きにされるかと思われた瞬間、その番人たちが、ぴたりと動きを止めた。

「対吸血種用の三層多重結界です」

　張り巡らされたエーテライトの糸が、彼らを搦め捕ったのだ。

　ほんの数秒である。

　シオンも、人ならざる金属の怪物相手には決定打を持たず、その数秒でいかなる手を打つべきか躊躇した。

　だが、その数秒だけで十分だった。

「Call目覚めよ」

　落ち着いた声が、水晶の広間に響いたのだ。

「Look at the sky天を仰げ.Embrace your destiny汝の運命はそこにある.」

　番人たちに、その意味が分かったかどうか。

　まるで、夜空の星のようだった。

　だが、星にこれほどの輝きはない。

　内側から発されるのは、強大なる魔力の光。

　星座の代わりに天井近くに輝いていたのは、翠玉エメラルドであり、紅玉ルビーであり、藍玉アクアマリンであった。

「Green 7翠の七番.Red 8紅の八番.Indigo 9藍の九番.Trinitarian truths overturn the celestial sphere三位一体の律に従え.For your queen汝の女王のために!」

　降り落ちる光は、極小の彗星に紛った。

　その光弾が、異様なまでの精度で、番人たちの核を撃ち抜いたのである。

　三体の番人に対して、三つの光弾。

　それが彼らの性質と致命的な弱点をも見極めた術式であった証拠に、古代の番人たちも機能不全に陥ったのだ。たちまち彼らは崩れ落ち、意味を持たない金属の塊として、地面に蟠わだかまった。

「Call grace恩恵よ、目覚めよ」

　同様に、エルゴが打ち倒していた番人も、新たな光弾に穿たれて動きを止める。

　恐るべき精度であった。

（今の魔術……凛さんとよく似た……）

　偉業を成した魔術師を、茫然とエルゴが見上げる。

　黄金の髪が、水晶の樹海になびいた。

　天工が一彫を施したかのごとき鼻梁に、花弁を想起させる唇。

　いかなる運動も妨げぬよう、全身の線を露わにするほどにフィットした──しかし強靱そうな素材のジャンプスーツは、おそらく遺跡を探索するために、専用で仕立て上げられたものだろう。

　神秘的としか形容できぬ水晶の樹海にあって、その女ひ性とは氷の女王の威厳を備えていた。

　凛が、目を見開く。

「アンタ……！」

「しばらく見ない間に、地面を這いつくばるのがお似合いになりましたわね。ああ、せっかくですから時計塔の皆さんで鑑賞できるように、写真を撮ってさしあげましょうか？」

「喧嘩を売ってるわけ？　ああ、いつでも買ってあげるわよ！」

　猛然と、凛が立ち上がる。

　指の間には、紅の宝石が挟まっていた。

「あ、あの、凛さん！」

　あわてて、エルゴが割って入る。

「あの、こちらの女ひ性とは？　お知り合いみたいですけど」

「知り合いも何もないわよ！　エルメロイ教室の同級生ってだけ！」

「いつまで経っても、辺境の蛮族はまともなお礼もできないようですわね？　今の危機を助けて差し上げたのは、誰だとお思いですの？」

　余裕たっぷりに唇の端を持ち上げ、女魔術師はエルゴとシオンへと向き直る。

「ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト、と申しますわ」

　軽く膝を曲げて、跪礼カーテシーをして見せたのである。

　今は纏っていない、蒼い優美なドレスの裾が翻るところさえ、エルゴは幻視した。

　その名前は、聞いたことがある。

　時計塔にて、遠坂凛と並び、エルメロイ教室の核爆弾と恐れられるもうひとりだとか。

　だが、どうしてこの場所に？

　その疑問を口にするより早く、ルヴィアは三人を見回して、可憐な眉根を寄せた。

「ですが、どうしてここまで来られたんです？　アトラス院と協力したところで、あの通路を越えられるはずはなかったのですが」

「……まさか」

　と、凛がまなじりをあげた。

「さっきの通路、シオンに情報をくれた現地協力者ってのは……！」

「ええ、私わたくしですわ」

　胸に手をおいて、金髪の魔術師はきっぱりと言ってのけたのであった。

「ちょっと待って。なんで、アンタがアレクサンドリア大図書館について知ってるのよ」

「分かりませんの？」

　やや呆れた感じに、ため息混じりのルヴィアがかぶりを振った。

「ここの盗掘者──いえ、正しく表現しましょう──かつて、このアレクサンドリア大図書館に挑戦した気高き冒険家が、私わたくしの先祖だからです」

「そういう?!」

　凛のみならず、エルゴとシオンも目を見開いたのだ。

　確かに、先ほどの道は、昔の時代の盗掘者が再構築したものだとか言われていた。

　だったら、その子孫が知っているのは当然である。むしろ自然な流れすぎて、盲点になっていた。

「あ、でも言われてみればそうよね……アンタの家系、世界で最も優美なハイエナとか言われてるんだっけ……」

「狩人と仰っていただきたいですわね」

　と、ルヴィアは唇を尖らせた。

　そうした家系の歴史として、アトラス院の遺失品ロストナンバーにも手をつけていたということ。

「でも、だからって、なんでそんな情報を売ってたのよ」

「私わたくしもアレクサンドリア大図書館には興味がありましたが、合同発掘調査団なんて胡散臭いものに協力する気になれなかったんですもの。先祖の知恵もあるわけですから、私わたくしひとりで調査してしまう方が賢明でしょう？　ただ先祖が発掘できた地点を越えるには、アトラス院の助力も不可欠でしたから、情報の交換で手を打ったんです」

「つまり、シオンから、アトラス院の情報を買った？」

　こほん、と気まずそうにシオンが咳払いをする。

「わ、私個人の研究を売ったわけではありませんし、これは必要な投資なのです。本部に報告しても、計算上ギリギリのところで許されるはずです！」

　どんな計算をしたのよと突っ込みたくなるのを堪え、凛はルヴィアへと向き直った。

「だったら、ここで手をこまねいていたのは、どういうことかしら？」

　むぐ、と今度はルヴィアが唇を嚙む。

　対する凛は、ようやく尻尾を摑んだかのように、微笑したのである。

「ははあん。ひとりで抜け駆けしようとしたのはいいけれど、遺跡に入って早速行き詰まってたとか？」

「私わたくしは完璧に準備してました！　最深部近くまで確かに潜入していたんです！　ですが、番人たちが突然異常行動に出たから、ここまで撤退してきただけです」

「異常行動？」

「そうとしか言えません。通常、規定のルートを警戒するだけの番人たちが、突然そのパターンをすべて打ち捨てて、水晶樹も壊しながら暴走してるんですもの」

　何か、この大図書館に異変が起きた。

　それは間違いないのだろう。

　大きく、ルヴィアがため息をついた。

「ともかく、来てしまったなら仕方ありません。ここは互いに協力する、ということでいかがですか」

「仕方ないわね。シオンもいい？」

　くる、と振り向いて、凛が確認する。

「異存はありません。私に情報提供していた相手と組めるなら、むしろ好都合でしょう。ただ、アトラス院の裏切り者を捜し出す、という私の目的は優先させてもらいます」

「なら、決まり」

　パン、と凛が手を叩く。

「ところで、ルヴィアはここに何があると思っているの？」

「あら、気になりますの？」

「聞いておかないと、アンタ、肝心な時にこっそり盗みかねないでしょ」

「よくご存じですこと」

　蒼いジャンプスーツの肩をすくめて、ルヴィアが答える。

「正直に言えば、なんでも、ですわ。もともと、プトレマイオスはこの世のすべての叡智をこのアレクサンドリア大図書館に集めた、なんて言われてますから」

　水晶の樹海を見つめ、彼女は少しだけ目を細めた。

　どれだけの叡智が、この樹海には眠っているのだろう。

「ひょっとしたら、発端はイスカンダルの意志だったのかも。かの征服王はなんでも集めたがりでしたから。王とは多かれ少なかれそういうものですが、史上でも特別だった、と言って間違いないでしょう。ああ、このアレクサンドリア大図書館に敬意を払うなら、アレクサンドロス三世と呼んだ方が良いかもしれませんわね」

「……だからこそ、世界を股にかけた彼の征服によって、神さえも変質した」

　凛が呟く。

　ある意味、この旅はそれを確認するようなものだった。

　たったひとりの人間が、どれほどに世界を変えてしまえるものか。神さえも変えてしまえるものか。その足跡がいまだ絶大な影響を残していることを、今の彼女は身に染みて知っていた。

　すう、とルヴィアは赤毛の若者へ近づいた。

「あなたが、エルゴ？」

「あ、はい」

「ちょっと失礼」

　ぺたぺた、と白い手が、若者の頰や肩口に遠慮なく触れた。

「な、なんですか」

「いいえ。先ほどの霊体の手は面白かったですが、本人は普通の魔術師とあまり変わらないのですわね」

「どうでしょう」

「ここをどう思います？」

「アレクサンドリア大図書館を？」

　尋ね返してから、エルゴは天蓋を仰いだ。

　海底と言われていたが、ここからは海は見えなかった。

　だけど、海の香りがする気がした。

　一度、深呼吸する。

「……通路を通る前もそうだったけれど、すごく強く、心臓が鳴るんです」

「心臓が？」

「はい。今も、鳴ってます。ドクン、ドクンって」

　赤毛の若者が、胸を押さえる。

　ゆっくり、その鼓動を落ち着かせるように、エルゴは呟いた。

「僕よりも、この心臓の方が、何かを覚えている気がして」
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　何が起きているのか、自分にも分からなかった。

　区画の中央である。

「これがエルゴ……？　お前らの言う神を喰らった相手だって……」

　そこに生まれた幻影を見つめ、プトレマイオスが固まっていたのだ。

　今まで、スペアだから大したことはできないとか言いつつも、悠然とした態度を見せていた機械仕掛けの鳥とは思われない態度であった。

　暴走した番人たちに肉薄された状況すら、この一瞬だけは忘れているようだった。

「ファラオ・プトレマイオス？」

　師匠の声も聞こえているとは思えない。

　プトレマイオスは、幻影の若者にすべての意識を囚われている。

（違う……！）

　と、自分は思った。

　エルゴと同じ顔だが、幻影の表情は違っていた。

　何もかもをとっくに諦めたかのような、悲しい眼差しだった。

「彼は……」

　幻影に、機械仕掛けの鳥が呼びかける。

「いえ、このお方は……」

　かつてファラオだった個体が、言う。

　ああ。

　その名は、こうだ。

「征服王を受け継ぐ者……イスカンダル様の息子……アレクサンドロス四世……！」








〈続く〉


















あとがき




　お待たせしました。『ロード・エルメロイⅡ世の冒険』第四巻『錬金術師の遺産（上）』をお送りします。

　舞台はアレクサンドリア。

　エルメロイⅡ世たちの旅を描く上で、いつかこの街の話は書かぬわけにいくまい……と思っていた土地です。

　地中海を挟んで、エジプトとギリシャ周辺の文化と歴史が複雑に混交し、TYPE-MOON世界的にも魔術協会の一角たるアトラス院が強い影響を及ぼしたろう場所。そして、何より、かの英雄の名前が刻まれた街なのですから。

　登場人物も、その分、今までと変わった切り口になったと思います。

　アトラスの六源の各家はもちろんのこと、ひさしぶりに時計塔からの新キャラとなるロード・メルアステアも、エルメロイⅡ世と掛け合うところが楽しく、ついつい筆が乗ってしまいました。

　また、ＦＧＯでシオンと初めて出会った人には、今回登場した彼女の描写にちょっとした驚きがあったのではないでしょうか。逆に旧版の『メルティブラッド』を遊んだ方は懐かしい気持ちになったかもしれません。

　奈須きのこさんから「事件簿や冒険、stay nightの世界におけるシオンは昔の作品の性格に近く、エーテライトを使うはず」と聞かされ、彼女が出てくるTYPE-MOON作品をいくつもチェックしなおしました。幸い台詞回しなどについても太鼓判を押していただけましたが、どうか彼女を愛する方々に楽しんでいただけますように。
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　ひとつ、私事でのご報告があります。

　さる六月十三日、父が逝去しました。三巻のあとがきで、父が入院した話を書きましたが、そこからがあまりにも早く、こうして文章を書いている僕自身、まだ受け容れられない気持ちでいっぱいです。

　手品師であり、ＳＦやミステリ研究家であった父は、幼い頃から僕の自慢でした。

　こうして作家業についたことだって、大いに父の影響を受けています。この『ロード・エルメロイⅡ世の冒険』もきっとシリーズの最後まで読んでくれるだろうと思っていたため、寂しくてなりません。

　亡くなる一ヶ月前に一緒に観た『スパイダーマン：ノーウェイホーム』で、二十年ぶりのグリーンゴブリンの登場に「懐かしいなあ」と父が呟いたのが、まだ耳に残っています。きっとあの呟きをこれから何度も思い出して、哀しくなったり、寂しくなったり、時には嬉しくなったりするのでしょう。
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　本編と関係ない話を、つらつらと書いてしまいました。

　いろいろとあった一年ですが、僕はまた新しい物語に向き合っています。

　できるならば、自分の内側にあるものを書き尽くすまで、このままでありたいと願っています。

　エルメロイⅡ世とエルゴたちの旅も、いよいよ後半戦。

　あなたにその果てを見届けていただけるよう、頑張るつもりです。




　最後になりましたが、他作品よりぐっと幼いシオンやアトラス院の各新キャラなど何かとバランスの難しいところに抜群のイラストをくださった坂本みねぢさん、アレクサンドリアやファラオについて多くの考証資料を提供くださった三輪清宗さん、物語や設定についてあれこれ相談に乗っていただいた成田良悟さん、そして奈須きのこさんやＯＫＳＧさんをはじめとしたTYPE-MOONの皆様に感謝を。

　もちろん、この本を手にとってくださったあなたにも。

　次は、おそらく冬の頃にお会いできるかと思います。





二○二二年六月




三田皓司の『ロボット』を読みながら
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